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はじめに

　平成19年度文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）採択事業、「ICT

を活用した新たな教養教育の実現 -アクティブラーニングの深化による国際標準の授業モデル

の構築 -」は、東京大学が、教養学部、大学院情報学環、大学総合教育研究センターの 3部局

の協力のもと推進している取組です。

　今日の大学教育の喫緊の課題の一つは、教養教育のあり方とその教育手法の抜本的な見直

しです。より複雑な人間活動と多様な情報が氾濫する現代社会に通用する国際的な人材を養

成するには、専門分野の枠組みを超えた教養教育によって総合的な力を身につけさせる必要

があります。

　このような問題意識のもと、本取組は、能動的かつ高次な学習活動「アクティブラーニング」

を導入した教養教育の授業モデル構築を志向するものです。アクティブラーニング、すなわち、

学生が能動的に、現象・データ・情報・映像などの知識のインプットに対して、読解・作文・

討論・問題解決などを通じて分析・統合・評価・意志決定を行い、その成果を組織化しアウトプッ

トするような活動を取り入れた教養教育の提案を行おうというものです。

　本報告書は、平成 19年度の上記取組の成果を公表し、今後の展開を検討するため、平成

20年 3月 17日 ( 月 ) に開催した国際シンポジウム「ICT を活用したアクティブラーニング：

ICT enabled Active Learning」の内容をお伝えするものです。このシンポジウムでは、東

京大学現代ＧＰでの取組の概要をご紹介するとともに、国内外における ICT 等を活用した学

習環境とアクティブラーニングに関する専門家として、MIT の Peter Dourmashkin 氏、ス

タンフォード大学のDan Gilbert 氏、公立はこだて未来大学の美馬のゆり氏をお招きして、

各大学での ICT 等を活用した教育環境の改善に関する先進的な取組の事例をご報告いただき

ました。このような報告の後、パネルディスカッションでは、どのような教育環境 (特に ICT

技術の利用によって実現される )によって、学生の能動的な学習 (アクティブラーニング )を

活性化することができるのかが議論されました。

　当日のシンポジウムには、学内外から約 180名の方にご参加していただきました。大学関

係者ばかりではなく、企業関係者の方々にも多数参加していただき、多様な立場から議論を

深めることのできた有意義なシンポジウムになりました。講演の映像のいくつかは、東大 TV

（http://todai.tv/contents/event/GP20080317/001/index.html）にて配信も行って

います。

　本シンポジウムに参加された方および準備にご協力いただいた方々に感謝いたします。
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　東京大学教養学部学部長の小島憲道と申します。

　大変お忙しい年度末を控えまして、多くの方々にこの

現代GP主催の「ICT を活用したアクティブラーニング」

のシンポジウムにご出席いただきまして、ありがとうご

ざいます。

　このシンポジウムは、平成１９年度に文部科学省現

代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）に採択

されスタートしました。この取組は、東京大学教養学

部・情報学環・大学総合教育研究センターの３つの部局

の連合により採択されました。幸い今年度はこの採択と

同時に、平成 19年 5月に、駒場Ⅰキャンパス 17号館

に駒場アクティブラーニングスタジオ（KALS）という

能動的な学習を支援するモデル実験教室を立ち上げる

ことができました。そのモデル実験教室にいわば、魂

を入れるものが、この現代GPの取り組みであると思っ

ております。昨年は、この分野で先端な取組をしてい

る、MIT、スタンフォード大学、公立はこだて未来大学

に実際に教職員を派遣して、いかに能動的な学習を支援

するために ICT をどのように活用するかということを

視察させていただきました。今回、MIT からは Peter 

Dourmashkin 先生、スタンフォード大学からはDan 

Gilbert 先生、公立はこだて未来大学からは美馬のゆり

先生をお招きして、現代GP国際シンポジウムを開催す

ることができ、大変感謝申し上げます。

　そして、この現代GPを東京大学教養学部で採択でき

たことは、私どもにとって大変意義の深いものでござい

ます。ご承知のように日本の中では、大学の中に教養学

部という前期課程教育・教養教育を担う大きな責任母体

を持っている数少ない大学のひとつでございます。私ど

もはこの数少ない部局の中で教養教育を充実させること

によって日本の中でモデルとなる仕組みができればと

思っております。この東京大学教養学部は、１９４９年

に新制大学が設立したときに同時にスタートしました。

東京大学教養学部が設立する際に、初代教養学部学部長

であった矢内原忠雄先生が教養学部の立ち上げの時に次

のような言葉を述べております。「ここで部分的専門的

な知識の基礎である一般教養を身につけ、人間として偏

らない知識をもち、またどこまでも伸びていく真理探求

の精神を植え付けなければならない。その精神こそ教養

学部の生命である」と私も同じように感じております。

　現在、学生が能動的な学びの姿勢が欠けている中で、

いかに学生に能動的な学びの姿勢を植え付け、どこまで

も伸びていく真理探究の精神を植え付けるか、その試み

として駒場アクティブラーニングスタジオ、そしてその

あいさつ

 東東京京京京大大学学大大学学院総合文化研究科科長長
 東東京京京京大大大学学教教養養学学学学部部部部長長長長
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場を用いた現代GPの取組などを通して、ICT を活用し

た能動的な学習の姿勢を伸ばしていきたいと思っており

ます。今回の国際シンポジウムで、いろいろと学ぶこと

がたくさんあると思いますが、この国際シンポジウムを

通して、日本におけるアクティブラーニングのあり方に

ひとつの大きな指針を与えていただければと思っており

ます。簡単ではございますが、教養学部を代表いたしま

して、挨拶とさせていただきます。ありがとうございま

した。
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趣旨説明
はじめに
　学部長からお話がありましたとおり、東京大学現

代GPは、平成１９年度から「ICT を活用した新たな

教養教育の実現」というタイトルで採択されました。

この中にはいくつかのキーワードがあります。まず、

「ICT を活用した」というキーワード、「教養教育」と

いうキーワード、それから「アクティブラーニング」

というキーワードがあります。これらのキーワードに

触れつつ、今日このシンポジウムで、何を狙っている

かということをお話ししたいと思います。

DeSeCoについて
　少し我々が考えていることからお話しできればと思

います。これは、よく話題になりますDeSeCo（※）

という、OECDの整理した、学生がどういう能力を

持っているべきかということを大まかに掴んだ図で

す。例えばリテラシーやスキルなどをきちんと使え

るかというカテゴリーがあります。それから能動的

に行動できるかというカテゴリー。これは学習に置

き換えれば能動的に自分の学習に取り組めるか、あ

るいは我々は教養学部ですから、教養教育に入って

いけるかということだと思います。そして最後に、

heterogeneous groups とありますから、社会的

に多様な状況の中でどういう風に人とやっていけるか

という協調能力、あるいはソーシャルスキルと言って

いいかもしれません。これも学習に置き換えれば、違

う考え方を持った人とどういう風に自分の学習の立場

を明らかにしながらやっていけるかといったことにな

るかと思います。こういうカテゴリーを大まかに使っ

て行われる評価というのが、いわゆる PISA 型の評

価、The Programme for International Student 

Assessment というわけです。つまりこういう能力

をみようというわけです。

　我々もたしかに現在の教育で何を教えるかというこ

と以外に、どういう教え方をしてどういう能力を身に

つけて欲しいかということを考えるわけです。これら

の能力のカテゴリーを考えた上でやっぱりアクティブ

ラーニングという教育手法が、もちろんこれはこの図

の中に入っているわけではなくて、学習の形態、教育

の形態ですから、これとは違う水準になりますけれど

も、こういう学生が持つべき能力を養うために、どう

東東京京大大学学大大学学院院総総合合文文化化研研究究科科
 教教教養養養養学学学学部部部附附附属属属教教教養養養教教教育育育開開開発発発機機機構構構
 教教授授
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いう教育環境が必要か、あるいはどういう教育手法が

必要かという意味でアクティブラーニングというキー

ワードがとても大事であると考えています。

　

アクティブラーニング
　アクティブラーニングというのは、これは私の私見

も入りますが、どういうものかというと、一つはイン

プットがある。これは、資料であったり、データであっ

たり、映像であったり、情報であったり、非常に様々

なものがたくさんあります。その中で何を選択して、

どういう課題を見つけるかと言うことがまず大事な問

題になります。それらをした上で、比較する、分析す

る、評価、批評、判断、問題解決、あるいはそれを整

理するということをやって、最終的にアウトプットに

いたる。つまりそれらをまとめて明らかにする。そう

いう一連の流れがあると思います。

　これを学生が与えられた形ではなくて、自分のかた

ちでやっていく必要性があるのだろうと思っていま

す。その中で、個別学習と協調学習の連携というのが、

どうしても必要になってきます。つまり自分で独自に

やること、それからそれを他の学生と比べたり、他の

学生と議論したりしながらどういう風に形成していく

か、そしてどうまとめていくかという、このプロセス

がとても大事になってきます。これがアクティブラー

ニングの一つの流れだと思っています。

ICT の活用
　その次に「ICT を活用した」というキーワードです。

英文ならば「Information and Communication 

Technology Enabled」の部分です。これがつくと

何が違うのかというのが、今回の現代GPの一つの特

徴だと思っています。今ここにあげましたのは、さき

ほどお話したことですが、例えば情報を収集するなか

でも ICT をうまく使うことによって、膨大な資料の

中から自分の必要なものを取り出す。あるいは検索す

る。そういうことも必要になってくるかもしれません。

それから、それらをまとめる上でも、例えばマインド

マップを書いたり、いろいろな違うものを関連づけ

たりする作業に ICT が十分に活用できます。あるい

は人とのディスカッションにも活用できるでしょう。

さらに、教員と学生の間のコミュニケーションも ICT

を利用するところが多くなるだろうと思います。そし

て、最終的にこれらを統合した形で発表していくわけ

ですが、その際にも我々はいろいろな意味で社会、あ

るいは大学の内外を含めてどういう風にそれを成果と

して出していくかというところで、やはり ICT の活

用には、大きな意味があると考えております。

各校のアクティブラーニングの位置づけ
　今日は、先ほど学部長から紹介がありましたように、

３つの大学から３名の先生方に来ていただいておりま

す。これは、私見ですので、こういうカテゴライズす

ると怒られるかもしれませんが、ICT の活用を縦軸、

それから教育内容の多様性というのを横軸にとってみ

ます。

まず、MIT の TEAL Project というのは、物理学に

特化しています。しかし授業の内容も含めてかなり

ICT を駆使した形で成立していると思います。これは

Peter 先生が同意されるかどうかわかりませんが、左

の上あたり、たぶんこういう位置づけだと考えていま

す。

　それからもうひとつは、ICT の活用よりも、教育内

容の多様性とか、どんな場合にも利用できる教育空

間・教育環境などを用意するという意味では、スタン

フォード大学のウォーレンバーグホール、公立はこだ

て未来大学が、右下のあたりにあるのではないかと考

えています。ウォーレンバーグホールでは、サイエン

スだけではなくて、ヒューマニティ、医学も含めて、

様々な先生方がアクティブラーニングの環境の中で、

どういう教育手法がありうるのかということを試行さ

れています。公立はこだて未来大学は、いわば大学全

体がアクティブラーニング・スペースになるような設

計がされているような気がします。

そうすると東京大学がどこにあるかといいますと、

ちょうどこの中間あたりにありまして、ICT をフルに

活用するという、この TEAL と比べるとやはり我々は

まだ少し教育内容の多様性の軸によっているかと思い

ます。つまり、教養教育で教えなければならない授業

科目などが非常に多岐にわたっているということも含

めてです。そういう中に ICT の活用も導入しながら、

どれだけ教育内容のバラエティをつけられるかという

ところが、我々の狙っているところです。

シンポジウムの目的
　そういう意味で本日は、多様性のある取り組みや教

育内容を一堂に会してお話しいただき、それについて

議論できるよいチャンスだと思っております。ここで

の議論から、我々が目指すべき「ICT を活用した教養

教育」、あるいは「アクティブラーニング」というも

のを探していくという必要があります。それと同時に
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みなさんには、話を聞き比べて、議論に参加していた

だいて、これから本当に教育の現場で、どのような教

育環境と教育手法が必要になるかを議論できればと思

います。それが今回のシンポジウムの大きな目的です。

どうぞよろしくお願いいたします。

※ DeSeCo（Definit ion and Selection of 

Competencies）

　DeSeCo(Def in i t ion  and  Se lec t ion  of 

Competencies)とは、OECDによる「コンピテンシー

の定義と選択：その理論的・概念的基礎」プロジェク

トの略称である。このプロジェクトでは、現代の成人

に求められる能力（キー・コンピテンシー）の定義を

行っている。
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Achieving and Sustaining Systemic 

Change in Physics Teaching at 

MIT:TEAL(Technology Enabled Active Learning)
はじめに
　今日はこのような機会をいただき感謝しておりま

す。永田先生、ありがとうございます。そして西森先

生、このように私がこちらに来られますことを手助け

していただきましてありがとうございました。

　今日はMIT の TEAL プロジェクトに関してお話を

したいと思います。永田先生もおっしゃいましたけれ

ども、私たちの取組は、とてもコンテンツ特殊のもの

です。非常に伝統的な物理学の授業であります。なん

とかアクティブな学びというものをこの物理学の世界

にも入れようとしました。これまで私どももいろいろ

な努力をしてきた歴史がありますので、そのことから

お話を始めたいと思います。

　さて、TEAL とは何でしょう。これはテクノロジー

を活用して、アクティブな学びの場を作っていくとい

うものです。これは協同学習や非常にわくわくした

モードの学習を学生の側に提供しようとするもので

す。

　このことに関して、かなりの時間取り組んできまし

た。今日は少しばかりこれまでの物理の授業に関しま

して我々がやってきた努力の歴史をまずお話ししたい

と思います。そしてアクティブラーニングに変えよう

と思ったのはなぜなのか、その理由についてお話いた

します。学習の目的や、教える側と学ぶ側の間の関係

も非常に重要であります。それから TEAL プログラム

の中身に関してもお話をします。TEAL にはいろいろ

なコンポーネントがあります。テクニカルな側面のお

話しももちろんあります。こういったところをうまく

まとめて、皆様に全体像をご理解いただければと思い

ます。何か細かな、テクニカルなことなど質問があり

ましたらもちろん歓迎いたします。その後、お話した

 PPeetteeerr DDDooouurrrmmmaassshhkkinn

 Sennioorr LLeeccttuurree
 DDeeppaarrttmmeenntt  ooff PPhhyyssiiccss,,
 SSSSccchhhooooooll  ooff SScciieennccees, MMIITT
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いと思っているのはアセスメント（評価）についてで

す。私たちは、アセスメントに関しても非常に堅牢な

プログラムを持っております。アセスメントはどんな

教育改革でも重要ですね。ただ、あまりたくさんのグ

ラフばかりだしては皆さんも退屈されるでしょうか

ら、Q&Aのところで、もし皆さんが望まれるなら、

実際のデータを用意しておりますので、おっしゃって

ください。学生からのリアクション、これは非常に難

しい面があります。これに関しても歴史がありますの

でお話をしたいと思います。そして、最後には、サス

テナビリティー（持続可能性）と言う点について、こ

のプログラムから学び取った教訓という観点からお話

できればと思います。

MIT における物理学教育の歴史
　1930 年代でありましたけれども、MIT 物理学科、

John Slater, Ned Franck たちが、アメリカにおける

物理学の教科書のモデルを作りました。1960 年代に

Jerrold Zacharias, Francis Friedman が物理学に

関して高校生のための様々な教材を開発するための研

究委員会を準備しました。これはスプートニクの時代

のことですね。彼らによって、MIT に教育に深く関

わる人が数多くやってくることになりました。そのう

ちの3人 Phil Morrison, A. P. French, John King, 

が 1970 年代に新しいコースと教科書を作りました。

特にDan Kleppner は物理学専攻の新しいコースを

全て開発しています。こうした人々の時代から、MIT

で教育が開発される長い伝統があるのです。

TEAL Project
　John Belcher 氏は、私が最初にこの仕事を一緒に

始めた人であり、彼こそが TEAL の代表者です。彼

は、天体物理の教授で、1990年代に素晴らしい講義

をしました。このスライドは John の授業への反応を

書いたものですが、彼は黒板を書くのが上手で、学生

からの評価も非常に高く、人気もありました。全体的

には、彼は伝統的な講義形式で授業を行っていました。

しかし３つの点で問題がありました。学生が学期末に

こうした授業評価をしたわけですが、このクラスには

700人いたのにレスポンスがあったのが 175人しか

いなかったのです。非常に出席率が悪いという問題が

ありました。そして落第率も高かったということがあ

ります。MIT においてクラスの落第率が 12％という

ことは、非常に高いと考えました。また、この物理学

のコースで使える実験室が無かったため、実験活動は

全くありませんでした。そのため、1999年になって

これを変えようということになったわけです。問題は、

講義というものが基本的には非常に受動的な環境であ

るということです。これは非常に重要な問題だと考え

ました。それで、我々は物理学の授業に 30年ぶりに

実験を取り入れよう、と言うことを決めたわけです。

また、John Belcher がどうにかしようと意欲を持っ

ていたことの一つは、電磁気学における計算でした。

これは非常に抽象的で、物理学者や科学者でない限り

は、高校でも恐れられる存在で、みんなが忘れてしまっ

たというものでしょう。

　そこで、我々は講義をもっとインテラクティブな教

授法、学生の関与がもとめられるものに変えようと試

みました。私たちは机の上でできる実験を導入しよう

としました。これは John Belcher が特に関心をもっ

ていたことです。また、私たちは、可視化技術（ビジュ

アライゼーション）やシミュレーションを使って、学

生に物理学に関与させ、視覚的にしっかり理解させよ

うとしたのです。

　TEAL は 2001 年の秋学期からスタートしました。

そして 2年間行った実験に基づき、2003 年にはス

ケールアップをしました。このスケールアップからは

いろいろと教訓がありましたので、実験ステージか

らのスケールアップは非常に大事なものでした。この

スライドの E＆Mというのは電磁気学（Electricity 

and Magnetism）の略であります。これは、物理学

の課程の２つ目にあたる授業なのです。

　次に、１つ目の授業にあたる力学（Mechanics）

についても準備をはじめました。というのも私たちが

学んだ大きな教訓の一つは、２つ目の授業でなく、１

つめの授業から始めるべきだというものだったからで

す。アクティブラーニングを学生にはじめさせる最も

よい時期は、大学に来た日なのです。彼らが悪い習慣

や受け身の態度に慣れてしまわないように、最初から

理解させるべきなのです。

　このスライドは何人の学生たちに教えたかというこ

とです。秋は、およそ 1000 人の学生に対して、異

なるレベルの 5つの物理学のコースがありました。

いくつかは物理学専攻のためのアドバンスドなもの

で、165 人と 72 人で、全体の 20%程度です。MIT

の学生は全員物理学をとらないといけません。それが

問題でして、学生たちは必ずしも物理を勉強したいと

は思っていない。春は、学生数が835人となりました。

　このスライドでは教員がどのようにコースにかか

わったかということを詳細に示しております。TEAL
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ではこの 530 人の学生に対して教員数８人で教えて

いました。授業はいくつかのセクションに分けており

ますので、スケジュールに基づいて一人の教員が 60

人から 100 人の学生を教えていたことになります。

このより伝統的なスタイルの物理学専攻の 165 人の

コースですと、教員の数は４名です。

　我々がコースをデザインする上でのキーは、

Research University（研究大学）では、教員の時

間というものが非常に貴重なものであるということで

す。難しいことですが、大きな負担をかけることはで

きない。我々は最初から、教員の種類についてはニュー

トラルに扱ってきました。この部分は非常に重要で

あったと思っております。下の方はスケジュールであ

ります。どんなふうに学生が取り組んでいたかを詳細

に記してあります。

学習目標（Learning Objectives）
　学習の目的についてですが、先ほども言いましたけ

れども、私たちがやろうとしていることは特別なアク

ティブラーニングの環境の創造です。もちろん、我々

は物理学に関連する一通りの学習目標をもっていま

す。学生に学んで欲しい内容はクラスごとに異なるわ

けですが、これらはアクティブラーニングに関する、

より一般的な学習目標を並べたものです。永田先生も

こうしたものについて触れられていましたね。受動的

な形態を変えること、ハンズオン実験を行うこと、そ

して絶対的に重要なことですが物理学の概念をしっか

りと理解すること－単に暗記することではないです

ね。そして、MIT の教育で非常に重要なものである

問題解決能力の育成があります。

　それからより一般的な教育の観点からの、学習の目

的というものがこのスライドのようにあります。ここ

ではコミュニケーション能力を科学に関する教育の中

でも養成しようと言うことになりました。科学者の中

には人付き合いが苦手な人も多くいます。研究は優れ

ていても、社会的なインテリジェンスはあまり高くな

いのかもしれません。これは仕事をする上で、問題に

なってきます。非常に賢い人達であるにもかかわらず

同僚とコミュニケーションをとるためのスキルを持ち

合わせていないということは、MIT の卒業生に少な

くありません。

　そこで、協調学習によってそうした経験をしてもら

おうと考えました。いろいろなことを一人でうまくで

きる、自己学習ができる学生がいます。しかし、より

広い職場に出たとき多くの人たちと協力したり、「私

が一人でそれをします、他の人は私ほどうまくできな

いから」などといわずに、仕事の一部を委任したりす

る能力も非常に重要になってきます。日本では職場の

環境と言うものがアメリカよりももっと複雑かもしれ

ませんね。私たちは産業界から、学校を出た学生に何

を望むのか、いろいろなフィードバックを得ました。

　私の個人的な思いつきですが、Teaching と

Learning と言う言葉の違いについて理解することが

重要だと思います。Teaching というのは、教材に

よって教えることです。しかしそれで学生は学習をし

ているのでしょうか。これは重要なことです。そのた

め、どの程度学生たちが学んでいるのかを測定できて、

かつ、楽しく学べる環境を作ろうとしました。これは

Teaching と Learning の両方に資することでした。

同時に、新しい教授リソースをたくさん開発しようと

思いました。

Classroom / Learning Space
　ここから、TEAL Project の詳細な説明に入ります。

これらの構成物のすべてを理解していただく必要はあ

まりありませんけれども、こうしたアクティブラーニ

ングの教室をつくるには、様々な教材を開発する必要

があり、時間がかかりました。これを行う人々のため

には、制度面でのサポートが不可欠です。そして、も

しかすると最初の小さなパーツもうまく機能しないか

もしれないという見込みで、忍耐強くやっていく必要

があります。しかしいろいろなコンポーネントがあり

ますので、注意深くこれらを計画していく必要があり

ます。

　 ま ず は 教 室 で あ る Learning Space。 次 に

Weekly Integrated Modules ですが、これはキー

となりますから後で詳しくお話します。それから

Presentation。この ConcepTests というのはア

クティブラーニングに取り組ませる手法ですので、

詳しくお話します。Visualization は物理を理解さ

せる手法ですね、後は、Desktop Experiments、

Problem Solving Opportunities ですね。Online 

Homework というのは、Mastering Physics と呼

ばれる我々の開発したオンラインプログラムですが、

非常に強力なチュートリアル教材です。

　こうした様々なコンポーネントをうまく統合し組み

合わせて有効に使っていくということが必要です。ア

クティブラーニングに対する大きな不満の一つが、た

くさんの動的な部分があるというものです。ですので、

動的な部分をどのように組み合わせていくのか、そし
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て新たにやってきた講師にそれをどんな風に伝えるの

か、これは大きなチャレンジでした。最初のうちは必

ずしもうまくいきませんでした。

Integrated Modular Approach
　Integrated Modular Approach というフレーム

ワークをとっていましたので、もし変更すべきところ

があったら、特定の要素に焦点をあて、ここを改善す

べきだと言うことができました。ですので、このフレー

ムワークは私たちが評価するための構造となり、それ

ぞれの部分が機能しているのかどうかを見て取れまし

たし、立ち戻ってうまく機能するように改良すること

も可能にしてくれました。これは継続的で、常に改善

を行っていくプロセスなのです。

　さて、このフレームワークですけれども、これは日

曜日から金曜日までの 2週間というサイクルになり

ます。はじめに準備から始まります。これはクラスの

中で行うことですが、宿題もあります。そしてクラス

でアクティブな環境の中で問題解決します。また、も

う一つ日曜日に宿題があります。そして水曜日までに

記述の課題があって、最後にクイズがあります。全て

の教材がこの構造の上に位置づいています。最初のほ

うは導入的な教材で、最後のものは、より難しい問題

解決スキルが必要なものです。このフレームワークは

オーバーラップしていきます。2週間のフレームワー

クですから2週間のリンクができているわけです。

　そして次のスライドですが、教員と学生の間の関係

についてです。まず、アクティブな環境の中で教師の

役割がどう変わっていくのか。まず動機づけですが、

これは特にアメリカの文化に特有なものかもしれませ

ん。我々は違う文化がありますし、そして自分たちの

文化の中で何をしたらいいのかを指導しなければなら

ないわけですから、それは国の事情によって少し変え

ていけばいいわけです。しかし教員としては、やはり

動機づけをしなければならない。

　もう一つの役割は、診断です。学生が知っているこ

と、知らないことが何なのかを診断しなければならな

い。これはテストをすれば分かりますし、インタラク

ションを通しても分かってきます。教員は自分の学生

がどのような問題を抱えているのか、なにが問題なの

かを把握しなければなりません。私たちは自分が 19

～ 22 歳の頃どんな風だったのか忘れていますので、

学生たちが最初に勉強する時に抱える問題を理解しな

ければならないのです。

　最終的には、教材の内容をカバーするということの

代わりに、教員はアクティブラーニングのガイドをし

なければならないのです。これは、今までとは全然違

うプロセスになります。適切なインタラクションをし

なければならない。そしてまた適正なレベルの質問を

するということですね。決して、講師から答えを言っ

てはいけません。「これはこうするんだよ」と言って

はいけないわけです。学生達に発見させるのです。そ

れがプロセスです。ですから学生にミスをさせること

も重要です。学生は、とても保守的なところがありま

すから、ミスしたがりません。

　学生の知的な能力ではなく、そのプロセスをほめて

あげるのです。もし学生がなにかをうまく為したなら、

彼らはプロセスを通してそれを行っています。例えば

仲間とうまくやってそれを為したことを、私たちはほ

めるのです。「他の学生より、あなたは優秀ですね」

といったことは言いません。プロセスをほめるのです

から、学生たちが発見のためにミスすることは大歓迎

なのです。それは発見のプロセスなのですから。自分

が何をわからなかったのかを発見していくわけです。

私たちは、このような学生像を Refl ective Learner

（内省できる学習者）と呼んで、目標にかかげています。

このスライドにある４つの問いはとても重要です。「自

分の思考過程を把握できているか」、「自分の結論をど

のように建設的にチェックできるか分かっているの

か」、「他の仲間に自分の答えを説明できるか」－これ

は難しいですが、学生たちにとても有益なステップで

すね。そして、最後に「私はこの与えられた課題をもっ

と大きな概念で考えるとそれがどこに当てはまるのか

理解できているか」ですね。物理学というのは、とて

も専門的でありつつ、一般的なのです。特定の問題か

ら大きな問題に広げていって、また特有な問題に帰っ

てくるという課題があるのです。これは、なかなか難

しいことではあります。

　教師と学習者の関係性のもう一方は学生です。ゴー

ルには二種類を設けたいと思っています。まずその科

目の内容です。エキスパートのゴールとしては一貫性

をもった概念の構を持つということです。コース全

体の中で、アクティビティーの後でそのアクティビ

ティーを大きなフレームワークと関連させることが非

常に重要です。概念の結合された状態が重要なのです。

教室の中でたくさんの知識の断片を与えられても、認

知的負荷が高すぎて、すぐに忘れてしまうでしょう。

対照的に、初学者は、権威によって決められた知識の

断片を記憶しているだけで、それは真理であり、受け

入れるしかないものなのだと考えます。
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２つめは問題解決です。エキスパートのゴールとして

は、広く応用可能な、系統的な概念に基づいた戦略を

持つということです。先ほどのスライドにもありまし

たが、自律的な学習、大学を卒業したら自律的にせね

ばなりませんから、これが大事なのです。対照的に、

初学者は、記憶している手順に式を合わせるという、

パターンマッチをするだけになります。記号は操作で

きても中身が理解できないという事態に陥りがちなの

です。ですので、この役割こそ、アクティブラーニン

グの環境の中でドラマティックに変わってくる教師の

役割であり、それに従って、我々が学生のアウトプッ

トとして、何を期待するのかも変わってくるのです。

それでは、このような環境におけるテクノロジーの役

割とは何でしょうか。一つには、テクノロジーによっ

て学生達は授業前の準備ができます。私たちは、学生

達に準備をしてきてほしいわけです。これは、なかな

か大きな課題ではあります。非常に多くのことが世界

では起こっていて、やることはたくさんありますから、

本を読んで準備してくるというのは学生達にとって非

常に大変なことだと思うのです。オンラインの質問や、

その他のテクノロジーと言うのは建設的に学生達が授

業の準備をするための助けになります。これは罰では

なく、助けなのです。

　次に、授業中です。例えば授業中に利用できるテク

ノロジーとして、クリッカーというデバイスがありま

す。クリッカーを使えば、質問に対する学生の意見を

集計することができ、その内容を把握し、対話へと導

いていくことができます。これについてはここでは少

ししか取り上げませんが、学生側からは非常に好評な

ものです。シミュレーション、実験、映像といったも

のもテクノロジーですね。社会科学の分野でも様々な

ものがあるでしょう。みなさん教室の中にも、非常に

広範囲なテクノロジーの応用があると思います。我々

が使っている技術は 2003 年のものですからちょっ

と古いかもしれません。

　授業後についても、テクノロジーは学生の学習をガ

イドします。宿題が建設的にできるような手助けにな

ります。テクノロジーはすべての学習の部分で助けと

なります。宿題が、何も頭を使わずに済まされること

ないようにします。学生達がきちっと興味をもって取

り組めるような、オーセンティックな課題を与えなけ

ればなりません。物理のおもしろさが分かって、地球

温暖化のようなものなど我々の住む世界に関するよう

なものが、学生は知りたいのです。そうしたものを開

発するのは、大変ですし、時間がかかります。

教室
　それでは教室の空間を少し見ていきたいと思いま

す。私たちは、ノースカロライナ州立大学の事例を参

考にこのような教室を用意しました。この部屋の重要

な部分ですが、多くの人が、こちらが教室の前側だと

思うでしょう。でも、教員の場所はここです。プレゼ

ンターは教室内をすべて歩き回って、学生とインタラ

クションすることができるわけです。ですから教室の

前に教師のためのスペースを作るのではなく、教室が

民主的なものになるのです。なぜなら、様々な場所に

教員が立って学生と話をすることができるのです。教

えるということを教室全体で可能にすること、これが

建築的なコンセプトでした。こういったような新しい

建造物やラーニングスペースでは、非常に楽しく教え

ることができます。

　この写真ですけれども学生が実験をしているところ

です。それでは先生はどこにいるのでしょうか。見え

ないですね。ここにいる人かもしれません。どの人が

教員かわかりませんね。でも学生は何らかの実験を皆

でやっています。教師はどこのテーブルに座ることが

できるのです。

　私たちは黒板を使っています。この写真に写ってい

るのは私なんですけれども、私もボードを使うのが好

きです。パワーポイントだと少し早く話しすぎてしま

すので、あまり好きではないのです。今日も、私の話

が早すぎなければよいのですが。こういったところに

プロジェクターがありますね。例えばこのボードで書

いたものは、スクリーンに投影されます。スクリーン

を非常にインタラクティブな形で使うことができるの

です。

　我々のプレゼンテーションは２時間続きます。学

生にとっては非常に長いのですが、でも寝かせませ

ん。集中力というのはだいたい 15分くらいしか続か

ないと言われておりますけれども、様々なアクティビ

ティーで寝かせないようにします。もちろん来る前に

宿題をやってもらう。様々なインタラクションが教室

で起こるようにする。教室に来てもらって、教えてい

る人をみてもらうと分かりますが、彼らは道具なしで、

15分ずっと話しているということはないのです。で

すから、教員のトレーニングと言うが非常に重要にな

ると思います。一番いいのはすべてのクラスの中で何

らかのアクティビティーから始めるということです。

インタラクションの精神をやしなうのです。多くの教

員が講義をしようとしますが、それは彼らがそれまで
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してきたことだからなのです。これは、なかなかやり

にくいことなのです。

コンセプトテスト
　我々がやっているインタラクションのひとつにコン

セプトテストと呼ばれているものがあります。このコ

ンセプトテストなのですが、非常にうまくいきました

のでちょっとご説明したいと思います。これは、ハー

バード大学の Eric Mazur の Peer Instruction をモ

デルにしたものです。その時々に必要となるものに関

する様々な種類の質問でなりたっています。だいたい

概念に関する質問になります。分析的なテクニックは

必要ではありません。分析的問題解決課題は、他に用

意してあります。これは、概念の構造を強調するもの、

統合された概念のフレームワークを作るための機会な

のです。

　このやり方は重要です。はじめに個別に回答しても

らう。その目的は、私は理解しているのか、いないの

かということです。多くの学生が理解している気に

なっていますが、しかし実際には理解していないこと

がよくあるのです。ですから自分でそれをわかっても

らうことが重要です。

　次に、学生からの答えを私が見る。そうすると、私

は、それに従って、この授業で何をカバーするべきか、

判断できるわけです。教員はこのトピックでどのくら

い時間を割かなければならないかということがわかる

わけです。そして学生の方ですけれども、私が、学生

たちはディスカッションする必要があると判断したと

きは、例えば 3人組や、同じテーブルの９人でディ

スカッションしてもらいます。これは非常に盛り上が

る時間ですね。みんなが物理学についてずっとディス

カッションしているときは、声のボリュームが上がっ

ていきます。そして声のレベルがちょっと下がってく

ると科学の話ではなくて、世間話になってしまいます

けれど、そこで止めるわけです。そして２回目の回答

を得るわけです。

　たいてい、１回目の回答では 40～ 50％くらい正

しいのですが、それが 20%、30%、40％と、どんど

ん上がっていきます。多くの学生は、全然分かってい

ないわけでなく、ほんの一部が分かっていないからな

のですね。そこで、仲間同士で教え合うというのが非

常に素晴らしいところなんです。

　例えばこのスライドのような問題ですね。ここで、

「みんなクリッカーを取って」というわけです、そし

て「この答えは何かな」という風にこのクリッカーを

押してもらうわけです。例えば皆さんの中に物理学者

がいらっしゃればこれは非常に概念的な質問であると

いうことが分かると思うんですけれども、これには全

然計算がいらないです。例えば点 P の磁界のことで

ディスカッションをします。

　最後には、「しめ」が大事になってきます。「しめ」

としては、学生同士がこの概念の意味は何かについて

ディスカッションをし、そして答えを得るというやり

方もできます。または、私が彼らに私からの説明を聞

きたいかどうか尋ねるというやり方もあります。一番

いいのは、学生に対して、自分の考えが変わるような

説明を聞けた人がいたら、クラス全体にそれを聞かせ

てくれませんかと質問を投げかけてみることです。こ

れは、コミュニケーションのスキル、社会的なスキル

をのばすいい機会ですね。彼らは、恥ずかしがらずに

話すことできます。なぜなら、それは他の人の答えだ

からです。このようなテクニックを使って学生にお互

いにやりとりをさせるということが非常に重要になり

ます。

実験
このスライドのような実験を我々は行っています。こ

の先生はこの実験を考えた人ですが、ここで学生と議

論をしています。600名とか 100名の学生ではなく

て、これは 3名の学生を相手にしています。これは、

非常におもしろくて、大きなメリットがあることだと

思います。伝統的な物理学の実験のデモも用意してあ

り、授業中に見せます。これは次回におけるワイヤー

の力に関するデモですね。

可視化 / Visualization
　可視化 /Visualization の典型的な例です。これは

マグネットが輪の中を行ったり来たりしていますが、

発生する磁界がこのようになっています。これは実際

の磁界です。もう一度ご覧ください。このあたりの複

雑なパターンがお分かりいただけますでしょうか。こ

れは大変重要なファラデーの法則です。目で見るこ

とができないものを、このように視覚的にあらわすこ

とができます。これがテクノロジーにできる最もすば

らしいところではないかと私は思います。私たちの目

に代わってこのようなことができるわけです。別のシ

ミュレーションもお見せしたいと思います。これは、

テクニカルな話はここではあまり重要ではありません

けれども、RLC 回路です。これは模擬実験で、この

後に、実際に学生が物理実験を行うわけです。
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問題解決
　さて問題解決がMIT の教育において目指すべきも

ののひとつです。私達は一万の問題を解決させると

謳っておりますが、社会ではMIT の卒業生を採用す

れば問題解決ができると思って採用が進むわけです。

問題解決ができる人達を養成するために、最初からそ

れを教え込みます。ステップバイステップで教えると

いうよりは、統合的なものと、分析的なものの両方を

統合したいと思っています。

　実は問題解決のキーは、楽器を学習することと似て

います。それは練習です。とにかく練習をしないこと

には習得することができません。ここでもそうです。

学生にはこの練習をするための機会を数多く与えま

す。私達の部門でも、オンラインや授業中の質疑応答、

グループでの取り組み、週の課題などを通じてこの問

題解決の練習をさせております。機会はたくさんある

のですが、これらに意味を持たせるというところはと

ても難しいのです。

　問題解決の詳しい話につきましては少し飛ばしてい

きます。Polya という方法を使っていますがここで

はさほど重要ではないので、時間もありませんから少

し飛ばして、先に進みたいと思います。

Mastering Physics
　こちらをお見せしたいと思います。オンラインの

チューターです。Mastering Physics という名称が

つけられております。これはプログラムなんですけれ

ども、ソクラテス流の教授法を行うものです。つまり、

学生に質問を出してその質問に対して学生が答えを出

すというものです。とても時間をかけて作り込んだ「ヒ

ント」をたくさん出すことができます。これを、例え

ば学生が一人で深夜勉強していて、周りに先生や TA

がいないという場合に使ってもらうことができるので

す。これは問題解決にとって、とても重要なものとなっ

ています。

TEAL はうまくいっているのか？
　さて、これらはうまく機能しているのでしょうか。

アクティブラーニングは本当に成功しているか、とい

う話ですけれども、それを見出すためにはやはり調査

が必要です。単に逸話的な証拠からだけでは判断する

ことはできません。私たちは、概念的な理解をテスト

したり、問題解決の力をテストしたり、態度の調査を

したりをしています。細かいデータなどをかなり用意

しておりますけれども、さっと話していきますので、

何かご質問がありましたら後ほどお願いします。これ

は授業の最初と最後でどういう違いがあったかを示す

ものです。これが 0.46 の改善率があったことを示し

ております。従来の講義型の授業ですと 0.2 から 0.3

にとどまっています。これが最初の成果です。持続し

てよい結果がでています。後ほど、もしよろしければ

ご質問ください。

　それから落第率ですが、アクティブラーニングの前

はかなり高かったのが、アクティブラーニング導入後

かなり落ちました。大変成功したといえます。それ

から力学の授業での学生の評価を見ていただいてお

りますが、これは最大値７での 4.63 ですから比較的

低めの数字です。MIT では 5.2 や 5.3 くらいの数値

がつくと良好ですので、学生の満足度はあまり高く

ないと言えます。ただ長期的なメリットもあります。

Increases Seen Long Termというグラフをご覧く

ださい。これは統制群のグループと実験群のグループ

に対して授業の２年後に、何を覚えているかどうか調

査したものです。統制群のグループでも覚えていると

いう成果は出ていましたけれども、実験群のグループ

のほうが、成果が高かったことを示しております。ア

クティブラーニングと長期的な記憶についてはもっと

研究がされるべきでしょう。

Student Reactions
　学生の反応を見てみたいと思います。最初はスムー

ズな導入ができませんでした。学生から嫌われまし

た。昔のやり方の方がよかったという記事が書かれた

くらいです。学生はナイーブなのです。規模を増やす

（Scale Up）際の段階の準備は本当に大事ですね。最

初の試行の結果はよく、みなが気に入ってくれたの

ですが、規模を増やしたとき、大きな問題が生じたの

です。もっとも多かった不満は、教員がこの環境の中

でどう教えるのかについて理解していなかったという

ものです。それなら、従来の教え方で構わないと学生

は考えたのです。Aか Bの成績がとれるかどうかが、

彼らの望んでいることです。何か学習できているのか

どうかは大事ではないのです。とにかく単位が取れて、

次に進めるかどうかが目的なのです。また、彼らを出

席させようとしたこと、これも学生に受けが悪かった

のです。これはMIT の哲学に反していると彼らは考

えたようです。教員はそんなことは思ってもいません

が。

　とにかく私たちはこれに対応しました。つまり学習
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目標を明確にし、教員のトレーニングを増やしました。

それから学生の文化についても検討しました。これは

重要なことです。私たちは学生の文化について考えな

ければならないということです。我々は、徐々に教材

の改善もしていきました。もし、組織がアクティブラー

ニングを実施したいという場合には、継続性が重要で

す。組織は、何らかのそういう意味でのサポートをす

る必要があると言うことになります。

　出席が必要である点は変えませんでした。異種混在

のグループも続けました。つまり頭のいい子や悪い子

を分けずにごちゃまぜにしました。

持続可能性
　次に持続可能性です。結局は教育内容と学習目標が

一致しなければいけませんし、データの裏付けが必要

です。教員のトレーニングも健全・堅牢なものにしな

ければなりませんし、その努力をサポートするような

しっかりした制度がなければいけません。成功するた

めには、その施設、文化、組織、学生に根差した、教

育方法が必要です。そうしたものがそろわなければ、

変革はとても難しいことになります。文化の側面は重

要です。

　結局のところ、改善が進みまして、今は良い状況に

なっているといえます。これは学生から、ある先生に

書かれた手紙なのですが－書いたのは多分女学生だと

思います。彼女は、この先生の授業が好きだったと言っ

ています。それから、帰郷した際、物理学の授業が飛

び抜けてすばらしかったと皆に話したそうです。教室

－プロジェクター、テーブル、椅子もすばらしく、と

にかくMIT はすごくクールだったと。これはすごく

重要だと思うのですが、このことは、先生と学生の間

に信頼関係が構築できているということを示している

と思います。彼女は最後に、TEAL の様々な要素が素

晴らしいもので、自分の学習に役だったと、感謝を述

べてくれています。私は、これがアクティブラーニン

グの環境に対する信頼に足るコメントだと思います。

とても大事なフィードバックの一つかと思います。以

上です。ご静聴ありがとうございました。

質疑応答
司会者：それでは質問を受けたいと思います。

質問者：一般参加のものです。今日は貴重なお話あり

がとうございました。ドクターのお話の中で一番感じ

たことはテクノロジーと言うツールを通していかに学

生がディープでクリエイティブでミステリアスなテー

マをディスカバーできるのか、そこに尽きると思いま

す。そのためにMIT では何を一番大事なキーコンセ

プトにしているのかお聞きしたいと思います。それは

いくらかあるかもしれません。例えばディスカッショ

ン、あるいはコミュニケーションを通して、自分の結

果に対してセルフチェックしていくようなインディペ

ンデントで、インディビジュアルなスタディーを心

がけているのか。要するにツールを通してどれだけ

ディープでクリエイティブでミステリアスなテーマを

学生が自ら発見していくためにMIT の場合、何をキー

ポイントになさっているのか伺いたいと思います。

Peter Dourmashkin：コメントありがとうございま

す。大変、難しいご質問であるかと思いますが、この

ように答えたいと思います。クリエイティブに考えら

れる人を養成するということは、自己を振り返る力が

あって、単に指示に従って、言われたとおりに飲み込

むということをしない人を育てなければならないとい

うことだと思います。そのような独りで考えられる人

を養成するということは、先ほどの楽器の話と同じで

時間と練習が必要です。そこで重要なことは、建設的

な批判ができるということだと思います。

　一対一のインタラクションや、グループのインタラ

クションを通じて、生徒は自分が本当に理解している

かどうかということが分かるのです。ですから、それ

は破壊的なプロセスではなくて建設的なプロセスなの

です。周りを見渡して自分の仲間の様子も知ることが

できるからです。ですからミスをしても怖くないとい

う姿勢になれます。それから、なぜそうなるのか、自

分が理解できていないのは何なのか、どのレベルで自

分は分かっていないのかという種類の振り返りをでき

るようになれるということですね。授業のインタラク

ションや、見えないものを見られるテクノロジーの利

用の中で、そうした振り返りは、徐々に身についてく

ることなんです。ステップバイステップで本当に段階

的にできるようになることなのです。セメスターの最

後に、他の人の論点に批判的な意見を言えるように

なってくることで、創造的に考えたり、複数のアイディ

アを組み合わせていく戦略やアプローチを生み出せた

りするようになるのだと思います。これが創造的な思

考ができるようになるための、第１のステップではな

いかと思います。そうすればもっと上のレベルのこと

が次にできるようになってくると思います。
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司会者：それでは次の質問に行きたいと思います。

質問者：どうもありがとうございます。北海道大学の

ものです。大変充実した教育活動をされているという

風に認識しました。コストについてお聞きしたいので

すが、まず設備に対するコストと教員がこの教育をす

るために従来のレクチャー以上に割かなければならな

いコストが非常に大きかったと思いますけれども、そ

れに対して、教員あるいは大学組織はどのように理

解したのか、そしてそれによって達成したコストパ

フォーマンスに関してはどのように評価されているの

かということをお聞きしたいと思います。

Peter Dourmashkin：まず最後の質問から答えたい

と思います。学習の成果が学生において上がったとい

うのが第一に成果だと思います。それから出席率と落

第率という大きな問題にも対応できましたので、みん

なが積極的に学習に携わるようにできたと考えていま

す。これがベネフィットの部分になります。

では、コストの方というと、主に時間とお金かと思い

ます。どちらが重要かということは言えませんが、ま

ずはお金の話から始めたいと思います。

　大変高価な教室を建てる、ということもできますが、

それほどすごいテクノロジーを用いずとも、学生をア

クティブにする方法はたくさんあると思います。教え

るというということに関する考え方の違いなのです。

クリッカーだとかこの赤外線センサーだとか、そのよ

うな通信装置を使わずとも、カードを使ってもいいで

しょう。紙のカードを生徒たちに持たせて、それをあ

げて答えさせることだっていいんです。そしてこのよ

うな講堂であっても、学生をグループで座らせれば

よいのですから、わざわざ大きな空間を作る必要もな

い。多くの人が、こういうテクノロジーを見て、新し

い教室を見てこんなことはうちの大学では、アクティ

ブラーニングはできないとお思いになるかもしれませ

ん。でも必ずしもそうじゃなくてもいいんですよ。こ

れを部分的に採用していくということだといいと思う

んです。コストはそのような形で抑えられると思いま

す。

　それから時間ですが、システムは時間がかからない

ようにしようという考えをもとに設計しています。準

備にかかる時間は減らせるのです。そして授業にもっ

と集中できるような仕組みになっております。先生の

準備は、どうやれば学生をもっと巻き込んで学習効果

を上げていくかということに注力されています。そう

いった成果が上がったのもメリットだと思います。

もしどこかのグループが、あるいは誰かが教材を作ら

なければならないとしたら、それには、大変時間がか

かります。それを避ける方法はありません。でも個

人でやるのではなくてチームでやればいいんですよ。

チームはローテーションをするんです。そうすれば常

に新しい考え方を教材の開発に反映させていくことが

できます。そこは制度の部分です。

　コストベネフィットについては、学生の利益は大き

いものになっていますが、時間やお金の点でははっき

りとは言えません。ただまだ段階的には始まったばか

りですから皆さんからも学んで自分たちのやっている

ことを改善していきたいと思います。まだまだ成長の

余地はかなりあるいと思います。

質問者：先生来ていただいてありがとうございます。

一般参加のものです。私は実は以前あるカレッジで

IR（Institutional Research） をしておりました。そ

の経験から申しますけれども、MIT はやはり ICT を

活用したアクティブラーニングの cutting edge だと

思います。アメリカと日本の教育の社会的基盤がかな

り異なりまして、例えばアメリカですと小学校 1年

生からタイピングをして K12を卒業した段階で、学

生が ICT を使ったアクティブラーニングの準備がか

なり出来ている。日本の場合ですと大学に入って初め

て PCに触る、ファカルティーの先生方も Email を

なかなか思うようにお使いになれない、そういう違い

の中であります。日本の学生が ICT を活用したアク

ティブラーニングの段階に達するまでにかなり時間が

かかるわけです。そうした時間ですとかエネルギーを

使うにも関わらず、やはりその段階に移ることをお薦

めされる理由について、何かお言葉をいただきたいと

思います。

Peter Dourmashkin：ご質問ありがとうございます。

先ほどの永田先生がスライドでご説明されたように、

真中のところに東大がありましたよね。ここでなされ

ているアクティブラーニングは、MIT と函館の間に

あったかと思います。つまり、テクノロジーありきと

いうわけではありません。テクノロジーによって強化

されるということなのだと思います。アクティブラー

ニングで最も重要なことは学生がインタラクションす

ることです。日本の学生が大学入学の初日からグルー

プで作業できるかどうか、というのは私には分かりま

せんが、アメリカでは、簡単ではありません。19年
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にわたってやってきて分かるのは、非常に文化が違う

ということです。グループで作業する、グループの目

標を持つ、グループのすべての人が難しいトピックを

理解できることを目指す、理解できていない人がなく

なるまではプロジェクトは成功したとは考えない。こ

うした信念をアメリカの学生にもたすのは大変です。

しかしここ日本では、アメリカよりもがうまくいくか

もしれません。グループで学んでいくということの重

要性、これは日本人の方が理解していると思います。

　一対一のインタラクションにおいて、建設的に批判

ができるように教えることは、いつも難しいものがあ

ります。アメリカも日本も同様かと思います。しかし、

テクノロジーの利用によってそれに気づかせることが

できる場合もあります。私は分かっていなかった、間

違っていたということを、破壊的にではなく、建設的

なやり方で。私の考えでは、一日目から、確かな形で

このアクティブラーニングの目的をまず学生にちゃん

と説明することです。明確にこれがゴールで、これを

達成してほしいのだということをまず説明します。そ

うすれば学生も理解して、従来型の形式から今のやり

方に変えることの意義も分かってくれるでしょう。

　大きな格差がアメリカには存在しております。非常

に優秀な学生もいますし、そうではない学生もいます。

バックグラウンドが弱い、あるいはテクノロジーを知

らない学生もいます。しかし重要なのは学びに対する

態度です。テクノロジーを知らなくても、19歳です

からね、非常に早く学びとることが可能です。ただし、

それをガイドしていくということは必要です。そして

そのガイドというところで必要なのは、明確な学習目

標なのです。アメリカよりも日本の方が、中心的な要

素であるグループのインタラクションはうまく機能す

るとおもいますので、より高い効果をあげることがで

きるのでないでしょうか。

司会者：時間になりましたのでこれで終わりたいと思

います。どうもありがとうございました。

GP.indb   21 2009/10/21   13:21:30



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1722

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

1

2

3

4

5

6

7

8

GP.indb   22 2009/10/21   13:21:30



東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.17 23

9

10

11

12

13

14

15

16

GP.indb   23 2009/10/21   13:21:30



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1724

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

17

18

19

20

21

22

23

24

GP.indb   24 2009/10/21   13:21:31



東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.17 25

25

26

27

28

29

30

31

32

GP.indb   25 2009/10/21   13:21:31



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1726

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

33

34

35

36

37

38

39

40

GP.indb   26 2009/10/21   13:21:31



東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.17 27

41

42

43

44

45

46

47

48

GP.indb   27 2009/10/21   13:21:31



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1728

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

49

50

51

52

53

54

55

56

GP.indb   28 2009/10/21   13:21:32



東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.17 29

57

58

59

60

61

62

63

64

GP.indb   29 2009/10/21   13:21:32



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1730

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

65

66

67

68

69

70

71

GP.indb   30 2009/10/21   13:21:32



東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.17 31

GP.indb   31 2009/10/21   13:21:33



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1732

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

Designing, Implementing, and Evaluating Innovative 

Learning Spaces: Experiences in Wallenberg Hall, 

Stanford University

はじめに
　東京大学の皆様、今日はこの素晴しい機会を与えて

いただき、ありがとうございます。このシンポジウム

に参加できることを非常に嬉しく思っています。

　まずは、有名なコンピューターサイエンティスト

のアランケイのこの言葉から始めたいと思います。

"The best way to predict the future is to invent 

it"（未来を予測する最良の方法は、その未来を創り

だすことだ）。皆さん、よくご存じの方も多いと思い

ますが、非常に元気を与えてくれる言葉ですね。先

ほどの Peter 先生の講演への質問にも関連しますが、

私たちはそれぞれの責務を持っており、みなさんはそ

れぞれ課題を抱えているのだと思いますが、その答え

を私が与えられる訳ではありません。皆さん自身がそ

の答えを出せるのだと考えています。そしてこの言葉

は最良のシナリオの一つです。これに基づき、私は教

授学習について考えていくことができます。

　こちらは逆の極端な例かもしれませんが、西欧で非

常に有名な政治思想家でありますマキャベリの君主論

の一文をお読みください。

　"There is nothing more difficult to take in 
hand, more perilous to conduct, or more 
uncertain in its success, than to take the lead 
in the introduction of a new order of things. 
For the reformer has enemies in all those who 
profit by the old order, and only lukewarm 
defenders in all those who would profi t by the 
new order…"
　（新たな秩序の導入を進めることほど、とりかかる
に難しく、行うに危険で、成し遂げ難いことはない。
なぜなら、改革者にとって、古い秩序の中で利益を得
ていた全ての人間は敵となるし、擁護してくれるのは
新しい秩序で利益が得られそうであろうという人たち
であり、あまり熱心ではないからだ）。

 DDDDDDDDDDaaaaaaaaaaannnnnnnnnn GGGGGGGGGGGiiiiiiiiiiillllllllllbbbbbbbbbbeeeeeeeeeeerrrrrrrrrrrttttttttttt

 AAAcccaaaadddeeemmmiiiccc TTTTeecchhhnnoolllooggyy SSppppeeciiaalliisssttt
  TTTThhhheee SSSStttaaaannnnffffoooorrrrdddd CCCCeeeennnntttteeeerrrr 
   ffoorr IInnnnoovvaattiioonnss iinn LLeeeaaaaaaaarrrrrrrrrrrrnnnnnniinnggg,,
 Staanfoorrdd UUnniivveerrssiittyy
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重要なのは、何か改革をしようとすると、すべての人

が敵となるということです。そして当てにならない支

援者しか、あなたの側にしかいません。あなたに大変

強く反対をする人が多くいるということです。これは、

先ほどの話と反対ですね。スタンフォード大学、おそ

らく東京大学、そして、その他の多くの大学でもこの

ような事例はよくあるという人はいるのではないで

しょうか。

本日の話題
　このスライドにあるのは、今日、私が話す内容です。

重要な部分に関しては、ちょっと太字で書いてありま

す。私たちの経験からお話しできる一番のポイントは

「柔軟性」です。物理的なスペースの点でも、カリキュ

ラムの点でも、組織の点でも、柔軟性が大事になりま

す。これによって、管理上の利得や効率性、そして学

習上の効果をあげられます。

　二つ目のポイントは、Peter 先生が言ったことと関

係しますが、スタンフォード大学のウォーレンバーグ

ホールでは、「verbs（動詞）」を強調したのです。ア

クティブラーニングについて語るとき、我々は「名詞」

や「テクノロジー」ではなく、「動詞」すなわち具体

的な活動について話すようにしました。MIT のある

シリコンバレーでは、そしてここ東京でもそうだと思

うのですが、たくさんの IT 関連の会社があり、多く

の「名詞」をみなさんに押しつけてきます。例えば、

特徴のあるボタンのついた機器の類ですね。「これは

ビデオカメラです。これはデジタルカメラです、あれ

は、、、」とすすめてきますが、それを実際に私たちが

どう使うのかということには焦点があてられません。

私たちの経験から言って、「動詞」を強く意識するこ

とによって、学生やファカルティの両方に対して、な

ぜあなたが学習に対する革新的なアプローチを試みよ

うとしているのかについての理由を、合理的で明確な

ものにすることができるのです。残りの点は読んでも

らえればと思います。

設備の寿命
　さて、ではある種のアクティブラーニングから始め

ましょうか。皆様に参加していただきたいと思います。

このスライドに書かれている程度の英語ならば大丈夫

だと願いたいのですが。みなさん、どれが答えだと思

いますか（スライドの質問：In general, how long 

is a ‘generation’ in information technology?

（一般的に、情報技術の“寿命”はどの程度でしょう

か？））。クリッカーはないので、答えを叫んでもらえ

ますか。寿命はどのくらいでしょうか。どうぞ声に出

して、言ってください。

会場：３年です。

Dan Gilbert：

　３年ですか？５年以上という方はいらっしゃいませ

んか？では答えは「B：３年」ですね。

　次の質問ですが、カリキュラムの寿命というのは、

どのくらいでしょうか。これは、科目によって違うか

もしれませんが、どうぞ声に出して答えてください。

B.15 年という方がいましたね。５年ですか？そうか

も知れません。どうぞ、手を挙げなくていいですから、

アクティブラーニングですよ。ここでの「動詞」は「叫

ぶ」です。D.25 年以上という方はいらっしゃいます

か？１人いましたね。物理学はそうなのですね。

　さて、次にそのための校舎なのですが、どのくらい

の耐用年数があるのか？例えば、この建物です。この

建物がいつ建てられたのか、知りませんけど、何年前

に建ったのですか？５年前ですか？２年前？例えば、

2020年、2050 年には、まだあるのでしょうか？ど

のくらいの頻度で、このような建物を壊して新しい

ものをつくりますか？およそ 25年ごとですか？それ

とも 50年、75年でしょうか。アメリカの大学だと、

75年か 75年以上になります。スタンフォード大学

のキャンパスの建物も、新しいものもありますけれど、

それらがもっと長く使えるようにと思っています。建

物のために、基金や民間部門からお金を調達しなくて

はいけません。スタンフォード大学は多額の寄付金を

受けているので、ラッキーだと思います。お金を出し

てくれるような組織が沢山ありますから。しかし、ア

メリカの他の大学はそれほど恵まれてはいません。

　さて、つまり、控えめに見積もったとしてもですね、

一つのラーニングスペースでは、10世代のテクノロ

ジーをサポートする必要があります。カリキュラムも、

少なくても３つの世代を支えなくてはいけないとい

うことです。さきほどのお答えですと 15のテクノロ

ジーの世代、そして、カリキュラムは３～５世代をサ

ポートすることになります。どなたか２世代前のカリ

キュラム、あるいは、３～４世代前のテクノロジーに

ついて述べることのできる人がいますか？学生が、ポ

ケットにモバイルテクノロジーを持っていない時代の

シナリオを思い描けますか？おそらくアメリカでは、

２世代くらい前ということになるでしょうか。こうし
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たことを考えずには、やっていけないのです。

そうしたわけで、柔軟性の重要性についてみなさんと

共有したいと思います。スタンフォード大学内にある

ウォーレンバーグホールでの方法に関しましては、後

でお話したいと思いますが、我々が使うメタファーは、

アフォードされるような、ソケットのベストの位置を

考えるというものです。ソケットというのは、プラグ

を差し込むところですが、私たちは、人や、プロセス、

カリキュラム、活動を差し込む場所を考えねばなりま

せん。電源が必要だということは分かっているのです

が、それをどこにすればよいのかは知りません。それ

を予測するではないのです。未来を作り出していくと

いうことに責任をもっているのです。

　こちらのスライドにあるのは、私たちのスペースの

ひとつです。非常にフレキシブルで様々な活動ができ

ます。例えば土木環境工学の授業では、チームワーク

をしていますね。図面に取り組んでいます。これはス

タジオアートクラスの学生達です。輪になって座って、

アーティストであることの本質とは何かというような

話をしています。そして、こちらは、もっと伝統的な

講義型のクラスですけれども、社会学の授業です。こ

のような配置だと、ペアで話した後にすぐ前に注目さ

せることができます。

スタンフォード大学
　結構な人数の方がスタンフォードに行かれたり、見

学されたりしたことがあるのではないでしょうか。ス

タンフォード大学の現在の状況を簡単に示します。

6,800 名の学部学生、8,200 名の大学院生、18,00

名の教員（17 名のノーベル賞受賞者含む）がいま

す。著名な出身者としては、Tiger Woods （ゴル

フ）、 Sergey Brin & Larry Page　(Google創業者)、

Sigourney Weaver　(女優)などがあげられますね。

　こちらは私の経歴です。２つだけ取り上げてお話し

すると、ラーニングスペースの設計に関するコースを

教えています。例えば、ミュージアム、ライブラリー、

クラス、インフォーマルなスペース、というようなも

のと、それらの作る学習空間の生態系について話して

います。他にも様々な経歴があります。ずっと前のこ

とですが、東京のNOVAで英語教師もしていました。

ウォーレンバーグホール / Wallenberg Hall
　それでは、ウォーレンバーグホールとはどういうも

のなのかについて説明します。それは、キャンパスの

様々な学部の教員達が、いろいろと新しいことを試

してみようという実験的なスペースです。伝統的なス

ペースではできなかったことをやろうという場所で

す。私の仕事はそれが起こるようにすることです。大

学の全てのリソースを使って、このような革新的な教

育をやろうというのが私の仕事です。

　スライドには大きなスクリーンが複数ありますね。

学生たちや教員が、様々な視点を比較するのに使えま

す。ビデオカメラやマイクもあります。ビデオカンファ

レンスの機器もたくさんそろっています。キャンパス

やクラスの中で学ぶ理論的なアプローチに加え、実践

や現実社会の中で行われていることをつなげることが

できます。クラスとフィールドの出来事を強く結びつ

けるけることを私たちは推し進めています。現在では、

こうしたことをするための技術的な障壁はとても低く

なっています。

　iSpaceという実験的なソフトウェアも備えており、

このスライドはそれを使っているところです。ノート

パソコンがあれば、線をつないだり、プロジェクショ

ンしたりしなくても、クリック一つで、WEBサイト

やプレゼンテーションなど何でも共有することができ

ます。何かのアイディアが生まれると、個人からグルー

プへとすぐに移動できるようになっています。

　こちらのスライドでは、学生達が作業していますが、

私たちはこのようにホワイトボードをたくさん用意し

ています。ちょうど、この壇上にもホワイトボードが

あるので、私はとてもうれしいのですね。このスライ

ドのホワイトボードは非常に軽量で、持ち運び可能な

ものなのです。例えば、グループに分かれて、ここで、

自分は何をしているのかということをプレゼンするこ

とができます。アクティブラーニングをするときのひ

とつの哲学は、伝える（tell）ではなく示す（show）

ことなのです。「伝える」ような内容は全て書いてく

れればオンラインで読めるのです。しかし、考え方の

プロセスというものは、「示さ」ないと分かりません。

学生とエキスパートのプロセスの違いもわからないで

すね。私たちは、伝える（tell）ではなく示す（show）

ということに取り組んでいます。

　休憩スペース（open breakout spaces）もたく

さんあります。さきほどの私の昼食も、この会場の建

物のそんなエリアでいただいたのですが、そこは、あ

まり学生は使ってないようでしたね。私たちは、こう

いったスペースをつくって、学生が使えるように熱心

に取り組んでいます。特別なテクノロジーなどはあり

ません。何か作業をするためのスペースなのですが、

これが重要なのです。通常、学生はオフィスや会議室
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を使えないのですから。我々のキャンパスにはドミト

リー（寮）というのはありますが、そこは生活する場

所ですし、カフェやバーもありますがそれは楽しんだ

り、飲んだりする場所ですね。

　このスライドにあるのは、前のスライドにもあり

ましたが、特別な部屋です。12フィート（約 3.6m）

の３つのスクリーンがあります。ここは最も柔軟性の

高いスペースで、スクリーンでかなり精緻な比較をす

ることができます。

　そしてこのスライドは、誰が使っているかについて

ですね。永田先生が先ほど各大学のアクティブラーニ

ングの位置付けを示してくださいましたけれども、ス

タンフォード大学のウォーレンバーグホールは、非常

に多様な可能性があり、それが我々の強みであると考

えています。たくさんの学部が個別に利用しているだ

けではなく、様々な学部間コラボレーションや交流が

行われています。どうやってそれが起こったかという

と、ランチのサービスなのですね。最初は、各種のテ

クノロジーやメーリングリストを使って話しをすると

いうことをしていましたが、みんな使ってくれないし、

時間やお金がかかってしまいます。それよりも１年に

１度か２度、100 ドルぐらいかけて、ランチを提供

すれば、私たちの大学ですとみな来てくれるのです。

ですから、電子メールの件名に「ウォーレンバーグホー

ルに関するディスカッションを開催します。ランチ出

ます」と書いておけば、みんな来るわけです。少しの

お金で、非常に多くのフィードバックを得ることがで

きます。

What are people doing in Wallenberg Hall?
　先ほど、「動詞」について述べましたが、ここから

はウォーレンバーグホールでのそれについてお話しま

しょう。人々が何をしているのかという問題です。こ

こで、私がみなさんと共有したいのはツールではなく、

アクティビティです。スライドを見ていきたいと思い

ます。

　これは「collaborating」ですね。3人のチームに

分かれて、ライティング課題をしています。個別の

ノート PCで作業したものを、このコラボレーション

ステーションに簡単に移動させることができます。ソ

フトウェアがライティングのプロセスを円滑にしてい

ます。

　「comparing」です。これはドイツ語の授業ですね。

教授が生徒に対して、例えば、ある言葉はテキストで

はどう見えるのかということと、それがどう聞こえ、

どう見えるのか、ということを比較させています。だ

からビデオを見せているのですね。彼女は概念の表象

を比較しているのですね。このような比較はたくさん

の先生が行っています。

　「Guiding」ですが、これは生物のクラスです。学

生から質問が出て、教授が大きなスクリーンを指しな

がら、説明しているところです。ここで強調したいの

は、小グループでの作業を、このような大きなディス

プレイを使って行うことです。私たちが今いるこの場

所や、私たちのキャンパスの小講堂もそうですが、コ

ストメリットということを考えると、例えば、スク

リーンが大きければ大きいほど、聴衆も大きくなると

いう、そういったモデルがあります。アメリカのジョー

クに「stack’em deep, teach’em cheap（なる

べく学生を詰め込んで、安く教えろ）」というのがあ

りますが。ただ、このようなディスプレイの値段は数

年のうちに下がりますね。数百ドルになるのではない

でしょうか。

　こんなふうにディスプレイがあれば、少人数でのイ

ンタラクションをどう考えていくことができるので

しょうか。この教授と学生が今、スクリーンの前に立っ

て、そして指さしながら、話し合っていますよね。質

問の時に、手を挙げて、「この５ページのモデルなの

ですけど、、、、」というのとは大きく異なる経験でしょ

う。彼らは、同じモノ、共通のモノに注目することが

できるので、先生と学生が別のモノを見て、食い違っ

ていたということにはなりません。

　「Presenting」です。様々な種類のプレゼンテー

ションが行われています。

こちらは「Arguing」です。これは、ビジネススクー

ルの「交渉」の授業です。ここに教員がいます。どの

人が教員なのだか、よくわかりませんね。この人が、

あるケースをつくりあげて、様々な学生のチームが戦

うのです。交渉のクラスですから、妥協してはいけな

いわけです。現実社会での交渉のプロセスをこういっ

た形で学ばせています。

　「Experimenting」ですね。実験して、プレゼン

をしたりします。一言加えておくと、ここでも飲んだ

り食べたりするのもOKです。このホールでは飲ん

だり食べたりしては、いいのですか？飲食は、許され

ていないでしょうか？じゃあ、ドリンク持っている人

は、ここから出なければいけないですね。私も持って

いますね。まあいいでしょう。どなたか、図書館に行っ

たときに、ドリンクを持っていたから出て行けと言わ

れたことはありますか？いませんか？教室では普通そ
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うでしょうし、奨励されませんね。これに対して、私

たちの場合は、食事の持ち込みを許可しています。こ

こはアクティブラーニングを行う場所なのです。たい

てい食事の時が一番社会的になるものですね。昼食や

夕食を親しい友達ととることができるようにしている

のです。ただし、コンピュータにはこぼさないでくだ

さい、ということだけです。家と同じようにしてくれ

ればよいのです。家ではコンピュータのそばに食べ物

や飲み物を置きますが、うまいことやれていますよね。

私たちはそんな風にできるのです。つまり私たちはみ

なが「enjoying」であってほしいと思っています。

　こちらは「Leading」ですね。Leading は講義と

は本質的に異なっています。

　「Building」ですが、これは機械工学のクラスです

けれども、ダヴィンチが設計したもので、実際には実

現しなかったものを勉強しています。教授は、学生に

そういったものを作らせようとしています。MIT で

もみられたようなものと同じような哲学ですが、彼は

講義とは分離した実習室という考えに抗っています。

ですので、一緒に行っています。

　こちらは、「Communicating」です。私たちが推

し進めようとしていることですね。国際的な協働を行

う授業がどんどん行われるようになっています。スタ

ンフォードの学生が他の学生たちとともに作業するの

です。スウェーデン、オランダ、デンマークなどの北

欧の学生達と様々なグローバルなコラボレーションの

コースを行っています。

　今ではコラボレーションの時のテクニカルバリアと

いうのは、ほとんどありません。コストのバリアも殆

どありません。Skype や iChat などのようなものは

無料です。現在ノート PCには、カメラもついていま

す。コストもバリアではないのです。バリアはイマジ

ネーションやクリエイティビティですね。これは手強

いです。

　こちらは「Visualizing」です。ホワイトボードに、

様々な手書きの絵などがあります。これは、教授の所

有権物ではなく、みんなのものなのです。ここにマー

カーがあるでしょ。当然、これを配れば、みんなで使

うことができるのです。

　これは「Meeting」です。クラスの中でなくても

いろいろな所で座って話せます。

　これは「Simulating」をしているところです。ク

リエイティビティのクラスでして、幼稚園の子どもた

ちに説明するようなプロセスを作るという活動です。

ある概念を伝えるコミュニケーションを十分に明白に

しておかないと、背景情報をもたない人にはわかって

もらえないのですね。だから、幼稚園の状況を模して、

お話をしてみているのです。

　これは、個人の「Working」ですね。

　こちらの「Creating」はチームでの作業ですね。

ホワイトボードを使っていますが、このホワイトボー

ドがいいのは、マグネットがついているところです。

これによって、自分のアイディアを形にすることがで

きるわけです。マグネットは100円か50円ですか？

でも、非常にクリエイティブな形で考えることができ

ます。コストはバリアではないのです。

　「Partnering」もたくさんあります。

　「Exhibiting」です。これは、博物館の展示物です。

どのように人は読むのかというものです。博物館でこ

の展示をどうしたらよいかという話になったのです。

これは学びの過程ですよね。学習は、教室だけではな

く、どこでも起こります。先ほどお見せしたブレイク

アウトのスペースでもできます。

　最後に「Relaxing」です。学生の息抜きですね。

こういったことはこれからも続きます。これについて

は将来的にもあまり変わらないと予測できるかと思い

ます。

　さて、それでは、どのように評価を行うのかという

ことについてお話していきたいと思います。２つのこ

とを考えたいと思います。１つは、効率、管理として

のメリット、このような新しいスペースをキャンパス

に作っていくことで、効果はえられるのでしょうか。

また、学生たちはよりよく学んだり、より多く学んだ

りできているのでしょうか。何らかの学習上の利点は

あるのでしょうか。

Key Points About Learning in Wallenberg Hall 
Classrooms
　学習のキーポイントを示しています。Peter 先生が

言ったことと、一部重複すると思います。まず、なぜ

私たちがこのような学習への革新的なアプローチをと

ろうとしているのかということが、学生にとっても、

教員にとっても最初からそれが明白になっていないと

いけないからです。

　それが明確なら次のように授業をはじめられるで

しょう。皆さんが頭のいいのはわかっています。長い

間やってきた教授法で、教えてもきっと皆さん優秀な

成績を修めるでしょう。でも、スタンフォード大学、

MIT、東京大学、あるいはどこの大学でもかまわない

のですけれども、大学に来たからには、もっとやって
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もらう、もっと新しいことをやってもらう、やっても

らって、さらなる成果をあげてもらいたい。もし、そ

れに賛同してもらえるのであれば、ぜひ私の授業を受

けてください。もし、内容さえわかれば、授業にでな

くてもいい、と思うのであれば、私の授業には参加し

ないでください、ということです。

　第２のポイントになります。学習のためのスペース

です。スペースはあくまでも技術と同じでツールです。

つまり、魔法みたいな側面はあるかもしれませんけれ

ども、魔法によって私が一番優秀な教授になるという

ことはできません。学生に「最高の授業でした」など

と教授に手紙を書くなんていう気持ちにさせるのは、

ペンすなわち道具ではありません。人です。空間やテ

クノロジーは授業を素晴らしいものにすることもあれ

ば、その逆に学生をさぼらせるということもあると思

うのです。特にノート PCですね。いたるところで無

線 LANに接続できて、殆どの学生がノート PCを持っ

ていますので、すぐに授業から気がそれてしまいうる

のです。

　それから最後のものは、私達が得た教訓です。改革

というのは、漸進的に進めていくものだということで

す。ある製品がどう設計されたかや、科学的なブレイ

クスルーもそういうものだと思いますけれども、ブレ

イクスルーというのは最後の一歩だと思うのです。何

年にもわたって考えられてきた、コミュニティの多く

の人数が携わってきたものが、ようやくパズルの全て

のピースが一致したという「アハ」の瞬間、その最後

の部分をブレイクスルーと呼ぶのです。

　ここで言いたいことは、学生にとっても教員にとっ

ても、一歩ずつやっていただくということが重要だと

思うのです。そして、それを段階的に積み重ねていっ

て、ブレイクスルーまで通じていくようにすることが

重要ではないかと思います。

　それからオーガニックと書いてありますけれども、

これは学生や先生達のコミュニティから自然に沸き上

がってくるアイディアのことです。このために、最初

のころは、こういう新しい空間で授業をするなら、１

週間ほど自由な時間をとっておきましょうと言ってい

ました。そうすると、どこかで新しいアイディアが降

りてきたとき、みんな熱心にそれに取り組む時間にで

きるのではないかという理由です。今、それを１時間

に短縮しております。１週間も余裕をとるというのは

おそらく、どんな教授も無理、または望まないようで

す。カリキュラムをこなしていかなくてはいけません

ので。でも、1時間ならば同意をいただけるようです。

これがイノベーションを生み出す一つの方法です。ど

んな分野でもこれはできると思います。新しいアイ

ディアがどこかで生まれたときのための、１時間の余

裕をみておくということです。

Assessment and Evaluation
　アセスメントとエバリュエーションについて話した

いと思います。これら２つは異なるものです。

　まず、アセスメントですが、これは教員が行うもの

で、学生はちゃんと学習しているか、どれだけの学習

ができたかをみるものです。教員というのは、科目に

ついての専門家であり、大学から成績を決定する責任

を負わされています。学生の合否は教員の判断なので

す。教員こそが、学生の成績をつける人、あるいはこ

の学生は十分に理解できているだとか、ある程度理解

しているだということを決める人のです。ツールを設

計したり操作したりしているスタッフの役割ではあり

ません。テクノロジーのヴェンダーや、空間の設計者

他達は、彼らの提供するものが学習を高めるといって

くるかもしれませんけれども、成績をつけることは教

員の役割です。

　ここにはアセスメントをするための、いろいろな質

問を書いてあります。例えば、ある日本語の授業なん

ですけれども、学生が１年目の内容を網羅したら、次

に２年目のすすむ段階まで来ているかどうか、という

ことを判断しなければいけません。そういうのが、ア

セスメントです。

　それから、私たちデザイナーやオペレーターが関心

を寄せているのは、エバリュエーション側です。複数

の授業を通して、コミュニティ全体に長期的な影響

をおよぼすのはどういう側面なのか、インタビューや

調査、フォーカスグループの設定などの方法を用いて

行っています。またも、食べ物を提供して学生を呼び

集めています。テクノロジーのための予算のほんの一

部を評価の予算にできれば、大変有効なことができま

す。

Key Points about Design and Operations of 
Wallenberg Hall Classrooms
　最後に、何点かを振り返らせていただきます。ベス

トのソケットの位置について考えることが重要だとい

うことを言いました。それから、飲食物を許可するこ

とも重要だと思います。また、皆さんいろいろなツー

ルを準備されていると思います。でも、教員や学生が

それを使えなくては意味がないのです。実際に使って

GP.indb   37 2009/10/21   13:21:38



国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.1738

東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

もらえるようにしなければなりません。このパネルは

良いと思いますね。でも、ユーザーの立場に立ってみ

ると、ボタンが多すぎて圧倒されちゃうかもしれませ

んね。差し込み口は１つですから、ここに差せばいい

とは分かりますね。

　このスライドは、各自お読みいただきたいと思いま

す。

　さて、最初にお見せしました "The best way to 

predict the future is to invent it" という言葉です

ね。「未来を予測する最良の方法は、その未来を創り

だすことだ」、と言っています。これは教授と学習に

関しても同じことが言えます。私達が主体となってや

るのです。私達が未来のアクティビティを決めいくの

です。そして、それが成功したか否かというのも、私

達が判断していくのです。私たちに責任があるのです。

このことを最後にお伝えしておきたいと思います。

　さて、質疑応答に移る前に、簡単にこれをやってい

ただこうと思います。みなさん、お隣の方と向かい合っ

てくださいね。これから２分間の時間をとりますので、

私の話についての感想を、ちょっと話し合ってくださ

い。アクティブラーニングですよ。どうぞ。

　（話し合い）

　では、そこまでにしたいと思います。ありがとうご

ざいます。

質疑応答
　では質疑応答をここから始めたいと思います。たく

さん話し合ってくださったと思うのですけれども、今

の話し合いの中で、面白いことを聞けたという人は

いましたか？ 2人で話し合ったと思いますけれども、

相手が面白いと言ったこと、質問したことの中で面白

いと思ったことがあれば教えてください。 

Peter Dourmashkin：

　プレゼンテーションで驚いたのは、この制度的な意

味での空間です。MIT の場合には物理学科だけです。

でも、お話では、学部間で共用される空間を大学全体

でサポートされている訳ですよね。これは、大変強力

なアプローチだと思いますし、利用率も上がると思い

ます。例えば、MIT の私たちの部屋なんて、私たち

が使わなければ空室になってしまって、それって機会

の損失ですよね。とにかく、大学全体でサポートでき

ている体制が印象的でした。

Dan Gilbert：

　ありがとうございます。他には何かありませんでし

たか？相手の方が言ったこと、あるいは、質問したこ

とで、興味深かったことです。あるいはご自身の質問

でもかまいません。何かありませんでしょうか。

質問者：

　大変興味深い発表ありがとうございました。そして

当ててくださって、ありがとうございます。大変面白

いと思いました。動詞に注目するとおっしゃっていま

したよね。名詞や機器の名称ではなく動詞です。日本

では、機器ありきなんです。例えば、パソコンであっ

たり、複雑なシステムであったり。そういう意味で、

大変興味深いと思いました。

　そこで教えていただきたいのですけれども、学習の

方法、この環境での学生の学習方法はどんなもので

しょうか？従来の教育方法と比べて楽しんでいるよう

ですか？もっと多くを学習できているようですか？

Dan Gilbert：

　学生がどのように学習しているのか、楽しんでい

るかということを聞いていただきましたけれども、

Peter 先生が言っていたのと、似ていますけれども、

場合によりけりだと思います。どう場合によりけりか

と言いますと、私たちは、その授業の性質に応じた形

でそれを測定しています。その授業に応じた、その授

業特殊の学習についてです。学生も講師も、例えば、

同じ学部の似たような授業よりも、より多くを学べた

というような形でコメントをしていたりします。その

授業と全く同じ内容を、伝統的な教室で受けるという

ことはまずありえませんので。

　このように、各授業に特殊化した形で学生たちが学

べたのかを見ているのですが、それは教員からも、学

生からもフィードバックをとります。そうすると、大

体答えはイエスと返ってくるのです。さらには、こう

いう風に言うのです。「私は永田先生からたくさんの

ことを学びました。もしボイラールームの床に座って、

水漏れしている天井の下にいたとしても、そうだった

でしょう。なぜなら先生は本当にすばらしい教師だっ

たからです。実際、ここにあるリソースのおかけで、

よく学び、よい経験ができました。でも多くは、先生

と仲間たちのおかげです」と。ですので、スペースと

いうものは、アクティビティを可能にする、革新的な

アクティビティを実現する最後の一歩の役割を果たし

ているのだと思います。さきほども出ました一体どれ
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だけの時間を投資する価値があるのかという問いです

が、それはかなりの時間だと思います。でも、どの程

度まで削減しても、そうしたことが実現できるか。そ

れこそが私たちの関心かと思います。

質問者：

　ありがとうございました。

Dan Gilbert：

　他には何かございませんでしょうか。パートナーの

方が良いご質問をしたというのでもかまわないです

よ。どなたか相手の方を、ぜひ、ほめてあげてください。

質問者：

　教育のコンテンツが多様である点が大変興味ぶか

かったですが、教員と学生の、一体何％がこういった

たぐいの学習スペースをスタンフォード大学で活用し

ているのですか？

Dan Gilbert：

　実は限られています。でもそれは問題ないと思って

います。パーセンテージで言えば、教員の５％、学生

の方はそれよりも高いと思います。そしてこれはどん

どん増加しています。というのは、必須授業をこういっ

た空間でやるようになっていますので、正確な数字は

わかりませんけれども、学生の利用率は上がってきて

いると思います。5％よりは高いでしょう。例えば、

15％という数字でしょうかね。

　いずれにしてもいいのですよ。というのは、このス

ペースというのは全員を対象にしているわけではない

からです。新しいことをやっていただいて、やったこ

とを今度はそれぞれの学部に反映してもらえればよい

のです。

　ということで、私たちの取組の効果を測るひとつの

方法はその波及をみることですね。物理学科ならば、

その人たちが革新的な授業をしてみる。そして学部や

学科に戻って、予算を立てて、ウォーレンバーグホー

ルで試した講義と実験の組み合わせができるような彼

ら自身の空間を用意するという風に。伝統的なという

か、保守的な教員たちも、学部や学科で新しいやり方

の効果を実感し、把握できれば、やり方を変えてくれ

るでしょう。

　ですから、私達はキャンパス内の授業のイノベー

ションを実験してもらうスペースだと思っていますの

で、多少使用率が低くても問題ないと思っています。

質問者：

　ありがとうございました。２つ質問があります。

　まず一つ目は、アイディアのための自由な１時間に

ついてですが、１時間の内容ですね、これはディスカッ

ションも含めた１時間なのか、あるいは個々の学生に

じっくり考えさせる、そういう１時間なのか？その１

時間の内容とはどのようなものなのか、私は非常に興

味を覚えました。できれば教えてください。

　あともう一つは、スタンフォード大学の学生の場

合、寮の中で、どういう学習をしているのでしょうか。

大学の中でディスカッションする機会がなければ、寮

でたくさんのディスカッションしているのか、カンバ

セーション、コミュニケーションというものが生まれ

ているのか、そこにおける、いわゆる学生の学習スタ

イルというのを教えていただきたいです。

Dan Gilbert：

　まず、2番目の質問からお答えしたいと思います。

学生が寮で何をするかということなのですけれども、

寮に行って起動しているコンピュータのスクリーンを

のぞくと、みんな SNSの facebook を開いています。

日本ではどのくらいのユーザーがいるのか分かりませ

んけれども、アメリカでは巨大サイトになっています。

そのサイトで学生たちはグループをつくってやりとり

しています。例えば、化学の 20、21 コースで分か

らないことがあったとしたら、木曜の夜に永田さんの

家に集まろうと勉強会を計画してしまいます。永田さ

ん自体は気づいてなくても、みんなが集まってくる訳

です。学生たちは、いつも使っているツールを、うま

く使い回していこうとします。

　簡単なものとしては、講師が授業に関わるWEBサ

イトへのリンクを投稿するというのがあります。私た

ちはコースマネジメントシステムを用意しています

が、それを使うなどしてもよいですが、学生の自習に

役立つWEBサイトへのリンクのリストを作っておき

ます。そうすると寮で学生たちはそれを見ることにな

りますね。私自身はスペースが大好きですので、寮の

中に、社会的な、学習に関するアクティビティをサポー

トできるような共有のスペースを創りたいところです

ね。

　それから、１時間の自由時間に関してですが、これ

は先生方へのお願いのようなものなのです。あらかじ

め、全ての活動のスケジュールしておかないでほしい

ということです。そうでなく、第８週目などに自由時
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間をとっておけば、第６週までに、学生たちがよく分

かっていないようだから、もう少しこのマグネティズ

ムの事例に関して勉強させておきたいとなったときに

対応できます。その利用事例は、学生主導だったり、

教員主導だったりするかもしれませんが、計画段階で

自由な時間を設けておこうというものです。

司会者：

　それでは、もう１つぐらい質問を受けられると思い

ますが、質問のある方いらっしゃいますか？

質問者：

　それでは質問させていただきます。大変貴重な講演

ありがとうございました。　

　人がアクティビティをとることが重要だというお話

なのですけれども、その後に、インタラクティブとい

う言葉があったかと思います。その相互にアクティブ

をする、ということがですね、その質の差とかですね、

インタラクティブが起こっているとかですね、単に同

じ場所にいて作業をするというだけではなくて、そこ

でどういったら、良いインタラクティブと悪いインタ

ラクティブがあると自分が判断する、その基準のよう

なものが、もしあったら、どのようなことをお考えに

なっているのか。お伺いしたいと思います。

Dan Gilbert：

　良い質問です。このインタラクティブという言葉で

すけれども、非常にチャレンジングなものです。私た

ちは今、世界の中でも最もハイテクが進んだ場所のた

だ中にいる訳ですが、このことについては、未だ議論

されていますし、共通の理解もないかと思います。私

の考えでは、インタラクティブとは、少なくとも２人

の人間の間の相互作用を必然的に意味します。このこ

とを明確にするために例をあげるなら、私がWebサ

イトを見ることも、また人間との相互作用だと考えま

す。そのとき私は、どこかの誰かが作ったコンテンツ

と相互作用しているのです。それはここまで話してき

たようなものほどリッチではないかもしれませんが、

やはり相互作用です。

　この最後のスライドの写真ですが、昨年の私のクラ

スの様子ですが、複数の種類のインタラクティビティ

を示しています。このクラスの課題は、幼稚園の新し

いデザインを考えるというものでした。この写真にあ

るのは、１つのチームですけれども、彼らはプロジェ

クトを進める上で、この部屋を幼稚園のような感じに

ようとしました。どなたか最近、幼稚園に行かれた方

はおられますか？私には幼稚園に通う２人の小さな子

どもがおりますが、アメリカの幼稚園では、非常に長

い時間、サークルタイム－環になって活動するのです

ね。これは日本でもよく似ているかもしれません。サー

クルタイムというのは非常にインタラクティブな時間

なのです。幼稚園だとかチルドレン・ミュージアムで

は大変な量のインタラクティビティがあります。です

ので、彼らの試みは私たちにインタラクティビティに

ついて異なった考え方を与えるものです。

　さて、それではインタラクティブが成功しているか

どうかを、どうやって知るのかです。率直に言って、

私はそれが起こりさえすれば成功であると思っていま

す。成功には２つ側面があると思います。１つは、そ

れが実現しているかどうかです。この写真なら、Yes

です。実現しています。そして２つ目は、学生がそれ

に関してリフレクションができているかということで

す。それが彼らにとってどんな意味があったのかを示

す機会があるかです。この講演でも、インタラクティ

ビティに関して、ひとつ事例を見せできたのではない

かと思います。私は他の人の話を聞き、そして、その

人の考えの上に、私の話をしました。コメントをいた

だき、このスライドをお見せしました。ですから、こ

れは私たちの間でのインタラクティビティであったと

いえるでしょう。私としては、参加されている皆さん

との間で、そうしたインタラクティビティをつくって

いきたいと思います。まあ、100 人、200 人人との

間でやるのは難しいかもしれませんが、１対１であれ

ば可能ですよね。

　今回のことをインタラクティビティの成功例として

示しましたが、すなわちそれは別にコンピュータにこ

だわらなくても、また対面にこだわらなくてもいいと

いうことです。

司会者：

　時間になりましたので、これで終わりたいと思いま

す。どうもありがとうございました。
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公立はこだて未来大学の取組
はじめに
　こんにちは。美馬でございます。

　今日は、このような場にお招きいただきましてどう

もありがとうございます。

　先ほどの Peter と Dan のお話から、かなり私のと

ころも共通するところがあるなと、心強く思いました。

　今日は、公立はこだて未来大学の取り組みという

ことで、英語のタイトルをCommunity of Practice 

at FUN、とさせていただきました。

　この FUNなんですけれど、これは公立はこだて未

来大学の意味です。フューチャーユニバーシティー

はこだて、といいます。公立はこだて未来大学は、

2000年に開学しました。公立はこだて未来大学とい

う日本語の名前はあったんですが、英語の名前を私

たちのコンセプトを表すものにしたいということで、

ちょっと無理矢理なんですけれどもフューチャーの F

と、ユニバーシティーのUNで「FUN」にしました。

はこだて未来大学のURLは、fun.ac.jp、このドメイ

ンがとれたときは「やった」と思いました。

Active Learning in Edo era: TERAKOYA
　今日のお話は、アクティブラーニングというテーマ

をいただきました。実は私たちは、江戸時代にすでに

アクティブラーニングをしていたと、私たちは自慢に

思ってよいと思います。

　これは江戸時代の寺子屋の絵です。ここに先生らし

き人がいます。ここで先生に教わっている人もいるし、

テーブルで何かやっている子どもたちもいます。ここ

はもう喧嘩したり、遊んでいる人もいるし、ぼーっと

している子もいる、そういう教室です。

　もうひとつは、寺子屋の絵の一部を切り取ってみた

ものです。遊んでふざけている子もいるし、お習字用

のテキストが蛇腹になっている子もいます。こちらも

やはり書いている子もいます。基本的に寺子屋でやっ

たのは、いわゆる3R's( ※ Reading、(W)riting、(A)

rithmetic)、読み書きそろばん、ということです。

　このところは面白い。これは棒満というそうです。

彼が持っているのが、お線香です。ここに水が入った

ボウルを持っています。この子は悪さをしたのだと思

います。お線香が熱いわけではなくて、このお線香が

無くなるまで、静かにしていなさい、ということらし

 公公公公立はこだだて未未未来来来来来来大大大学学学
 システム情情報報科科科学学学学学部部部
 教授
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いんですね。私たちの時代ですと、うるさい子や悪さ

をした子は「廊下に出て立ってなさい」と言いますけ

れど、そういうことではなくて、同じ教室、同じ楽し

そうな場にいながら、ここで我慢してなくてはならな

いということを表わしています。

Activities at TERAKOYA
　また別の寺子屋の絵が残っています。この頃は男女

一緒には勉強しません。これは女の子ばかりの寺子屋

です。こっちはもっとかしこまった様子で、武士や侍

の人が先生として、商人や農民などの子ども達を教え

たりします。面白いのはここも、先生らしき人が何人

か入ってますねえ。それからこっちは、よーく見ると

ですね、姉様人形を持って遊んでいたりします。この

辺の子も一緒になんかやっていたり、なんかこの辺の

子も遊んだりしていますね。

　ここは先生と一対一でなんかしています。先生らし

き人が何人かいて、ここにも実は棒満の子がいる。こ

の子は立っていますね。さきほどの子は座っていまし

たけど。こういうようなものが、寺子屋の絵として残っ

ています。

成果発表会　half-yearly exhibition
　この時代のものを見てびっくりしたんですが、今で

いうと成果発表会みたいなものですね、年に 2回や

るそうなんです。

　これはお習字の様子です。ここに、床の間に神棚と

榊があります。ここに神棚があり、神様にご挨拶をし

て、そして普段の成果、字を書くことをしているんで

す。あとは上から貼り出して、みんなでごにょごにょ

ごにょごにょとおしゃべりして、お茶飲んだり、お菓

子食べたりする。こういうのが年に 2回くらいあっ

たりするということです。

Learning at TERAKOYA in Edo era
　どの寺子屋の絵を見ても、すごく楽しそうなんです。

ここで起こっているラーニングは、江戸時代の 1603

年から 1867 年の二百数十年の間のものです。寺子

屋は、庶民の子ども達を対象とした初等教育機関です。

寺子屋は、現在の小学校の倍の数があったと言われて

います。（※日本の小学校数：22,693 校）

　ここで大事なのは、寺子屋は義務教育ではなくて、

行きたい時に行くことができ、行きたい子供達が行っ

ていたということです。月謝も特に決まっていなくて、

ある時払いだったり、何か作物がとれたら先生にお渡

しするなどでした。特徴としては、基本的には自学自

習です。それから、同室に居ながらも、異なる課題に

勤しんでいる子供達がいます。

　それから、それぞれの子供達に対する教師の指導が、

そこにいる子供達にそれとなく聞こえてくるというこ

とです。異なる年齢の子供達もいます。

　寺子屋というのは、たいてい先生のおうちの中に

あったり、ちょっと横にくっつけて出ていたりします

ので、先生自身の、生活も見え隠れしています。この

ような状況がありました。

江戸から現代へ：昭和初期　1930s
　江戸から現代に続く中で、これは、小学校の初期、

1930年代の写真です。こういう風になってきます。

江戸から現代へ：昭和中期　1960s
　1960年、これは私が小学校の頃かな、こんな風に

なってきます。

現代の大学の講義風景　modern lecture
　さらに、これが現代の大学の講義風景ということに

なります。

江戸時代の名残り　remains from Edo
　そこで、ちょっとみんながっくり、という感じです。

江戸時代の名残というのは、実はまだ、日本の中にい

ろんなところにあります。例えば、長屋、軒先、縁

側、路地裏、井戸端、お茶の間です。今回、Peter と

Dan がアメリカから来ると言うので、私は英訳をつ

けなきゃと思って、辞書をひいていたんですけど、あ

んまりうまい訳語がなかったです。つまり、そういう

概念がない、すごく日本文化に根ざしたものだという

ことなんですね。

　皆さん、これを見たら、ここでどういう人が生活し

ているか、どういう活動が現れてくるか、ということ

が、これらを見れば多分すぐにおわかりになると思い

ます。

　例えば、東京大学の本郷の方、谷中の方に行くとま

だこういう路地がいっぱいあります。ここは、玄関、

Peter と Dan のために言いますと、ここはおうちが

あるんです。すごく小さいおうちでみんな玄関とかが

ここにありますね。みんなこういう玄関から出てくる

と、人と出くわす訳です。お庭がないので、全部、道

の方にあるわけです。ですから、このお花の世話をす

るときとか、家から出るときには必ず、人と出くわし

て必ず話が始まる、ということです。

　ちょっとこれは出来過ぎな感じもしますけれど、夏
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の夕涼みの写真です。これはインターネットから見つ

けてきました。これはみんな自分たちでベンチを出し

てきて夕涼みをしています。おうちの前に出てきてい

るわけです。

お茶の間　a living room
　さて、これもみんな懐かしいと思います。お茶の間

です。お茶の間と、英語で辞書を引いたらリビングルー

ムと出てきました。お茶の間というのはテレビがあっ

て、ちゃぶ台にご飯が並べられています。

住宅のスタイル　styles of a house
　日本の典型的なリビングルームです。今、だいぶな

くなっちゃいましたけれども、お茶の間というのを英

語で訳そうとするとリビングルームで、私達の生活と

いうのは、たいぶ西洋式になってきています。そのな

かで、リビングルーム、ダイニングルーム、そして、

スタディールーム、ベッドルーム、というようにです

ね、１ルーム１ファンクションになってきています。

ところが、お茶の間というのは、１ルームマルチファ

ンクションです。つまり、ちゃぶ台や座布団などはす

べて片付けられるんです。これらを片付けると、布団

が出てきて、ベッドルームになるんです。お茶の間で

ご飯を食べて、ご飯を片付けると、ここで勉強するん

です。これらは、マルチファンクションです。

境界のあいまいさ vagueness of boundary
　こういったことに現される日本文化とは何なのかと

いいますと、境界のあいまいさということができます。

例えば内と外、あるいは、個人とグループや複数の人、

それから、形式的なものと非形式的なもの、日常と非

日常です。あいまいなところから出てくるものは何か

と考ると、それは気配です。気配というのも、英語に

しますとなかなかうまい言葉が見つからなくて、アン

ビエントなエアーとかそんな感じかと思います。ここ

から私たちが読み取る気配というのは何かと言うと、

先達の日々の活動から見えてくる歴史や文化と私は思

います。こういった境界の曖昧な空間が、学習環境の

中や、あるいは大学に持ち込むことは可能なのかとい

うことです。

西洋におけるCommon
　西洋にこのような曖昧な空間が全くないかと言いま

すと、違います。さきほどコモンという言葉が出てき

たと思います。私がアメリカのマサチューセッツ州の

ケンブリッジに住んでいたところには、ボストンコモ

ンとか、ケンブリッジコモン、というのは、その町の

中心にありました。今は公園となっているので、最初

聞いたときに、コモンというのは公園のことだと思っ

ていたんですね。

　もとをたどると共有の牧草地で、みんなが自分達の

家畜を連れてきて、そこで食べさせていました。それ

から、大学の中にもコモンルームというのがあり、教

員が一緒にごはんを食べるところが、会議室とは、別

のところにあるということを聞いたことがあります。

こういったコモンというのが、コミュニケーションを

生み出すところということが言えると思います。

大学におけるCommonとは
　大学にコモンはあるのだろうか？ここでコモンと申

し上げているのは、まず、居心地が良くないと駄目だ

ろうと思います。居心地がいいからこそ、コミュニ

ケーションが生まれてくるというわけです。それでは、

学生にとって大学で居心地の良い場所ってどこでしょ

う。教室ですか？図書館ですか？食堂ですか？それか

ら、ゼミに所属する学生の場合はゼミ室とか、研究室

かもしれないです。それから教職員にとって居心地が

いいところは、会議室ではないですよね。教職員用の

食堂、あるいは多分居心地がいいのは、タバコ吸う方

には喫煙室だと思います。あとは、自分でこもる研究

室、それから事務の方なら事務室というところが、コ

モンではないでしょうか。

典型的なキャンパス
　これが、典型的なキャンパスです。たいてい大学は、

教室は教室で集めて、教室棟として建物が建っていま

す。あと、研究室は、また研究棟と書かれています。

それから、事務は事務棟としてまとめてありますし、

図書館は図書館として一つ独立しています。それから

食堂は食堂でひとつとして成り立っています。

　１ビルディング１ファンクションといってもいいか

もしれないです。こういうものを、ひとつのところに

まとめておいたらどうなるか、ということなんです。

未来大学　FUN: all-in-one
　そういうわけで、公立はこだて未来大学は、オール

インワンになる。最初から、オールインワンにしよう

としたわけでもなく、予算の都合もいろいろあって、

結果的にはオールインワンになりました。オールイン

ワンにすればいいってもんじゃないです。
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　オールインワンでいいんだったら、今日の話は、私

が出てくる必要はないんです。

スタジオ全景
　これは、スタジオと呼ばれる全景です。５階建ての

建物で、丘陵地に建っているので、ひな壇状になって

います。ここが全部、学生が自由に使えるスタジオス

ペースになっています。ただ、この階段状、ひな壇状

になっている下に、教員の研究室が入っています。

　これはちょっと近づくと、こんな感じ、ひとつのフ

ロアです。私の研究室はこの辺にあります。ここ全部、

ガラス張りになっています。学生は、自由に自分の自

習をしたり、憩いの場になっているわけです。

スタジオ：ものづくりの場、授業の場、プレゼンテー
ション・スペース
　それから、ものづくりの場でもあり、電子工作をやっ

ているところです。あとは、授業を行う場所にもなっ

ています。これはここが私の研究室なんですけど、そ

のまますぐ出てきて授業をしています。もう１人先生

がいます。

　これは、先ほど示した1階にあるプレゼンテーショ

ンスペースです。時々、年に何回か、ポスターセッショ

ンやデモを行います。この時は教員が学生に評価され

る場面で、随分教員が出ています。これが全部学生に

なるときもあります。こういうことをやっています。

C&D教室
　これは一つの教室です。これは、先ほどのスタン

フォード大学の教室などと似ていると思います。この

辺に、デスクトップ型のコンピュータを並べて、グルー

プで座れるようにしているところです。ポイントは何

かというと、テーブルのすべてにキャスターがついて

いることです。それからスクリーンやプロジェクター

にも全部キャスターがついています。ワゴンなどで、

どこにでも移動できるようになっています。例えば、

ちょっとしたことなんですけれども、こういう風にプ

ロジェクターを据え付けにしてしまいますと、新しい

製品が出てもすぐに買い替えられないし、プロジェク

ターの高さやフォーカスなども、なかなか簡単に変え

られないです。ちょっと据え付けでないと、格好は悪

いですけど、しかし、こちらの方が部屋が、すごく使

いやすいんです。実は、すごい人気のある部屋です。

小講義室・電子工房
　こういう教室ばかりではなくて、普通の教室もあり

ます。一斉授業型の典型的な教室です。左側に、ホワ

イトボードがあり、右側に、学生は座ります。これは

小講義室で、定員は40～ 50人くらいです。それで、

下の階の部屋は電子工作です。情報系の単科大学です

ので、電子工作の実験もあります。

　これ何が普通の教室と違うかと思いますか？どこが

普通の教室と違うかと申しますと、全部の教室がガラ

ス張りになっています。外からも教室の内部がすべて

見えるんです。

公立はこだて未来大学
　これは公立はこだて未来大学です。2000 年 4 月

にできた情報系の単科大学です。現在は、修士課程と

博士課程が設置され大学院まであります。学部はシ

ステム情報科学部のひとつで、学科は複雑系科学科で

す。その複雑系科学科には、どういう分野の先生がい

るかと言いますと、数理科学あるいは情報工学、経済

学、生物学です。それから、情報アーキテクチャー学

科は、英語に訳しますと、Department of media 

architecture と言います。情報アーキテクチャー学

科の定員は、160 名です。専門分野は、情報工学と

デザインと認知科学、心理学などがあります。どちら

も学際的な学問領域となっています。現在の学生数は

合計で1200名です。教職員は教員が70名、職員が

30名で、多様な背景を持つ人がいます。

教員の専門分野と前職の紹介
　これは、大学のパンフレットで、こんな感じになっ

ています。ポイントは、教員が、以前どういう職業だっ

たのかを書いてあります。

　なかなかこの空間をわかっていただくのは難しいと

思いましたので、パンフレットを持って来ました。よ

ろしかったら、まわしてください。このパンフレット

を見ていただくと、お話しした公立はこだて未来大学

の教室や空間がどのようになっているかが、お分かり

になるかと思います。

教員構成（前所属機関）
　教職員の構成ですけれども、2002 年は教員が全部

揃ってなくて 61名でした。もともと前職が大学から

来た人、企業、研究所から来た人、あるいは、海外の

大学にいた人、あるいはその前ポスドクだった人とい

うことで、割合で表しています。
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　文部科学省の大学の設置基準で、50%以上を大学

出身者の教授として、専任教員の経歴がないと、大学

の設置は認められなかったので、その 50%ぎりぎり

にしてあります。

　今は、意図していないんですけれども、いろんな人

が異動してきたら70名で、大体 3分割になっていま

す。今回、自分でカウントしてみてびっくりしたんで

すけれども、これが何を意味するかです。前職が大学

教員出身者の部分に注目してください。大学の文化を

背負っている人達が、これだけというわけで、これは

もしかしたらこれからお話する内容に随分効いてくる

んじゃないかと思います。

大学における学習共同体
　さて、この大学をつくった時に、常に意識したのは

大学における学習共同体というものです。この学習共

同体をすごく意識しました。学習共同体のメンバーと

いうのは、学生はもちろんのこと、教員、職員、それ

から公立大学なので、地域の人達というのがあります。

その中で、いろいろな形での仕切りがあったので、そ

の仕切りを取り払おうとしてきました。それは教室の

仕切りであったり、科目同士の仕切りであったり、人

間同士の仕切りであったりです。このときに、今も続

いているのはチーム力ということです。学生もチーム、

教員もチームです。

　職員もあるときは、職員と教員が一緒になったチー

ムになります。そういう人達をいろんな人達が、多分

ピーターの話にヘテロジニアスグループというのが

あったと思うんですが、そのように混ぜてそういう人

達をつないで、そうすると何か新しいことがエマージ

してくるということです。

学習共同体を構築し、参加を促す
　このイメージは、ひとつのチームと考えていただい

てよろしいかと思います。コーディネーター、リーダー

となるような中心的な人物やメンバーがいる。それか

ら、すごくアクティブな専門家の人達もいるけど、時

折グループに入ってくる人、あるいは周辺的に参加し

ている人、全く無関心な人がいます。それで、その中

には専門家もいれば初心者もいます。そういうことを

潜在的にそういうことをやりたいと思っている人もい

れば、非専門家もいる。なんとなくこういうグループ

がいろんなところに存在しています。

チームの共同体としての発展

　それをなんとかこういう人達にアクティブに参加し

て欲しい、と思っています。それが、こういういろん

なチームというのが、実はもう存在しています。それ

をこういう形でつないでいって、組織化していくと、

最後はシンクロして新しいうねりのようなものになっ

ていくのではないかと思います。これが、さっき言っ

たように学生同士かもしれないし、教員かも職員かも

しれないです。また地域の人を巻き込んで函館という

のがこういう風になっていくかもしれない、という風

に考えているわけです。

実践紹介：教員のActive Learning
　さて、今の話が前段のお話で、この後具体的に、今

日は、どういう実践なのか、ということをお話したい

と思います。

　特に、うちはさっき言った学習共同体ということで

は、学生だけではなくて教員とか職員も含めていると

いうことなので、多分今日はあんまりみなさんが、こ

ういうシンポジウムでお聞きにならないであろう、教

員のラーニングの実践についてお話をしたいと思いま

す。つまり、教員のアクティブラーニングのプラクティ

スを紹介したいと思います。

　そのプラクティスというのはいわゆる FD（ファカ

ルティ・ディベロップメント）と最近言われています。

一般に、FDとは、大学人のこれは職員も含めてです

けれども、職能開発です。広い意味では、大学教授団

の資質開発です。この資質と言っているところには、

教育力だけじゃなくて、研究する力、研究などをマネー

ジメントしてお金をとってくる力なんていうのも入っ

ていると思います。もう少し狭い意味では、教員研修

です。FDを公立はこだて未来大学では、定義をし直

しています。本学の実践における FDとは教員個人と

しての資質の向上だけでなく、より良くなろうとする

学習共同体あるいは組織の構築としており、それをい

かに維持していくか、ということです。

なぜ FD(Faculty Development) が「共同体の構築」
なのか
　何故 FDは、共同体の構築なのかということです。

そもそも、教育内容あるいは教育方法の問題は、ある

時代、ある大学、ある専門領域など、特定の場所に帰

属するサイトスペシフィックなものである、と考えま

す。

　今日一番最初のお話で、永田先生が、いろいろ学ぶ

ところがあるんだろう、あるんじゃないか、と共通の
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問題などとかおっしゃっていたんですが、敢えて私は、

ここでは、特定の場所に帰属するものではないかと話

たいと思います。ただ、今日、Dan や Peter の話を

聞いていると、そこには共通の何かがあると、とても

強く感じました。

　前提が、サイトスペシフィックなものであるので、

従って、大学に所属する人、教職員や学生が、こういっ

た教育内容や方法の問題というのを、自分達で発見し

て認識して共有して、恊働で解決していかなければな

らないと思います。

　そのためには共同体の構築が必要です。FDといっ

て上の命令でやろうとすると、一人一人の先生から

は、そんなことやっても意味がないと反発にあってい

ます。板挟みの方というのもこの中にはいらっしゃる

と思います。教員個人の問題に帰さない、ということ

です。そもそも、学校自体がそういうふうに学習共同

体になる、ということですから、個人のものに帰して

はいけない、ということです。

実践としての FD活動
　さて、この３つのポイント、実践から私達が学んだ

こと、これは、他の方々にもぜひ、やったらいいんじゃ

ないか、という３つのポイントです。これから詳しく

お話をしますが、３つのポイントを、今日はお持ち帰

りいただければと思います。ひとつはチーム・ティー

チング、専門や経験が異なる教員が恊働する、という

こと。それから、実は授業フィードバックシステムと

いうのも結構重要です。これは、教育活動のギャップ

を可視化するということですね。それから 3番目は

教室や設備などの、物理的環境です。その中では異な

る環境、教育スタイルを共有することであったり、多

様な学習スタイルを保障することであったり、情報イ

ンフラの整備であったりします。ここでやっと、情報

の話が、アクティブラーニング with ICT の ICT が出

てきたんですけど、このあとお話しします。

本日紹介するデータ
　これから紹介するデータは、FDに関する質問をし

て、調査した結果です。全教員に対して２回実施しま

した。私が質問項目をつくりました。教授会やメーリ

ングリストで、協力を依頼して、一回目は 2002 年

11月に行い、回答数は 43名です。この調査方法は、

質問紙を印刷して配布して質問紙を回収しました。2

回目は、オンラインでやったんですけれども、30名

から回答があって、１回目の質問項目プラスアルファ

で行いました。これはオンラインで行って、在職者全

く同じ人だってわかったのは 17名ということです。

この 2002 年と 2007 年のデータを用いて、教員に

何がおこったかを話したいと思います。

チーム・ティーチング
　まず、一つはチーム・ティーチングの効果です。専

門や経験の異なる教員が恊働で授業実施をします。そ

れをするとどうなるかというと、スライドのカリキュ

ラム全体と個別のうち、個別というのは、ひとつのコ

マです。15 回の授業をどうするのか、というのは、

2人以上でやるので、当然意識されるわけです。それ

で、チーム・ティーチングは、いくつかの科目でやっ

ています。基礎科目、専門科目でやっています。それ

から後でお話する、プロジェクト学習でもやっていま

す。

　ここのチーム・ティーチングの定義ですが、常に同

じ教室に存在しなければいけないということではない

です。例えば、必修の授業で違うクラスを担当する。

でも内容は同じにするというのもチームと呼んでいま

す。例えば専門科目、基礎科目、数学、総合演習、電

子工学基礎とかプログラミング言語論演習とかヒュー

マンインターフェース演習などです。同じ専門分野の

教員達がチームになります。

　それからもうひとつ、３年生全学生必修、それと全

教員必修の、プロジェクト学習というのがあります。

これは現実社会との接点を深く意識したテーマを取り

上げて、１年間一つのテーマに取り組みます。１プロ

ジェクトの構成員というのは、2～ 3人の教員が恊

働して、10人～ 15人の学生を受けつけます。ここ

でポイントは、教員は自分達で好きな人と組むんです

けれども、専門の全く違う人達が、一緒にチームを組

む、という場合があります。専門分野が似た教員もや

る場合もあります。これは教員の裁量にまかされてい

ます。ただ面白いのは固定化していなくて、毎年だい

たい２年くらいやると、先生達が、自分達で声をかけ

て、新しく別の教員とプロジェクト学習を進めていま

す。

　それから、このテーマが採択されるかどうかという

のは、一番最初の方で、写真をお見せしたんですけれ

ども、4月上旬くらいに学生に対して教員がプレゼン

テーションをします。人数が満たない場合や全く学生

から希望がないテーマはおとりつぶしになります。募

集したテーマに希望が無かった先生達は、他のチーム

に入れてくださいと言って頭を下げにいくわけです。
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例：プロジェクト学習
　このプロジェクト学習の目的があります。そのプロ

ジェクト遂行にまつわるルールをまず学習する。プロ

ジェクト遂行に必要となる技術を学習する。プロジェ

クトを自主的に管理・運営する方法を学習する。通常

の講義とは異なる多様な教育機会を履修者に提供す

る、成果を内外に公表し、大学及び地域に、地域社会

に貢献するということです。

　この中で、教員の作業と学生の作業というのもきち

んと決まっていて、教員の役割は、テーマの提案とテー

マの説明会に出ること、それから週報をチェックする、

最終報告書をチェックする、それから毎回ですが、問

題点をフィードバックする、成績をつける。

　学生は、ガイダンスに出て、説明会に出て、プロジェ

クトを実行して、報告書を作成して週報を書いてそれ

から発表会をして、それから最終的な提出物と、学外

で行われる報告というのが入っています。

　これらのスケジュールがだいたい、２月くらいから

教員にテーマが募集されて、４月に発表会して、ここ

で決まるんです。中間発表会と報告書提出が中間で

あって、成績が前期でついて、ここで発表会をやって、

報告書があって、成績が出て、このあと、学生が発表

会を行います。これが決まっていることです。この間

の中で、何をするのかというのは、教員に任されてい

ます。　

　この全体のこういうものを把握するのは、プロジェ

クト学習のワーキング・グループ・チームというのが

組織されていて、その教員達が交渉などを担当します。

カリキュラム相関図
　その他に、うちの特徴としては、こういうカリキュ

ラムづくり、カリキュラム相関図があります。これは

１年生の前期・後期、２年生の前期・後期、４年生の

前期・後期まで、どのような科目があるかを示してい

ます。これは専門科目だけですけれども、グレーに

なっているのが必修科目で、白が選択科目です。これ

とこれをやるとそれはどういうものにつながっている

とか、何ができるようになるとか、ロボットを単体で

動かせるとか、これやると複数のロボットが動かせる

とか、そんなことも書いてあります。こんなものがあっ

て、こういうのは毎回、毎年ですね、これでいいのか

どうか、この科目の内容どうするなんて話し合いが、

日常的に行われています。

全体カリキュラムに関する調査結果
　全体カリキュラムに関する教員の意識調査をしたと

ころ、担当科目について大学全体のカリキュラムを意

識すると言った人が 95%、しないが 5%、一人くら

いですかねえ。2007年もほとんどそうですね、みん

な先生たちは意識している。それから関連科目につい

て、さきほど申したとおり、前後の科目などです。担

当者と相談したことがあるか、ないかというのは、こ

のぐらいの数値である。それから、全体科目に対する

調査で、担当科目以外で、カリキュラムや授業につい

て、会議以外の場で同僚と話をしたことがあるかとい

うと、2002年も、2007 年もほとんどあると言って

いて、ほとんどがこういう科目について他の先生と話

したことがあるとのことです。

　それから、担当したことがある場合について、どん

なときかと聞きました。これは 2007 年もほとんど

同じだったのですが、偶然会ったとき、会議が終わっ

た後、研究室の前を偶然通りかかったとき、それから

昼食時、その他です。この写真は、他の大学の方には

奇異なことかと思うんですけれども、昼食時、別にファ

カルティ用の食堂があるわけじゃないんですが、ここ

に座っているのはすべて教員です。周りには誰もい

ないんです。その理由は、12時 10分過ぎになると、

2時限目が終わった学生達で食堂が混雑するので、混

雑する前に、２時限目の授業を持っていない先生は、

みんな集まってきます。このような場で、いろんな話

をします。チーム・ティーチングをやると、チームの

人と相談するしないというのは、ほとんどの人がしま

す。

チーム・ティーチング担当者との相談・複数の教員と
担当することで
　相談の頻度というのは、2002 年が週に１～２回で

44%、2007 年も週に１～２回が 36%で、月に２度

くらいまで含めると 60%くらいです。このくらいの

人達が、しょっちゅう相談しているということが日常

的に起こっています。

　それから、複数の教員と担当することでどうかと、

肯定的な意見を聞きました。まずはチーム・ティーチ

ングにすることで、新たな講義内容あるいは講義方

法を思いつくかを聞きました。これは、「まあそう思

う」、「そう思う」で 2002年は 93%、2007年では、

新たな講義内容講義方法を思いつくと回答したのは、

90%越えるわけです。それから、他の人の授業を見

に行くかというと、この辺は、半分くらいの人は、他
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の授業を見に行くと言っています。

　もうひとつ、肯定的なデータを示します。授業一緒

にやるだけなんですけれども、研究上で刺激を受ける

か、と聞きました。それから授業で学生に関する問題

が共有できるか、というのも聞きました。これも、研

究上で刺激を受けると回答したのが、「まあそう思う」、

「そう思う」というのを入れると、60%の人がいる。

2002年でもそうでしたけど、2007年になってもそ

う思っている人が 60%いるということで、これは予

想外でした。

　それから、このとき、2002年に調べてみてすごく

面白かったんですけど、授業や学生に関する問題を共

有できるというのは、「そう思う」、「まあそう思う」

が 93%、2007 年も 90%です。つまり、実は教員は

案外孤独だったということなんです。つまり、どうし

て今の学生はできないんだろう、どうやったらさっき

やったあの授業に参加する、参加しないんだろう、ど

うしてこんな単位を落とすのか、学生達がなってない、

近頃の学生は .... という風にみなさん思っているんだ

けれど、それを本当に愚痴ではなくて問題解決に向け

て、共有できる人が実はいなかった、ということをこ

れは示しているんだと私は思います。

　それから、否定的なものを紹介します。複数の担当、

チーム・ティーチングすることで、要するに話し合わ

なきゃいけないから、話し合いに割く労力や負担が大

きい、それから、自分が思い通りの授業ができない、

というので、「そう思う」、「まあそう思う」、「そう思

わない」、というので、負担が大きいと思っている人

達は、実は 26%、今だと 13%に減っています。それ

から思い通りの授業ができないというのは、11%か

ら６%に減っていました。だから、チーム・ティーチ

ングをやる前は結構、面倒くさいかもしれませんが、

やってみたら結構みんな面白いじゃん、いいことある

じゃん、という風にわかっていただけるんじゃないか

と思います。

2. 授業フィードバック・システム
　それから、２番目の授業フィードバックですが、オ

ンライン授業フィードバックシステムがあります。こ

れは学生による授業評価で、学内WEBで学生教員専

用のところから見に行けます。で、これはシステム自

体は、教員がチームで開発して、学生に向けてフィー

ドバックの目的をきちんと説明して、集計結果を即時

に表示します。今まで投票あった分だけ、ぱっと出て

くる。最終的に期限を切って、学生からの要望などに

対して、教員がコメントを出していきます。

　それから、ここでちょっと書き忘れたのですけど、

学生のフィードバックの最後には、この授業を来年と

る学生にむけてのアドバイスも入っています。

　ここでポイントなのは、評価ではなく、フィードバッ

クです。つまり、教員個人の評価ではなくて、大学の

教育活動改善のための学生からの提案であると、いう

わけです。評価結果に関しては学生の方から、必ずメッ

セージを出すようになっていて、結果は学内公開、投

票したらすぐに学生は今の投票結果を見られるし、教

職員も他の人のも全部見られるようになっています。

それから、前の年度、前の学年、というのもずっと見

られるようにデータが蓄積されています。

授業フィードバック・システムの利用
　フィードバックシステムはほとんどの人が使ってい

て、利用する理由としては学生からの反応が知りた

い、または次の授業の参考になる、という人がこれだ

けいる。それから、面白いのがこれで、その結果を見

たことがある、ない人は０、みんな見るんです。自分

のものを見るだけじゃなくて、同僚のものを見る人が

66.8%がいる。これは教員がですね。結局こういう

ので、どういう行動に変化が起きたかと聞いたところ、

講義内容・方法、授業の進め方やプレゼンテーション

資料を改良した、学生の要望に対応した、パワーポイ

ントの文字の大きさ、話す速度、それから授業に自信

が持てた、という素直な先生もいます。

　教える側の意図を学生に伝えることを意識するよう

になった、前を向いてきちんと話しかけるようになっ

た。それから、否定的な意見もあります。残念ながら

匿名のコメントのフィードバックに拒絶感を感じるよ

うになった、こういうのがありましたので、このシス

テムは匿名にしないようにしました。ただ投票すると

きは匿名、それから成績を出すまでは匿名で受け付け

て、成績を出した後はそれを全部公開する、というこ

とを学生には伝えて、現在はそのようになっています。

　あくまでも、評価ではなくて、個人の評価ではない、

ということですね。あとは、学生からの提案です。学

内公開すると結局どういうことが意味があるかという

と、教育活動のギャップの可視化です。これをやろう

と思って、これは聞いてくれると思って、与えている

側と、受け取っている側のギャップを見せることにな

る、これはグラフ化されています。そういった中で、

それが毎年毎年蓄積されることによって、あるいは、

他の先生のデータとが共有できるようになって、共同
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体としての問題も共有できるようになっていくと思い

ます。

3. 教室や設備などの物理的環境
　教室や設備などの、物理的環境というので、これは、

今回あまり意識してなかったんですけど、いろいろ効

いてるなということをいろんな方とお話して、わかっ

てきました。

　一棟の校舎、さきほどオールインワンと言いまし

た。それから、ガラス張りの教室、多様なスタイルの

教室というので、異なる教育スタイルを共有するとい

うことです。それから、オープンスペースというのは、

多様な学習スタイルを保証するということ、それから

やっとでてきた ICT、学内全域の LANの設備と学生

必携のノート型パソコンで、情報インフラの整備をす

るとどういうことが起こるか、ということです。

　これは今まで言ってきたような空間にするとどうい

うようなことが起こるかです。同僚の授業を見たとい

う状況を聞くと、この辺の一番高いところは通りが

かりに足を止めてガラス越しにその授業を見たとか、

オープンスペースの近くを通りがかりに見たとかとい

うのが同僚の授業を見るってことです。さて、見学時

に注目した点は、話している内容、資料の提示方法、

空間の利用方法、メディアの使い方、授業の展開方法、

他分野の授業内容や方法、学生への話し方やそれに対

する学生の反応、学生にどう注目されているか、特に

インタラクション状況、教員の学識と態度とか、おも

しろそうな雰囲気にひかれてみた、スライドや資料の

提示、課題を与えるタイミングと内容、講義のレベル、

学生の理解度、それから板書の仕方を見たというのが

出てきました。

　チーム・ティーチングについては、視野が広くなる

ので良いとか、他の教員から知らない学生についての

情報をいれるのが良いとか、担当する同僚次第である

とか、１人コーディネーター的な人がいるとうまくい

くとか、それから他の担当科目以外のことで同僚と話

す内容については欠席が多い学生にどう対処している

かとか、授業中の学生の態度とか、意欲、理解度、レ

ベル、試験実施方法、採点基準、他の教科との関連、

共通点、カリキュラム体系、課題の出し方などを話し

ています。

運営システムや環境の FDに対する影響
　これが新たに付け加えた質問です。運営システムと

は、例えばチーム・ティーチングするというような、

そういったことです。大学全体の運営が、環境が FD

に何らかの影響を与えると思うか、と教員に聞いたと

ころ87%が何らかの FDの活動になっている、と言っ

ている。

　多いのは、一番下から見ていくと、ガラス張りで外

から授業風景が見える、それから、複数の教員が恊働

で実践する科目がある、授業フィードバックシステム

がある、気軽に話し合える教員がいるなどです。教育

に熱心な教員がいる。異なる授業スタイルをする教員

がいる、というようなことが、FDになっている、と

教員達が感じています。

学内全域の LAN設備と必携のノート型パソコン
　こういうものを可能にしているのは何かというと、

学内全地域の LAN設備です。教室、研究室、事務室、

図書館、講堂、講堂まで、300人まで入る講堂まで、

オープンスペースも、全ての机に電源と情報コンセン

トがあります。全ての教室にプロジェクターがありま

す。それから全ての学生には入学時に特定のスペック

のノート型パソコンを購入してもらうようにして、必

ず学生はノート型パソコンを持っている。そういう情

報インフラの整備がもたらすというのは、これまで、

いろんなフィードバックシステムがそうですけれど

も、そういったコミュニケーションシステムの活性化

と知の共有と蓄積というのが起こっている、という風

に言えると思います。

教育活動改善への資源として
　こういった授業フィードバックシステムというの

は、実はそのさっきから言っているように教育活動の

ギャップを可視化する。改善するための学生からの視

点です。今回、やってきた FDに関する調査というの

も別に個人の評価をしているわけではなくて、問題や

関心を共有して今度は大学の教育活動改善のための教

員からの視点です。つまり、どちらも教育改善の資源

となる、リソースとなる、ということなんです。

メタ学習センター
　共同体の構築と維持に向けて、というような考えで、

今言ってきたような調査を、メンバーの内部の人が調

査するというのは、共同体をより良くしようとしてい

る当事者であるということです。だから、質問項目は

共同体の問題に依存して、改善しようというところに

依存するわけです。というわけで、外部委託で調査し

たものとは基本的に異なるんです。これだけで十分か
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と思っていたところ、これを意識化する体制が必要と

いうことに、7年目、８年目になって思い至りました。

そこでメタ学習センターを設置しました。

　メタ学習センターは、英語では、Center for 

META Learning と言い、CML と呼びます。大学共

同体のメンバー、学生、教職員、そして地域の共同体

になるために、全ての CMLのメンバーが、メタ学習

というものを意識して学び続ける環境をデザインして

提供し続けることです。ここで言うメタ学習とは簡単

に言えば、学び方の学び方です。

学習共同体としての大学
　活動としては主にリベラルアーツのあり方、カリ

キュラム開発及び実施、新入生の導入教育、FDとか、

それから建学の理念の教職員との共有化であるとか、

全ての未来大学におけるいろんな人のレベルの教育・

学習にかかわること全部扱っちゃおうというような位

置づけになっています。これのやり方は当然ながら、

うちの方法、「チームをつくって実施する」し、すでに、

いろんなところでインフォーマルに起こっている、行

われているものを見つけて育てるということをしよう

と思ってます。

　こういうグループができあがっていて、のりづけ

の部分です。これはさっきの ICT によってさっきの

のりづけができている部分もあるし、こういう組織

を CMLのような組織をつくることによって、こうい

うことができてくるんじゃないかということです。つ

まり、チームをつなげるというのは、良い実践を見つ

けて、認めて、広めて、それを支援することです。そ

こにおけるリーダーシップとは何かというと、例えば

FDのようなものは基本的にボトムアップじゃないと

うまくいかないです。そこでトップダウンで何をする

か、いいものを見つけたらそれを制度化する、それか

らこれはさっき、インステチューショナイズ　サステ

イナビリティってさきほど、ピーターが言っていたと

思うんですけれども、制度化して、連携して、統合す

るというようなことです。

ICT mind , FUN mind
　ここで、何がこれを可能にしているのかを考えてみ

ました。

　例えば ICT マインドかな、とか思ったんですね。

それは例えば、WWWとか google とかWikipedia

とか、あとはその Linux のようなオープンスソース

とか、そういうところに参加して貢献して保存して共

有して可視化して透明にしてメンバーが対等であると

いうような、その IT がもたらしたものというのがあ

るし、こういうマインドを持った人たちがいる。やは

りそれが社会システムと技術とが一緒になってデモク

ラティックなもの、デモクラシーというものをエンハ

ンスしている。ただし、ここでは、目的は学習ではな

い。つまり、その学習を目的として、意図していない

んです。

　これを学習ということに意図して、もう少しこう制

約をかけたらどうなるか、というのが FUN Mind で

す。これは楽しいこころじゃなくて、公立はこだて未

来大学のマインドです。オープンスペース、オープン

マインドは、当初から言っているんですけど、スペー

スをオープンにする、いろんな形でマインドまでオー

プンになってくるということです。その中で ICT を

活用して学習に焦点化すると、そこから学習共同体が

構築されると、コミュニティが豊かになっていきます。

　実は、こういうマインドは、さきほどの寺子屋で言っ

てきたんですけど、もともと日本人は、曖昧だけど楽

しいことが好きなんじゃないかと思います。この 20

～ 30年というのは、アメリカなどの世界を相手にビ

ジネスをしていく中で、日本人はすごく返事が曖昧で

何が言いたいのかわからない、結局好きなの嫌いなの、

と悪いことのようによく言われます。実はこの曖昧さ

は、この空間と境界の曖昧さ、間とかそういうものは、

実は大事かなと思います。

　さきほど、寺子屋の子たちが楽しそうにしていたの

は、その日常と学校という区別がなかったからである

と思います。ただし、じゃあ今の時代にそれが放りっ

ぱなしでいいかというと、どうもそうじゃないと思い

ます。別に、江戸に戻れと、言っているわけではない

です。日本人はそもそもこういうことが好きだったん

じゃないかと言うわけです。これが ICT という力を

持ったときに、新たなものが出来上がってくるんじゃ

ないか、と思いました。今日はおしまいにします。

司会者：
　質問ある方はどうぞ。

質問者：
　一般参加の武内と申します。美馬先生、どうもお話

ありがとうございました。質問があります。美馬先生

のお話を聞いて、将来性というものをすごく感じまし

た。この中でぜひとも聞きたいと思ったのは、プラク

ティスとしての FDです。3番目の物理的環境で、異

なる教育スタイルの共有、多様な学習スタイルの保障
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とありまして、実は、今聞いていたのですが、多様な

スタイルを作り出すことから可能性と多様なクリエイ

ティビティが、具体的にどのようなプラクティスの実

働になるのか、どのように異なるスタイルが、どのよ

うに共有されて、どのような結果を生んでいるのかを

ぜひお聞きしたいです。

　二つ目として、その多様な学習スタイルの保障につ

いてです。実際にどのようなプラクティスかの実像を

つかむ上で、ぜひとも教えていただきたいです。以上

２点でございます。

美馬のゆり：
　ひとつは、どういう授業のスタイルがあるかという

と、うちはそもそも学際的なコンピュータサイエンス

がベースですけれども、そこにデザイン系の教員がい

ます。例えばアトリエというような場所で学生に、デッ

サンを教えたりしてやってるのもあるんです。

　そこで起こっていることは、さきほどの寺子屋と同

じです。隣にいる学生が何をやっているのかが見える。

それから教員が、そこで指導しているのが聞こえる。

つまり、私達は、こうやって授業していると、同じ授

業を受けていても隣の同級生がそこで何をやって何を

考えているのかが、わかんないわけですね。そういっ

た学習スタイル、私はそれはアトリエ的学習空間って

呼んでいるんですが、それを普通の授業に展開するこ

とができるんじゃないかというので、いくつか実践し

ています。そういうことが起こっています。

　つまり、異なるスタイル、アメリカやオーストラリ

アから来た、コミュニケーションの先生達は、オープ

ンスペースをいろんな形で利用して授業しているの

を、私たちはよく見ることができます。

　私は一番最初に、アメリカのハーバード大学大学院

に留学して、授業を受けたときは、すごく感動しまし

た。それから、ちょうどそのときに創設されたMIT

のメディアラボでも、私は授業を取りに行き、すごく

ショックを受けました。こんな授業で楽しそうなこと

があるのか、まるで幼稚園だと思いました。それを、

他の先生たちにも留学しないでも知ってほしいと思っ

たらどうするか。大学の中に持ち込める人を呼んでき

てメンバーにして「見せる」ということです。それで

やっています。

　それから学生にどういう保障をするかというと、さ

きほどお見せしたようなスタジオという学習空間があ

ります。自分が好きな場所を学生が選べるんですけど、

すみっこの方で静かにやる学生もいるし、みんなとわ

いわいやる学生もいる、先生の近くに行き、その先生

が好きだからといって、その先生の研究室の前に座る

子もいるし、本当に静かに一人で勉強したい子は、図

書館に行きます。でもそこには全てインフラが整って、

情報コンセントと電源が図書館の全ての机にもありま

すし、こういうところにも全部あるという意味で、一

人になりたいとき、みんなでやりたいとき、さきほど

のドミトリーの話が出ましたけれども、おうちに帰り

たがらないんです。帰るのが夜遅くなるので、それが

ちょっと問題になっています。

司会者：
　ここで終わりたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。
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アクティブ教育への第１歩 ‒ KALS でのライティング授業 ‒

はじめに
　東京大学教養学部のトム・ガリーといいます。どう

もありがとうございます。実は、これまでの３つの発

表を聞いて、私の発表と重複している部分があると気

がつきました。ひとつは、駒場アクティブラーニング

スタジオ（KALS）で私が行った授業の事例について

です。KALS の詳細はお話しておりませんが、後ほど

見学会がありますのでぜひご参加ください。配布資料

中のパンフレットに KALS の写真が掲載されていま

すので、参考にしていただければと思います。

　私は、KALS で授業を行っているのですが、KALS

の設備で使っているのは、丸い勾玉テーブルです。各

テーブルにそれぞれタブレット PCが置かれ、5～ 6

人の学生が座ります。教室の４面にはプロジェクター

があり、そこに私のパソコンの画面や学生のパソコン

の画面を投影しています。他にも機能がいろいろあり

ますが、私の授業では、主にこれらの機能を使ってい

ます。もうひとつ授業を行う上での大前提として、私

の教える授業はすべて英語で行われます。授業で使う

英語は大学1～ 2年生向けのレベルです。

　日本の英語教育の歴史を見ると、おそらく 10 ～

20年前の英語教育の殆どは受動的な学習でした。本

などを読んだり、時々リスニングはあったそうですが、

アクティブなものではありません。それではいけない

ということで、10～ 15 年ほど前から英会話がどん

どん導入されるようになりました。しかし、外国語を

使って情報を発信する能力を身につけるということに

は、会話だけでなく、文章を書くことも含まれます。

特に東京大学は研究大学ですから、東大の学生の学習

には会話力だけでなく、きちんとした文章が書けるこ

とが非常に重要です。これも授業を行う上でのひとつ

の前提となります。

クリティカル・ライティング・プログラムについて
　私が所属している、クリティカル・ライティング・

プログラム（CWP）について簡単に説明させていた

だきます。

　CWP は、2005 年に設立されました。CWP の活

動の一つは、ライティング教育に関する調査研究です。

今日は詳しくはお話しませんが、ライティング・セン

ターという活動もあります。主に北米の大学で、歴史

学や社会学など分野はなんでもいいのですが、文章を

 東東東東東東京京京京大大学学学教養学学部部附附属属属属属属
 　教教教教教教教教養養養養養教教教育育開発発機機構構
 特特任任任任准准准准准准准教教教授授授

GP.indb   68 2009/10/21   13:21:48



東京大学 現代的教育ニーズ取組支援プログラム 「ICT を活用した新たな教養教育の実現」

国際シンポジウム 「ICT を活用したアクティブラーニング」2008.03.17 69

書かなければならないときに、その支援を受けるため

にライティング・センターに行き、一対一で他の学生

と話し合って自分の書いている文章について話し合う

ということを研究しています。

　また、2005年から、アカデミックライティングの

パイロット授業の開発も行っています。授業のテーマ

はいろいろありますが、全体的にアカデミックライ

ティング、特に学術論文の書き方を中心にしています。

理系または文系に特化した授業もありますし、文理一

緒に行う授業もあります。クリエイティブ・ライティ

ングの授業も少しあります。ライティング・センター

では、大学院生がチューターになるための教育も行っ

ています。

　そして、2005 年から行っている一部の理科系の

1～ 2年生向けの授業が、教師としての手応えや学

生からの反響があり、評判もよいため、2008 年 4

月から、Active Learning of English for Science 

Students（ALESS）というプログラムに発展するこ

とになりました。理科系の学生は、理科１類から３類

まで全員が ALESS の授業を受けることになります。

本来ならALESSの授業をKALSで行いたいのですが、

残念ながら KALS は１部屋しかなく、ALESS の授業

は同じ時限帯に 6～ 7コマ行わなければなりません

ので、とりあえず一般の教室で授業を行う予定です。

　クリティカル・ライティング・プログラムでKALS

という教室を使っている教員には私の他に山本久美子

先生がいますが、時間の関係上、ここでは私がやって

きた授業について、簡単にお話しさせていただきます。

KALS での授業
　KALS での授業は 2007年度の夏学期からと書いて

ありますが、実際にはその前の 2006 年度の冬学期

から、KALS という教室は想定しておりませんでした

が、タブレット PCを使って授業をやってみたらどう

か、という提案がありました。そこで普通の教室で授

業をやってみましたが、おそらく学期の半分くらいは

タブレット PCを使ったと記憶しています。

　この経験を参考にして、KALS での授業を行っ

ております。本格的に KALS を使い始めたのは、

2007 年の 5 月頃からです。KALS が使えるように

なってから、この４つの授業は English Writing 

for the Sciences、Science Writing Seminar、

Introduction to Academic Writing、 そ し て

Science Reading Workshop です。受講生の数

は、最初は 25名くらいだったと思います。Science 

Writing Seminar では、残念ながら６名でした。

Introduction to Academic Writing は 26 名 で、

Science Reading Workshop は KALS がいっぱい

になる 40名の学生が受講しました。そして、2007

年冬学期の 10 月から Introduction to Academic 

Writing を行いまして、16 名の受講者でした。

Writing Creative Nonfi ction in English も 16 名

くらいでした。

ライティング授業の主な内容
　特にアカデミックライティングの授業でどういう内

容を教えるかということを、簡単にご説明します。我々

の学生にとって、外国語というのは主に英語という言

語になりますので、英語でのライティングのプロセス

を教えます。母国語で文章を書くのと外国語で文章を

書くのとではずいぶん違う面がありますが、両者に共

通する基本的なこと、すなわち文、段落、そして論文

の論理構造などを教えています。

　学術論文を書くのは、普通の文章を書くのとは異な

ります。自分の意見や自分が楽しかったことや経験し

たことは、殆ど書きません。論文は客観的な事実につ

いて書くものです。高校卒業までの授業を受けてきた

学生の多くは、文章を書いても、自分のしたことや考

えていることだけを書きますから、アカデミックライ

ティングのスタンスを教える必要があります。

　学生がこれまでに勉強した英語は、非常にイン

フォーマルな英語というわけではありませんが、学術

論文に適したレベルではないため、大学では格調の高

い英語や学術論文で用いる英語を教える必要がありま

す。

　それから、論文の書き方を抽象的に学ぶだけでなく、

実際に論文を書かせます。これは特に KALS のみで

行われるのではなく、どんなアカデミックライティン

グの授業においても実践されています。

通常の教室でのライティング授業
　通常の教室というと、椅子があり、教壇があり、黒

板があるといった教室が想定されます。この通常の教

室でできることとしては、まず教科書や論文のサンプ

ルを読んで、論文の構造や特徴を説明することが考え

られます。また、練習問題を準備して、このパラグラ

フにひとつのセンテンスが抜けていて、このセンテン

スはどこに入れたら論理的な構造になるかというよう

なことを練習することもできます。学生達が書いた文

章の間違いや改善点などを教員が説明することもよく
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あります。また、宿題のピアレビュー、つまり学生が

書いた文章を教室で二人一組や小人数のグループで読

み合って話し合うことは、通常の教室でもできます。

　しかし、１番大きな問題は、授業中のライティング

そのものが難しいということです。まず、パソコンが

ありません。皆さんはどうかわかりませんが、私は手

書きで書くことはありません。英語でも日本語でも、

手書きでは苦痛です。普通の教室にはコピー機もあり

ませんし、OHPがない場合も多いので、実際に手で

書いた文章を共有するのは困難です。また、参考文献

は電子辞書しかないことが多いです。論文を書く際に

は、自分の頭の中にあることのみを使って書くのでは

なく、図書館で様々な文献を読んだり、ウェブ上の資

料を読んだりして、新しいアイディアを探して書きま

す。理系の方であれば実験をしてデータを集め、それ

について論文を書きます。通常の教室ではこれはでき

ません。

KALS で可能になった授業活動
　今度は、KALS という教室でライティングを教える

ことで何ができるようになったかについてお話ししま

す。１番大きいのは授業中のライティングができるこ

とです。実際に 90分の授業内で、教師からの説明や

例文を読むなど、いろいろやりますけど、実際に学生

が授業中に勉強したことを、個人やグループでパソコ

ンを使って綺麗に書くことができます。パソコンは

インターネットにつながっていますから、情報収集す

る必要があればネットも利用できます。また、ネット

ワーク上でリアルタイムに論文が共有できます。イン

ターネットでアクセスできる情報は一般のウェブサイ

トだけではなく、学内からアクセスできるオンライン

ジャーナルもたくさんありますので、これは非常に有

益です。何回か学生全員で学内からオンラインジャー

ナルにアクセスしてみたところ、同じ IP アドレスを

使っているため、不正アクセスと間違えられて 10分

程度アクセスをブロックされることがありましたが。

　また、サーチエンジンを利用することもできます。

情報を収集するだけでなく、外国語で文章を書くと

きにもサーチエンジンは不可欠です。なぜかという

と、グーグルなどのサーチエンジンを使うことで、あ

る表現が実際にどの程度使われているかを確認できる

という機能があるためです。ある形容詞と名詞が実際

こういう組み合わせで使われているかどうか知りたい

とき、グーグルで検索すると、20万ヒットとか、30

万ヒットと出てきます。それで安心し、自然な組み合

わせであると分かります。ヒットが 0とか 1しかな

いと、これは駄目だということになります。この方法

は学生にも教えます。他にもいろいろなコツがありま

す。サーチエンジンの使い方が口頭の説明で終わって

しまっては、十分に活用できるようになりません。

　ウェブ上で情報発信をすることもあります。クリエ

イティブ・ライティングの授業では、ウェブサイトを

つくって情報発信をしました。これからブログなどを

使ってもっと活発に情報を発信したいと思います。

教師としての印象
　これまでの講演では、統計などのデータがたくさん

出てきましたが、私の講演では、統計などの客観的な

結果は何もないので、KALS を使った授業での個人的

な印象についてお話します。

　ひとつには、教え込む量が減少したことがあります。

普通の教室でテキストを使って第1章から第何 10章

まで、どんどん進んでその全部を教えることはできま

す。学生がその内容を 1年後に覚えているとは思い

ませんが、教えることは可能です。でも、授業中にラ

イティングをやりますと、決まった内容を教える時間

が減ります。それが悪いこととは思いませんが、教え

る量は確かに減りますので、その覚悟は必要だと思い

ます。

　英語の授業で、大学入学後の 18～ 19歳の学生が

学びますから、学期中にも学生の英語力が向上する

ケースが多いと思います。私の印象としては、通常の

教室と KALS では英語力そのものはほぼ同じレベル

で向上すると思います。

　でも、KALS による大きな違いのひとつは、ライティ

ングプロセスに対する学生の理解が向上することで

す。つまり、どうやって情報を構築するか、情報を並

べるか、情報を抽出するかということの理解が向上す

ると思います。第 2言語である英語で、どういう風

に良い文章を書けるようになるか、ということについ

ては、通常の教室よりも KALS の方が理解しやすい

ようです。

　また、漠然としたコメントですが、教室がいろいろ

な意味で開けてきたと思います。KALS には瞬間調光

ガラスがあり、外から見ることができますが、そうい

う物理的な意味だけでなく、精神的な意味でも開けて

きたということです。先ほど美馬先生がおっしゃった

ように、学生と学生のお互いの関係という意味でのつ

ながりが開けてきたと思います。お隣が何をしている

か、何を考えているのか分かるようになってきた。教
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師と学生の間のつながりも強くなりました。

　私にとって一番大きいのは、インターネットにつな

げるようになったということだと思います。自分で

も、殆ど一日中、パソコンの前に座ってインターネッ

トに接続しています。特に文章を書くときに、まった

くインターネットに接続できない普通の教室に行くの

では、非常に制限があると感じています。

教師にとっての課題
　教師にとっての課題は３つあります。この課題には、

KALS だけでなくおそらく ICT を活用したアクティブ

ラーニングに共通する点もあると思います。

　１つは機器の操作です。これは教師にはそれほど大

きな問題ではないと思います。事前に教室に行って、

機器の操作を練習して、DVDの使い方を確認したり、

ウェブブラウザで自分のよく使うリンクをブックマー

クしておくなど、いろいろと準備できます。しかし、

講義をするときや、学生に出されたものを読んだり、

質問を受けたりするときには、集中力が必要です。そ

の間、機械に何か不具合があるとか、慣れていないと

ころがあると、普通の教室よりも困ったなあ、という

気分になります。

　先ほどのMIT の教室のように、KALS でも教壇が

教室の真ん中にあります。これでは、学生全員の顔や

目が見えません。アイコンタクトをとることで、学生

が本当に自分の話を聞いているか、理解しているかを

見ることができますので、これは非常に重要です。こ

の点は考えなければならないと思います。

　また、授業中に学生や講師の注意が散漫になるとい

う問題もあります。様々なことを同時並行的に行って

いるため、授業の進行が乱れるという問題もあります。

学生にとっての課題
　機器の操作は学生にとっての課題でもあります。特

にパソコンなどの操作に慣れていない学生が目立ちま

す。公立はこだて未来大学では全員が同じパソコンを

買うということで、すばらしいと思います。たぶん

東京大学では無理でしょう。ですから学生達は自宅

でWindows XP や Linux を使い、学内の図書館で

Mac を使い、KALS でWindows Vista を使うといっ

た状況になります。これは１つの問題かと思います。

　もう１つの問題は、毎回学生が使うパソコンが異な

るという問題があります。自分がいつも使っているブ

ラウザなど、いろんなソフトウェアの環境が違うこと

になります。例えばブックマークとかありますので、

そのパソコンで設定をすることになります。まあそれ

は、我々がもうちょっと考えれば、改良できるところ

でもあると思います。

　40人の授業で全員がパソコンを使うと、必ず 1台

や２台くらいクラッシュしてしまう。多くの学生は

自分のパソコンが動かなくなってしまったときは、

ぼーっと見ているばかりです。最近はクラッシュも少

なくなりましたけれども、こういう問題はあります。

　はっきりとは言えませんが、大学 1～ 2年生くら

いの日本の若者は、以前よりもパソコンを使わない傾

向にあるのではないかと思います。前学期、ライティ

ング授業の初回にある女子学生が来て、最初に、「あ

れっ、パソコン使うんですか？携帯からそのまま論

文を提出してもいいですか？」と聞いてきました。そ

の学生は、実際に宿題を携帯から提出しましたが、全

部大文字で改行もないので、やめてくださいと言い

ました。実際に携帯電話はコミュニケーションの手

段として非常に優れているので、これからもパソコン

がちょっと苦手な学生が増えるのではないかと思いま

す。

最大の問題
　最大の問題として、パソコンというものの複雑さが

あります。複雑すぎることが多すぎるのです。ボタン

や、ウェブブラウザを開けるときのメニュー項目が多

すぎる。特にキーが多すぎて、何かひとつ間違えると

自分が何を間違えたかも分からなくなってしまい、大

変なことになります。

　たとえば、全てのウィンドウズのパソコンには、プ

リントスクリーンというキーがついています。今まで

使ったことない方はいますか？多いんですねえ。この

ように、ほとんど必要のないキーもありますし、ちょっ

と間違ってキーを押すと何か変なことになってしまっ

て、授業が 10秒から 20秒程度停止してしまう可能

性もあります。これからは本当にこういう問題点の改

良が必要だと思います。

ライティング以外の授業
　ライティング以外の授業としては、一年前にリー

ディングの授業がありました。普通のリーディングの

授業では教科書を使うか配付資料を読みます。しかし

この KALS での授業では、学生達が興味のあるセル

バイオロジーなどの分野の学術論文を、オンライン

ジャーナルにアクセスし、そこから読みたい論文をダ

ウンロードして、グループで読みました。このような
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活動は普通の教室では絶対にできません。

　来学期はリスニングの授業を行いますが、この授業

では学生が英語のラジオ放送を聞くだけでなく、自分

でラジオ番組を作る予定です。最初に台本を書き、パ

ソコンを使って録音するという授業をやってみようと

思います。これは初の試みとなります。

　それでは、時間になりましたので終わりにいたしま

す。

質疑応答
質問者：
　ありがとうございました。早稲田大学の竹岡と申し

ます。語学の授業で、このような ICT を使った可能

性が非常に高いということは非常によくわかりまし

た。私もその点に関心を持っていますが、ICT のおか

げで、教室外でできることもすごく増えてきています

よね。例えば先ほど先生もおっしゃったように、イン

ターネットを使っていろいろと調べものをするといっ

たこともできます。その中でどうしても、教室だから

こそできること、教師がどうしてもすべきこと、とい

う意味で最後に残るのはどんなことでしょうか？

Tom Gally：
　情報の伝達方法によって、情報量が異なると思いま

す。文章、映像、ウェブサイト、画像などの情報量と、

実際に人と面と向かって話し合う、またグループで話

し合う情報量を比較すると、後者の方がはるかに多

いと思います。もちろんツールとして PCやインター

ネット接続は、いろいろな面で役に立ちますが、それ

よりも、同じ場所で私達が、みんなで話し合って、お

互いの仕草や反応を直接見られるということが一番大

事だと思います。

　個人的な意見ですが、数百人の学生に向けた講義を

する必然性が非常に弱まっていると思います。東京大

学でも、そのような授業がありますが、それではイン

ターネットを通して配信するのとほとんど変わりませ

ん。その一方で、物理的に建物が存在し、そこに学生

達が通学してくるという大学のあり方はこれからも存

続しますので、その利点を生かし、一対一で会って話

し合うという意義が一番大きいと思います。

　そのために、KALS のような教室が絶対に必要とい

うことではありません。もちろん、15人程度の小さ

な授業でも十分に実現できます。しかし、これからは

素晴らしい技術があるからこそ、教室内での教育活動

を改良しなければならないと思います。
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情報学環・福武ホールのデザイン
情報学環・福武ホール
　大学の学習空間という観点で、担当しております、

情報学環・福武ホールについて紹介します。現在、建

築の最終段階に入っておりまして、3月26日に、竣工、

完成をする予定の建物です。

　東京大学大学院情報学環・福武ホールは、福武ホー

ルという名前からわかりますとおり、ベネッセコーポ

レーションの福武總一郎会長より、ご寄付をいただき

まして、建築される建物です。東京大学の特別栄誉教

授の安藤忠雄先生が設計を担当しております。

　この建物には、学びを支援するための場として、主

に５種類の主要施設がありますので、それに関して、

簡単に説明をしていきたいと思います。

福武ラーニングスタジオ
　福武ラーニングスタジオで、これはMIT TEAL ス

タジオやウォーレンバーグホール、駒場にあります

KALS など、いわゆるアクティブラーニングスタジオ

と言われるタイプの能動型学習を支援するためのスタ

ジオ型の教室です。ここでは、重なる部分が多いので、

細かい部分は説明しませんが、本郷キャンパス（専門

教育）にございますので、小さめの教室にできること

が非常に重要ですので、パーティションで区切られて

おり、16名× 3部屋があります。小演習でアクティ

ブラーニングができる、ということを主に狙ってデザ

インをしております。

福武ラーニングシアター
　次が、KALS もそうですが、大学の全ての授業がア

クティブラーニングで代替できるのか、という質問が

よくされます。実際には、スタジオ、日本語でいうと

工房だと思いますが、手を動かしながら学んでいくと

いう場も必要なんですが、もう少しですねえ、物語を

共有するような場も、おそらく必要だということで、

用意されているのが、福武ラーニングシアターという

劇場型の空間です。この空間は定員 180 名ですが、

ちょうどローマ時代の円形劇場のように、前に人が

立って、そこを聴衆が取り巻いて、物語を共有するプ

ロセスを ICT によって支援する部屋になっています。

細かいことは、3月 26日以降、様々な形でこの福武

ホールをご紹介する機会があると思いますので、そち

らで聞いていただければと思います。この二つに関し

 東東京京京京京大大大大大大大学大学院 情報学学環
 准准准教教教授授授授授授
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ては割と想像がしやすいですし、今までもこういうタ

イプの教室は、大学にあったと思います。しかしなが

ら、大学はこういう形の、わりとフォーマルな学びの

場以外にも、社会に開かれた学びの場としての機能も

求められております。今から二つご紹介するのは、そ

の機能になります。

テラス
　情報学環・福武ホールの特徴は、非常に外に開かれ

ていて、パブリックスペースがすごく広くとってあ

るという点にあります。こちらにご紹介しているの

は、テラスという屋外空間で、実は一番奥の突き当た

りにあるのが赤門です。赤門から学内へ入ると、左手

にずーっと歩いてくると実はこの建物の中に入ってき

て、中庭的な空間、あるいは縁側的な空間になります。

そこに入ってきて、ここで屋外イベントが、できるよ

うになっています。

　屋外というのは実は大学の中で、今まであまり活用

されてこなかった空間で、自然に大学が社会に解放さ

れていくと、この屋外とかパブリックスペースに、様々

な人が集まってきます。そこで、大学の知と社会が触

れ合う場にということで、計画されているのがこのテ

ラスです。直訳すると実は、縁側なんです。

UT Cafe BERTHOLLET Rouge
　ちょうど 3月 17 日の午前 11 時に開店いたしま

したが、カフェが入ります。UT Cafe BERTHOLLET 

Rouge（ユーティーカフェ・ベルトレ・ルージュ）

という名前になります。こちらは、コーヒーを飲みな

がら気軽に素敵な会話を楽しんでいただけるように、

先ほどと同じ主旨になりますが、大学が社会と触れ合

う場として、「UTalk」というイベントを、毎月一回

開催する予定です。様々な研究領域で活躍している東

京大学の研究者をお招きして、もちろんお話を聞くの

も大事なんですけど、You Talk なので、あなたもしゃ

べれる、ということで、いろいろと質問をしていただ

きながら、気楽になぜその研究をしようと思ったのか

などに関して大学と社会が共有する場にしていければ

と思っています。実際に、3月 13日にカフェの記者

発表をしたときに、第一回なんですけど、アミノ酸の

研究をしている大谷勝先生（東京大学大学院新領域創

成科学研究科客員教授）が、なんでアミノ酸の研究を

しようと思ったかなどについてお話ししていただきま

した。そういうイベントを毎月一回、どなたでもご参

加いただけますので、ぜひ皆さんもご参加下さい。

学環コモンズ
　それから、情報学環・福武ホール１階に学環コモン

ズがあります。私が所属している組織は、研究組織

の情報学環と教育組織の学際情報学府です。大学院

生は学際情報学府に所属しています。両方合わせる

と 400 人くらいメンバーがいるんですけれども、非

常に多様な研究領域から集まっておりますので、実は

全然、違うことを研究しているようでも、非常に似た

ようなことを、共通の構造があったりして、それが新

しい研究の種になったりすることもあります。ところ

が、そういうものを共有する場というのが、物理的空

間として今までなかなか用意することができなかった

ので、それを居心地の良いラウンジのような形式で提

供して、一種の知識創発型ラウンジとして計画をして

いるのが学環コモンズです。

　学環コモンズには、ソファがあり、本棚があり、そ

の本棚には情報学環の先生方がご寄贈された様々な研

究領域の学際的な情報学研究に関する本があります。

ここでいろんな本を見ながら、ああこういうところ

と、こういうところがつながってるよね、みたいな形

で情報を共有したり、ディスカッションをしたりして、

知る、気づく、練り上げる、発信するなどの共有空間

に必要な機能が、全てここに含まれています。学環コ

モンズの目の前は、ガラス張りになっていまして、ガ

ラス張りの向こう側にあるのが先ほどのテラスなんで

す。テラスで面白いことをやってると、学環コモンズ

から出ていって、会話が起こり、会話が起こって面白

いことがあると、また学環コモンズに引き返してきて、

またいろいろなディスカッションをする。そこでいろ

いろ練り上げた研究が、福武ラーニングシアターで発

信され、福武ラーニングスタジオでワークショップを

行う、という形で様々なタイプの学びの空間が複合的

に機能しているような形で、デザインされています。

　詳しくは３月２６日以降にオープンしますので、テ

ラスのところまではどなたでもお入りいただいて、学

環コモンズは外から丸見えなので、中でやっている様

子はどなたにもご覧いただけるようになっていますの

で、遊びに来ていただければと思っています。
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Tablet PC を活用する eJournalPlus

　MEET Video Explorer
はじめに
　それでは、ご紹介いただきました、大学総合教育研

究センターマイクロソフト先進教育環境寄付研究部門

の望月が発表させていただきます。

　皆さん、アクティブラーニングの話をずっと講義形

式で聴いていただいているわけですが、そもそもこの

アクティブラーニングに注目した背景として、こうい

う大学の一斉型講義は、そのとき学べたつもりでも

12ヶ月後に講義のあらすじを聞いてみたら、50%く

らいは思い出せないという研究結果があります。先生

方も一生懸命講義しているのに、学生がちゃんと聴い

てない、寝ているなど、いろいろあると思うんですけ

れども、学生がしっかり学習できていないということ

を実感されているんじゃないかと思います。こういう

一斉型講義を否定するわけではないんですが、やはり、

何か知識を実際に活用しながら授業を進められるよう

なことは必要なわけです。そうした場所として、駒場

アクティブラーニングスタジオができました。これま

で、東京大学でのアクティブラーニングの取り組みに

ついて、あまりお話がされていないと思いますけれど

も、先ほどガリー先生がお話になった通り、英語の授

業では、前から学生がタブレット PCを使いながら作

文の授業をアクティブラーニング型でやっておりま

す。その他、基礎演習や私どもが全学自由研究ゼミナー

ルで「映像で見る学力論」という授業を行っていたり

します。また、現代GPの取り組みとして、社会科学

系の授業、基礎生命科学の授業などの準備を進めてお

ります。

MEET Video Explorer
　マイクロソフト先進教育環境寄附研究部門は、現代

GPの取り組みに先駆けて、2006 年にマイクロソフ

ト株式会社から、ご寄付をいただいてスタートしまし

た。そこでは、アクティブラーニングのための学習リ

ソースを作るというようなミッションをもって、学習

用ソフトウェアの研究開発を進めております。主にタ

ブレット PCを使って思考支援ツールを作るというこ

東京京京京京京京京京大学
 大学学学学学学学学学総総合教教育育研研究究センタターー
 東京京京京京京京京京大学東京京京京京京京大学
ママママイイイイイイイイクロロソフフトト先先進進教教育育
 大学学学学学学学学学総合教育研研究究センタタ学学学総合教育研究究センタタ
環環環環環環境境境境境境寄附研究部部門門
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とをやっております。そのひとつは、MEET Video 

Explorer というソフトウエアです。こちらは、日本

放送協会と財団法人放送文化基金のご協力をいただき

まして、NHKアーカイブスにある、教育に有用な様々

な映像を、学生が自分達で検索して視聴できるシステ

ムを開発しております。現在このシステムはアルファ

版の段階にございます。各番組では、例えばドキュメ

ンタリー番組、90分のNHKスペシャルなどといっ

た番組を 5分程度の仮想クリップに区切って、メタ

データをつけて格納しています。現代GPの報告書を

見ていただくと分かるように、現在のところ 65番組

程度の番組にメタデータをつけており、学生が検索・

視聴をできるようにしてあります。こうした番組では、

時代によって一つのイシューでも様々な背景から描か

れていると思います。例えば、最近学力低下問題が非

常に注目されていると思いますけれども、これが 20

年前の教育の現場の映像を見ますと、非常に受験戦争

が活発で、子どもが、一生懸命ランニングしていると

ころを、塾の先生が竹刀でたたくというようなビデオ

があったりします。塾の合宿だと思うんですけれども、

そういった受験戦争が加熱している様が見られます。

このように時代によって、その時はゆとりだと言った

りとか、学力だと言ったりとか、様々な映像がござい

ますが、そういった様々な時代背景、社会文化的背景

をふまえて「学力とは何か」ということについて学習

をしていくというようなことを狙っております。特に、

後で説明しますが、自分で見た様々な映像を関連づけ

たりとか、関連した情報をお互いに見せ合って説明し

あう、あるいは、ディスカッションをする、というよ

うな活動のためにつくられております。こちら、先ほ

どの山内先生が、ここで模擬授業やっていただいたん

ですけれども、先生が説明に使うこともできます。学

生が自分で、ソフトの中で映像を検索して、視聴して、

まとめた図を見比べたり、発表したりというような形

で活用していきます。（スライド7～ 9）

　

eJournalPlus
　もうひとつのソフトウェアとして、eJournalPlus

というソフトウェアを開発しました。このソフトウェ

アの狙いは、文献講読の支援です。文章を批判的に読

み解き、きちんと文章に書いてあることに基づいて、

考えられる力を養うことを目指しています。ご覧の

ような図のソフトウェアなんですが（スライド 12）、

さきほど、タブレット PCが複雑であるというお話が

あったと思うんですけれども、これはいたって簡単で

す。タブレット PCを使って文章に線を引きます。文

章の大事なところとか、あと根拠とか、様々な文章の

主要なところを自分で選択して線を引きます。皆さん

も本などに三色ボールペンを使って線を引いていらっ

しゃると思います。時にはコメントをつけたりとかも

できます。もう一回線を引き直したりとかもできます。

このように大事なところを筆者の主張とそれの主張を

サポートするような根拠や論拠を選択して、このよう

にダイナミックに構造図に表すことができる機能がポ

イントです。文章の中から、いろんな立場の主張や根

拠などを抜き出して、こういった形で図にまとめてい

きます。

　このように、タブレット PC上でペンを利用してメ

モを書き、文章の論点マップを自分でつくっていく、

というソフトウェアです。最終的に、このような形で

できあがったら、自分の意見なども文章の主張や根拠

などと関連づけながら、書評レポートを書くことがで

きる、という機能を持っています。こちらは後で、駒

場アクティブラーニングスタジオの方で実際にお目に

かけたいと思っております。

　実際にこの eJournalPlus を使って授業すると、文

章を個別にしっかり学習し、考えることができます。

本当に文章の大事なところは何かどこかということ

は、なかなかさらっと読むだけだとなんとなく流して

しまうのですが、このソフトウェアを使うことで、しっ

かり考える機会を与えることができます。最終的に

は、ディスカッションをして大事な部分を学生同士で

共有することで、お互いに考えを述べ合って、思考を

高め合う活動をすることが目指されています。このよ

うな形で、文章を正確かつ構造的に理解し、そこから

文章内容に基づいて、意見や批評を考えられるように

なるとか、今回まだご紹介できないんですが、将来的

には、ネットワーク上で共有しながら、お互いに自分

のつくった論点のマップを見せ合って、その内容の違

いについてディスカッションをしたり、コメントをつ

けあったりできるソフトウェアをつくっております。

　このような形で、様々な学問分野で使えるソフト

ウェアを現在開発しております。来年度以降、基礎

演習や全学自由研究ゼミナールで、MEET Video 

Explorer を活用していくことが、現代GPの取り組

みとして決まっております。

　マイクロソフト先進教育環境寄附研究部門は、こう

したソフトウェアを使って、現代GPの活動を、積極

的に支援していきたいと考えております。eJournal 

Plus は、現代 GPの取り組みでは今のところありま
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せんが、ソフトウェアの普及・活用を積極的に進めて

いく活動を推進していきたいと考えております。また

これらソフトウェアは、皆さんでぜひ積極的に使って

いただきたいと考えております。残念ながら、NHK

の番組は公開できないのですが、ソフトウェアは、一

般に公開して広く活用していただけるように取り組ん

でまいります。以上が我々の発表になります。ご清聴

ありがとうございました。
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パネルディスカッション
司会者：
　パネルディスカッションをはじめたいと思います。

パネルディスカッションのコーディネーターは東京大

学大学院総合文化研究科教授の永田敬が勤めます、よ

ろしくお願いします。

永田敬：
　それでは、パネルディスカッションのセッションを

始めさせていただきます。私はこの現代GPの実質的

な実働部隊のとりまとめを担当しています。

　皆さんからいただいた質問票に目を通しましたら、

ものすごく多岐に渡った質問が出てきていています。

今回、シンポジウムで申し込み参加いただきましたう

ちの、半分以上が実は企業の方です。これは大学の教

育の取り組みのシンポジウムとしては非常に珍しいこ

とだと思います。あとの 50%の中の 80%くらい、で

すから全体の 40%くらいが大学関係の方です。それ

から、初等中等教育、あるいは塾といったような教育

に関係したところからの参加もいただいています。そ

ういう意味で非常にバラエティに富んだ、参加者とい

うこともあって、質問がものすごく多岐に渡っており

ます。それで、コーディネーターはこれらの質問を 3

つの分類にまとめると言われてたんですが、10分間

でそんなことはできるか、と思うぐらいの質問です。

　これが日本人の特性かなと、ダン・ギルバートが、

アクティブなシンポジウム、と言って声をかけたとき

には誰も手を挙げませんが、質問がありますか、と言っ

て書かせると沢山出てくるという。それで、大きく 3

つ、できれば4つくらい回答したいと思っております。

アクティブラーニングにおける ICT の役割
　１つは、まさにタイトルの中にありました、「アク

ティブラーニングにおける ICT(Information and 

Communication)」の役割です。これは、必ずしも

アクティブラーニングの中だけではない、教育全体

に関わる問題だと思いますが、特にこのシンポジウム

のもともとのターゲットがありますので、アクティブ

ラーニングにおける ICT の役割について、少しお話

を伺いたいと思います。先ほど、100 円のマグネッ

トでも、ツールとして使えるという話もありましたの

で、必ずしもハイテクノロジーだけではないのですが、

この場所では少し ICT の役割について一言ずつ話を

コーディィネーネ ターターターターターターー：永田敬
パネリススト：ト：PePePePePePeeter Dourmashkin
            DaDaDaDaDaDaan Gilberrtt
          美馬美馬美馬美馬美馬美馬馬馬のゆのゆりり
              ToToToToToToomm GaGalll yy

        山山内山山山山内内祐平祐平
        望月望望望望望月月俊男俊男
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していただこうと思っています。

　私の近い順からでよろしいでしょうか。

Peter Dourmashkin：
　まず、プログラムを開始した時には、見えないもの

を見える化しようということです。それが磁界を見せ

ると、非常に重要だったわけです。ジョン・ベルチャ

がこう言いました。彼は、宇宙船ボイジャーの仕事を

していました。そのときに、木星の周りの磁界が見え

ないということで、実際の磁界を見える化するように

するというのは非常に重要だったんですね。

　そして、科学の中ではこういったことは簡単にでき

る場合もあります。例えば、電磁気や磁界、誰も見え

ないです。力学のコースでは、非常に重要なものです。

非常に重要な技術があって、様々な経験を変えてくれ

るわけです。そうしたラボの中では学生が、ラボの中

で例えば料理本のレシピのようなものを使って、そう

した指示に従って、そして実験をしています。これは

学びではなく、何かをやりながら考えるということな

んです。非常に多くのグループは、インタラクティブ

なシミュレーションというものを作っています。これ

によって学生がチャンスを与えられて、ラボの前に、

回路をつくって、例えば、様々なタイプのインタラク

ションをする。例えば自分が測定をするようなものの、

データをシミュレーションしたりです。いろいろなも

の、そのデータとインストラクションするわけですね。

　これは、シミュレーションなんです。ですから、こ

のシミュレーションをやって、そしてそのデータを集

積して、また測定をする。そうすると、この技術のフ

レキシビリティをとらえようとする、シミュレーショ

ンを通して楽しむことができる様々なアイディアを捉

えようとすることができるわけです。見えないものが、

見えるようになります。

　そして、データを持って、概念的な理解をすること

ができる。シミュレーションすることができれば概念

的な理解が深まるわけです。技術を使って、機械を使

うというのが、非常に沢山あり、使うことができます。

ですから、何かを見える化するということはシミュ

レーションする、そして実験をする、ということは、

より概念的な理解を深めるということ、これが非常に

重要だと思っています。これがテクノロジーの使い方

で非常に重要なことではないでしょうか。

永田敬：
　とても良いキーワードが２つ出ました。１つはビ

ジュアライゼーションとシミュレーションです。これ

を使って、彼は、コンセプチュアル・アンダスタンディ

ングと言っていましたけれども結局概念的な理解をす

るのに、目で見える、それから、何か考えることを、

実際に起こらせることはできないけれども、その現実

に体験できるように見える、これが大事なことだとい

うわけです。キーワードがでてきたので、私はダンに

はキーワードを、まず最初に、いくつか出して、それ

について少し話していただこうと思います。

Dan Gilbert：
　ビジュアル化、シミュレーションの上に私が書いた

のは、クリエイティング（創出）、また、リフレクティ

ング（内省する）、これが私の２つのキーワードにな

ります。永田先生がお話をなさった時に、アクティブ

ラーニング・サイクルというのが、インプット、トラ

ンスフォーム、アウトプットというお話をなさいまし

た。私は４つのステップを書き出したんです。つまり、

リフレクション（内省する）、つまり、これによって、

振り返りという意味もあると思いますけれども、自分

が学んだのか、何故学んだのか、ということを学生が

理解することができるようになる。学生がより深く、

将来の学習について理解できるようになる、将来のコ

ンセプトについても理解できるようになるわけです。

これがインプット、そしてそれを変革してアウトプッ

トを出すということ、そしてそれを、アートで考える

ということなんです。例えば、学生達は、ハンドライ

ティング（手書き）ができないという話があります。

コンピュータでいつも書くという話がありました。

　いつも我々は何か書いているんですね。ワシントン

ポストにこういう記事があったんですけれども、日本

人というのは最も世界の中でもブログの多い言語だと

いうんです。ブログで見ると、日本語が一番多いみた

いなんです。こういったことをみなさんやっています

ね。例えばどなたかが、技術をどうやって教えること

に使いますか、という質問をなさいましたけれども、

もう学生達は、みんなやっているんです。例えば、日

本の学生達は既に、書いたり、振り返ったりしている

わけです。

　教員の役割は、様々な違った質問を投げかけるとい

うことだと思うんです。これはクリエイションだと思

います。最近、我々が使うWEB2.0というようなこと、

WebSphere とかいう、いろいろな言葉も、パスワー

ドになっていますけれども、様々なこういったプロセ

スをテキストだけではなくて、ビデオを使ったり、画
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像を使ったり、オーディオを使ったり、こういうこと

を皆さんやっているわけです。

　学生達にチャンスを与えて、何かをクリエイトして

もらう、そしてまたそれをプロセスに従事させる、と

いうことです。そしてまた、なぜそれが重要なのか、

ということを振り返ってもらい、考えさせるというこ

とです。これがこの ICT がアクティブラーニングを

強制的にできるようなキーワードじゃないかと思うん

です。でも、みんなそういうことはやっているんです

よね。学生達は、ノートパソコンを持って来てないと

いう風にどなたかがおっしゃいました。でも、携帯電

話持っていますよね。自分の宿題や課題がどうだとか、

そういうことを携帯電話で送ったりしています。ここ

での我々の教員コミュニティとしての、チャレンジは

より良いことだと思うんです。

永田敬：
　「クリエイティブ」と「リフレクティング」という

また新しいキーワードが出てきました。これがどのく

らい ICT で、どのくらいサポートできるか、どれく

らいのところに発信できるか、どれくらいの広さ、大

きさのところに発信できるか、それがどのくらい自分

に戻ってくるか、というのが非常に大きな役割を果た

すということです。だんだんキーワードが少なくなっ

て難しくなっていきますが、美馬先生お願いします。

美馬のゆり：
　私は、とにかく、つくって、語って、考えてみる、

ということだと思います。つくってというのは、その

ツールということで ICT を利用すること。例えば今

日最初に私がこのお話で申し上げた通り、どういう学

生か、どういう環境があるか、そこで何を学べそうか、

学んで欲しいのかというのは、例えば先ほどの、ピー

ターさんがビジュアル化、それは多分そこの、物理学

の授業のところにすごく有効であるということだと思

います。その何がツールとして有効なのか、というの

は、あとは、こうことをやったらうまくいったという

のは、ある程度共有できるものはあると思います。結

局その中の、その中にいるコミュニティの人達が、お

互いに、何か、つくって、とりあえずつくってやって

みる、それで、リフレクティングという、ダンと重な

ると思うんですけれど、それでお互いに語り合って、

共有して、またそこから新たに考えていく、それって

いうのは最近の、マッシュアップみたいなものです。

いろんな人達がやってきては、つくりこんでいって、

そこから新しいものが生まれてくるという、それが、

ICT を利用して、というよりは、私は ICT マインドと

言いたいんですけれども、そのマインドがシェアする。

ということだと思います。

永田敬：
　Tom Gally 先生お願いします。

Tom Gally：
　似たようなことになると思いますけれども、東京大

学、または研究を行う大学の話にちょっと絞ってみま

す。そのキーワードとしては、まずは、つながり、そ

の次は、知の創造について考えたいと思います。大学

はいろんな目的を持っています。学生のための就職の

延長ですが。研究大学は、それもありますが、それよ

りも、知を創る、その論文などで、いろいろ研究して、

それを発表する、ということは多分一番大きな目標、

目的だと思います。

　その知を創造するには何が必要かと、やっぱり人間

のつながりによって、知を創造する時代になりました。

私、先ほど申し上げましたように、理系の学生向けの

ライティングの授業を開発していますが、ピーターさ

んが、おっしゃったように、理系の学生はどちらかと

いうと、コミュニケーションが下手かもしれない、と

いう傾向があります。しかし、科学の論文誌を見ます

と、ネイチャーやサイエンスなど殆どどんな分野でも、

著者が１人が書いた論文は殆どありません。その論文

の著者は数人とか、場合によっては数十人の著者の論

文も沢山ありますので、サイエンスをするにはコミュ

ニケーションやつながりは、必要なことになります。

ですから、ICT を使うことで、その学生と学生の間だ

けでなくて、学生と世界のつながりを強くして、その

結果として知を創造するプロセスはより活発になって

くれば、成功したと思います。

永田敬：
　「コネクション」、「コミュニケーション」というつ

ながりに関係したのがキーワードが出てきたんです

が、同じCで始まる、コラボレーションとかですねえ、

コーポレーションっていうのがあります。これらに関

して、山内先生、キーワードを先に決めてしまってす

みませんがなにかありませんか。

山内祐平：
　違うこと話そうと思っていたので、先に協調学習が
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専門の望月さんにお願いします。

望月俊男：
　コラボレーションですか。それもまた全然考えてい

なかったんですけど、コラボレーションかあ、困った

なあ、振られちゃったんで、仕方がないですね。基本

的には、例えばこういう、テクノロジーを持ち込むこ

とで、いろんなものがエンハンスメントされると思う

んですけれども、特にその中でもさっきあったように、

コラボレーションというと、学生と学生との考えをコ

ラボレーションするのが、非常に楽になる。場を共有

して、あるいは、自分の思考をエクスターナライズし

てエクスターナライゼーションするっていうのに非常

に場を共有するのに、ICT が使えると思います。それ

から、場がコラボレーションするのにも使えるだろう

と思います。これは、例えば、国際的なネットワーク

でやっても、良いと思いますし、あるいは、教室の場

と、教室外の場をコラボレーションすること、これは、

同期じゃなくて非同期でも良いと思います。例えば学

生が授業に来て、行う作業と、授業以外に行う作業と

学習をうまくつなげてあげる、ということもおそらく、

この ICT を使うことでできるようになるだろうと思

います。

永田敬：
　だいぶキーワードが出そろいましたが、最後、山内

先生にお願いします。

山内祐平：
　最終的におそらく、アクティブラーニングというの

は、いかに深く考えているかどうか、というのが勝負

だと思うんです。だからそういう意味ではダンの話で

行くとリフレクションがポイントだと思います。それ

に、深く考えたり、よく僕は、頭に汗をかくと言い方

しますが、うんうん唸りながら考えるという時には、

やはり何もないところで実は考えられないということ

です。そのために例えば、人との対話の中でのコラボ

レーションみたいな感じの環境が必要だったり、その

可視化だったり、シミュレーションだったり、より教

育的な認知的道具が必要であったりすると思うんで

す。しかし、皆さんが言っていないことを最後の方に

なるだろうなあ、と思って大体予測して考えていたん

ですけれども、実はその、そういうコラボレーション

とか、より教育的な認知的道具というのも大事なんで

すけど、そもそも対象になる素材みたいなものが流通

していないと、実はなかなか考える道具を与えること

ができない、というのも、結構、見落とされがちなポ

イントだと思うんです。望月さんが発表された話で言

うと、例えば映像であるとか、論文であるとか、そう

いうものがネットワーク上に流通していないと、流通

の仕組みが非常に、大きく変わっているということが、

実は下支えをして、より教育的な認知的道具を使って、

対話の中でアクティブラーニングをするときの、一種

の加速装置になっているんじゃないか、という風に

思っています。

永田敬：
　ありがとうございます。そうすると、そこはリソー

スやデータということになるんですか。

　今、お聞きいただいたように、アクティブラーニン

グの拠点で、その教育に携わっておられる先生方は、

今回出てきたようなキーワードを最初に念頭におい

て、おられるんですね。これに関して、ちょっと会場

の皆様から、その点はどうなんだ、とかですね、こう

いうのはないの、とか言うお話を聞きたいと思います。

質問者：
　愛媛大学の教育学生支援機構の古賀と申します。今

日ずっと、先生方のお話を聞いててですね、すごく共

感するところはあるんですが、ちょっと、疑問なとこ

ろがあります。

　今の永田先生のところで、質問に対して、お話した

いのは、一つには、寺子屋的な、要するに、ダン先生

が言われていた、サークル的な活動や環境にもたら

す、そういった教育に対して、より古典的な授業、つ

まり今までやっていた授業とどちらの方が効率が高い

のか、というところがひとつ気になります。昔の授業

の良さもある、この ICT を使うことによって得られ

ることもある、それによって、そのポイントとですね、

もう１つは、その、ICT を使うことによって、なんて

言うのかな、今までずっと、授業で教えていた量です

ね、教育の量というのが、保証されるのかどうか、そ

の保証されることを、ICT で、例えばいろんな情報が

提供できる、つまり自分で学ぶやり方というのが、教

えさえすれば、すごく ICT の将来というのはあるの

かと思います。

　例えば、僕も、パソコン演習室で学生を座らせてグ

ラフィックで生命科学を教えてるんですが、そういう

のをやらせると、すごく、DNAのモデルをぐるぐる

コンピュータで回したり、すごい興味を持ちます。た
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だ全体として、演習ばかりやっていると、本当にその

学生が必要な知識を教えてあげているのかなというこ

とを感じます。ともてジレンマになっているところで

す。ひとつの例としてお話させていただきました。

永田敬：
　そうすると、通常型の対話型ではなくて、一方的な

講義形体、これは１人の先生が 100 人くらいの学生

を相手にできるわけですから、コストパフォーマンス

は高いです。それから一方的に教えれば良いですから、

こちらから知識を与えれば良いわけです。そこで得ら

れる量と、それから、アクティブラーニングでこうい

うことをやって、保証される量はどうか、というお話

がありました。

　もうひとつは、多分、意識されて言われたと思いま

すが、知識が問題なのか、学び方、学習態度をつける

ことが大事なのかという大きな問題があります。そう

いう、比べ方もあります。そういう、比較をしたとき

に、いかがでしょうか、コメントをちょっといただき

たいと思います。

Peter Dourmashkin：
　ご質問ありがとうございます。ある同僚の話から入

りたいと思います。従来の形で授業を行っていた同僚

です。彼は常に「教材の200%を講義するんだ」と言

いました。でも 50%しか、学生はわからないからね、

と言っていました。これはとても大きな問題です。と

いうのは、物理学で、50%しか理解できていないと

いうことは殆ど理解していない、ゼロに等しいという

ことです。ですので、学習に対する学習力のバランス

だと思うんです。アクティブラーニングにおいては、

やはりいわゆる講義型の授業よりカバーできるエリア

が減ると思うんです。しかし、学生に教えようとして

いるのは、学習方法や学ぶ姿勢です。それが、学習で

きれば、教材がもっと必要だとなったときに、自分で

出来ると思うんです。つまり、学習をするということ

が、何か、分かっているからです。

　面白いのは、例えば、スポーツや芸術など、そう

いった他の分野において何かをつくるということ、そ

れは、工芸品にしても、例えば、湯飲みにしても、あ

るいはスポーツマンとして優れたスポーツマンになる

にせよ、何年もかかることだと思うんです。それは、

できているのに学術界になると、それができていなん

じゃないかと思うんです。深い理解が、学習について

得られていれば、他の分野においても自分で学習する

力がついているということになるのではないかと思い

ます。全てをカバーする必要はそもそもないんじゃな

いかという言い方もできると思います。ただ、もう１

つ課題があります。特に、この技術や情報の変化が早

い中では、学生に教える知識、つまりコンテンツとい

うのがすぐに陳腐化します。そこで、学生は新しいこ

とを学んで行かなくてはいけないんです。周りが変わ

ると同時に新しいことを知識として身に付けていかな

ければならない、それもキーポイントなんです。学習

の仕方を学ばせる、ということが重要で、コンテンツ

をどんどん大量に教えたところで、陳腐化するかもし

れないということを念頭において考える必要があるか

と思います。

Dan Gilbert：
　おっしゃる通りだと思うんです。私もほとんど同じ

意見です。つまり、私の経験から申しますと、物理学

とは全く逆で、古典です。ギリシャやローマなどの古

代の文献ですけれども、こういう風に教授は言いま

した。昔ほど、カバーすることはできない、と。この

分野に対して興味を持つということだけでも良いんだ

とも言っています。そして、いろいろと、この学術に

おいて疑問に思うことや探究したいということであれ

ば、それはそれで良いと思います。より深く、狭い分

野をカバーすれば、学生のモチベーションにつながる

のであれば良いと思います。そして、そういう風に動

機づけされた学生が、自分で探究すればいいと、言っ

ていました。

　これはこれで良いポイントを仰ったと思います。要

するに、トレードオフなんです。幅の広さか、深さか、

ということなんだと思うんです。それは間違いなく、

多少の妥協は必要になってきます。トレードオフです

ので、実験的にいろいろと少しずつ進めていく、と思

うんです。保証は決してできないと思います。私たち

のシステムにおいても、担保や保証というのは、全く

もってない、と思います。

　いろいろな経験がありまして、実験もマウスを使っ

たようなものもあって、頭をよぎっていたんですけれ

ども、要するに、必要なのは一歩ずつやるということ

だと思うんです。この、次に教えるという時に、今ま

で使っていたものを、全部捨ててしまって新しくする

のではなくって、一歩一歩少しずつ変えていく、とい

うことだと思うんです。

　それでその幅の広さと、深さのバランスが、どこか

でとれるようになるのではないか、と思います。あな
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たの、授業の中で、あなたの学生向けに、どんなバラ

ンスがいいのか、ということが、あるのではと思いま

す。それから、こういう面もあると思うんです。アメ

リカでは、ひとつの方法では、何もできないと思うん

です。やり方はひとつではないんです。

　日本はひょっとしたら逆なのかなとも思うんですけ

れども、だから、そういう文化なのかなという風に思

うんです。日本では、ある方法でやる、ということを

大事にする、ということかな、と思うんですけれども、

それはそれでこの場面で役に立つと思います。いずれ

にせよ、バランスは大事だと思います。何を言わんと

しているのか、というと、文化的な背景にも依存して

いる、ということです。

美馬のゆり：
　今日、大学 3つくらいの話を聞いて、あまりにも

みんな似ているので、東京大学の KALS もそうです

けれども、似ているので、みんなこうなっちゃうのが

良いと聞こえたと思うんですけれども、実はそういう

わけではなくて、普通のレクチャースタイルもある。

　その中で、もうちょっと違うことを答えたいと思っ

ています。例えば、本当にレクチャースタイルが、全

てだったら、というか、それが ICTがここまで、出来て、

普及していたら、e-learning でいいじゃないかとか、

全部おうちにいて、学ぶ方が、よっぽど情報が多くて、

よっぽど効率がいいということになります。それで

は、なぜ学校が残るのか、ということです。それはさ

きほど、トム先生の時にも出ていましたけれども、学

校要らないじゃない。それでは、ここに集まることに

よって、何ができるのか、っていうことですけれども、

ひとつは、モチベーションがすごく高くて、何かを勉

強したいという学生がいたら、別に、おうちでやれば

いいんです。だけど、そうじゃない、何があるかわか

んないし、もっといろいろなものを知りたい、という

人に対しては、いろんなそういうバラエティや多様性

を提供する、みんながいろんな人が集まっていて、あ

るひとつのことを何か学ぼうとしているところ、とい

うのを提供する。つまり、バランスとか、いろんなこ

とをミックスすることだと思うんですけれども、そう

いったところに、学校がそもそも、残る意味がありま

す。学校という存在が残る意味があって、そのときに、

その意味をさらにエンハンスするようなテクノロジー

はなんなのか、とういうと、例えば今日紹介されてい

たようなことではないかと思います。

　もうひとつ最後に、モチベーションというのとは別

に何かの学問を探究したいという、東大生には多いか

もしれませんけれどもどういう職業につきたいかと

か、それだっていろんなものがあって曖昧です。何を

モチベーションにするかというと自分が、社会の一員

として関わりを持ってできていくことができるのか、

というようなことを、多様な人が集まる中で、様々な

授業を経験する中で考えていけるようなことを提供す

るのも大学だと思います。

永田敬：
　ガリーさん、何かありますか。お願いします。

Tom Gally：
　先ほど、教える量のご質問において、言語教育から

話しますと、国語を学ぶにはいろんな文法やその言語

の文か背景などいろいろありますが、ひとつ大きいの

は語彙です。つまり、知っている言葉の数のことです。

この東京大学に入学してくる平均的な学生は、英語の

単語を 4000 語から 5000 語程度は知っているかと

思います。単語帳を暗記して、受験勉強して、一生懸

命勉強していれば、5000 語くらいの語彙力はあるか

と思います。その英語で実際に、英語の本を辞書なし

で読めるようになるとか、論文を英語で書けるように

なるには、何万語が必要になります。

　その 5000 語と何万語のギャップをどういう風に

埋めるかが問題になります。やろうと思えば、ボキャ

ブラリークラスをつくって、学生達が集まって単語テ

ストをしてそれを説明するとか、学習するとか、それ

は十分可能です。それでも、限られた時間の中で、こ

この英語の授業は１年半だけですから、１年半たって

から 5000語から 6000語くらいにしかなりません。

それでは、辞書なしで本を読めるようには、なりませ

ん。その限られた時間の中で、何をするか、というこ

とで、やはり他の先生方がおっしゃったように、情報

そのものではなくて、どうやって情報を集めるか。ど

うやって学ぶかということの方が、効果的ということ

になります。我々がやっているライティングですが、

他の言語教育の中についても、同じようなことが言え

ると思います。

山内祐平：
　空間の様式の観点から、お答えをすると、スタジオ

型の教室は、転移可能な認知技能を身に付けるのに非

常に向いていると思うんです。それが、全ての大学で

の学びに、大丈夫かというと、それだけじゃ足りない
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と考えているので、逆に福武ホールにはあれだけ多様

な学習空間を用意してあるんです。わかりやすく言う

と、おそらくスタジオはどう学ぶのか、ということに

関しては非常に効率良く学べる場なんですけれども、

何故学ぶのかっていうことに関してあんまり答えを出

さないんです。多分、今までの教室というのはここが

ミックスになっていて、混じっていて、うまい先生は

上手に余談の中に、何故学ぶのかを入れて、技能的な

ものと、何故学ぶのかをひとつの授業の中でやってい

たんですけれども、学習者がすごく多様になって、教

えるべき内容も非常に高度になり、思考や技能みたい

なものになってくると、多分そこを２つに分けて、３

つか４つか、分かりませんが、かなり体系的にそこを

意識して構成してやらないと、難しいようになったの

ではないかと認識しています。

望月俊男：
　先生方、皆さんおっしゃっていたんですが、ちょっ

と違う言葉で言うと、教育の量も質もですけれども、

保証するには、教授法を適切にブレンディングするこ

とが、大事だと思います。例えば、MIT TEAL のこと

にしても、非常に厚い教科書を提供されていると聞い

ています。その教科書を読んできて、それで初めて、

あのスタジオ教室に入って、実際に実験をする、とい

う理解で正しいですよね？そういう風に、まず基礎知

識はちゃんと教科書から予習してくる。その後で、実

験をやる、実際に検証をすると、いうことをやってい

ることが、ポイントです。それは、ひとつの単位時間

で全部やろうとすると、無駄や無理があるのかもしれ

ないんですけれども、よりよく教えるためには、やは

り時間と労力が必要だと思いますので、そういう意味

では、与えられた時間と、それ以外の時間をうまく活

用して、教授法とか学習法とかのリソースを適切に提

供するブレンディングが大事ではないかと思います。

永田敬：
　アクティブラーニングにおける ICT の活用という

タイトルで、パネルディスカッションをやってきまし

たけれども、まとめとしてはとても変に聞こえるかも

しれませんが、ICT が十分に活用できるようになった

からこそ、大学に来なくてもできることが増えた。そ

うすると、大学に来て、やるべきことは何か、あるい

は我々がそれ以外に与えられることは何か、というこ

とを考え直さなくてはならないということです。東京

大学もおそらく、そうなんですね。従って、今までの

教授法とこれとを比べるということ以上に、活用でき

る技術を全部考えた時に、大学の教育法で、みんな来

るわけですから、本当にそこでできることは何かとい

うのを考え直す時期になっている。

　一番良い例は、僕は、MIT のオープンコースウェ

アだと思っています。これは、MIT の授業の多くの

部分が、ほとんど外から、無料でアクセスできるシス

テムを持っているわけですが、普通の大学でしたら、

こんなことをしたら、みんな来なくなっちゃうだろう

と思います。それから、授業料払わなくても、外の人

がMIT のコースや課題をみれるわけです。宿題やテ

ストも、ビデオも見れる。そうすると、こんなことし

ていいのか？と疑問になるわけですが、MIT はこう

答えるわけです。それをしてでも、来たいと思わせる

大学がMIT である。つまり、学生は授業料を払うだ

けの価値がある。そういうことを、きっとどの大学も

真剣に考えていかなければいけない、そういう時期に

来ているんだと思います。だから、ICT の役割という

よりも、ICT がもたらしたものの中でもう少し大学を

考えなきゃいけない時期になっていると、いうのが私

の切実な気持ちです。

　この点についてまだご意見があるかもしれません

が、もうひとつ、質問の中で多かったのは、こういう

教育を始めるにあたって、ファカルティ・ディベロッ

プメントをどうするんだというのがありました。MIT

の物理学科は非常に体系的な FDをされています。そ

れから、スタンフォード大学では先ほど私が質問しま

したが、教員の5%くらいが、ウォーレンバーグ・ホー

ルを使い、学生は 20-25％くらいが使っているとい

うことです。アクティブラーニング、あるいは ICT

活用したアクティブラーニングを導入するときの FD

はどうなのか、これはどこの大学でも大きな問題だと

思うんです。これについて、コメントをいただきたい

と思います。

Peter Dourmashkin：
　ファカルティ・ディベロップメントについてです

が、これは非常に重要な部分だと思います。アクティ

ブラーニングにとって、必要不可欠なものです。大学

が、社会に対して貢献できる非常に重要な部分です。

その意味で、学生だけではなくて、社会に対して、こ

の点から、責任を果たすべきだと思っています。MIT

に関して話すならば、我々は、非常に良い記録という

ものがあります。MIT に入る学生は、大学に参加す

る学生も、いるわけなんですけれども、MIT に入っ
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てくる場合、教育モデルというものを、みんな求めて

来ます。それを全米に広めたいと考えているわけです。

非常に最も若いポスドクの人達であります。MIT に

ずっと、いるわけではなく、プリンストン大学などか

らも、来ているわけですけれども、我々はクラスの中

での、その教授方法を学んで欲しいと思っています。

教員がよくやっているのは、研究をして論文を書いて

いくということですけれども、大学の役割というのは、

まだまだ、こうした研究が重要です。そして教授とい

うのも、やはり大きな役割を担っています。

　大学としては、若いポスドクの人達に、この教える

という部分において経験を積んで欲しいと思います。

今この学生の中で、どんなことが起きていくのか、そ

して他の大学に行った時に、その新しい情報を伝え

て欲しいと思っています。我々 TEAL プロジェクトで

は、若いポスドクは教育プログラムの中では、テクノ

ロジーが使いこなせます。そして、インタラクティブ

という意味でも良いですし、学生の言葉で話すことが

できます。優秀な方達が集まってきます。

　そして我々のクラスの中でも最も有効性の高い教員

ということで、Win-Win の状況が実際に実現してい

ると思っています。どんな風にして自分が教授になっ

ていくのか、若いファカルティ達が真剣に考え取り組

んでいます。インタラクティブなこの学びというもの

を他の大学に伝えてくれているわけです。非常に重要

な場所だと思っています。このポスドクの人が、何ら

かの時間を使って、そして、まだ自分のキャリアが築

かないような場合に、そのテニュアを使って、勉強し

てもらうわけです。これは、ポスドクというのは非常

にクリエイティブです。まだまだハングリーで若くて

エキサイティングなことが好きということですので、

彼らはこのような環境を有効に活用できる人達だと

思っています。

Dan Gilbert：
　非常に素晴らしいコメントを頂いたと思っていま

す。私も、スタンフォード大学でそれを繰り返したい

と思っていますが、それを構築していく上で時間とい

う問題がまずあるかと思います。

　この、ファカルティ・ディベロップメントで、我々

がウォーレンバーグホールでやっていることは、教授

を興味を持って、そしてあなたのやりたいことは何で

すか、自分ができること、学生にやってほしいものは

何ですか、といろいろブレインストーミングといいま

すか、クレイジーな考えが出てきますが、そのように

して相互作用をとっています。そして、本当の現実の

中ではどういうことが適用されるかということを考え

ていくわけです。そして、素晴らしいこと、こんなこ

とをやりたい、といったことにチャレンジしたいこと

を含めて、それが実際に実現していくわけです。

　そこに行くまでの障壁というものもあります。お金

というのが障壁ではないということを思っています。

まず、時間が一番の障壁だと思っています。十分な時

間がないというところが障害だと思っています。その

他の世界の部分に、接続されていくのか、その他の世

界というのを無料で学生は接続することができるの

か、これが ICTの良いところだと思います。それから、

私の学生の中でも非常に高度な分析というのをコンセ

プトに対して行っています。これがよりよい方法で彼

らの活動をオーガナイズしていく方法だと思っていま

す。スタンフォード大学で、その障壁があるとするな

らば、東京大学などの他の場所でも同じだと思います。

問題なのは、時間ですのでファカルティ・ディベロッ

プメントということに関しては、具体的なプログラム

を与えて、これをやりなさいと、あるいはやってはい

けないと、そういうことではないと思います。十分な

質問を投げかけることです。そして時には、そのため

に、達成するために必要なスペースを与えるというこ

とも必要でしょう。

　そして、ファカルティ・ディベロップメントで良く

出てくる質問というのは、例えば、ひとつのコンセプ

トをあなたのコースからとってみてください。普通教

えているクラスからひとつのものを考えてみるわけで

す。そしてそれに代わる、代わりの教え方を考えるわ

けです。それを学生になかなか理解しがたい部分もあ

ろうかと思います。それを考えて続けていくというこ

と、それがひとつの鍵だと思っています。これは、公

立はこだて未来大学でも同じだと思います。

　重要なのは、継続して努力をしていくということで

す。皆さんはここで、できることというのは、いろい

ろな時間の使い方というのがあると思います。ひとつ

のやり方だけが全てに適応されるということではあり

ません。これが１点あろうかと思っています。ですの

で、システムを学科や学部、大学でつくろう、とする

ならば、ファカルティに対して、時間を沢山使ってやっ

てください、ということではなくて、ひとつの項目に

関して、十分な時間を費やしてやってもらうというこ

とだと思います。
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美馬のゆり：
　ファカルティ・ディベロップメントについては、今

日言ったようなお話で、よくコメントをいただくのは、

「新しいからできたんですよね、そこまで建物と人が

新しく集まる、集めることができれば、それは簡単で

すね」と、よく言われます。しかし、やはり、最初の

ころはすごい反対もありました。それで、しょっちゅ

う、議論して、うまくいかないものもありましたが、

結果的にお見せしたようなデータであって、結構そこ

そこ楽しんでやっている、ということです。

　そのときに、よくありがちなのは、ICT だと、なん

でも使えますとか、素晴らしい機能を沢山持っていま

すといわれます。このツールを使ってくださいと、今

まで授業をやってた人達にとってみたら、それはやっ

ぱり使えない、ということです。それはな人でも良い

と言われると意外と難しくって、そのときの、私なり

の経験では、アクティブな人やグループだと良いと思

うんですけれども、そういう人達に何かその人達がこ

んなツールがあったらいいな、と思うツールをつくっ

てあげる。あるいは、一緒につくりましょう、と言う

ことです。そうすると、その人達の様子というのが実

際に使い物になるツールで、その人達がまた、広めて

くれるということをすると思います。

　実は、Peter さんのお話も、Dan の話も、この背

景にはアクティブな人達がいた、ということだと思い

ます。例えば Peter さんは、MIT の物理学科の教員

達は、教育について、ずっと昔から議論をして、教育

をどうしよう、ということを考えてきた教育熱心な教

員達がいた、ということですよ。

　それで、スタンフォード大学では、ラリー・ライ

ファー教授が、もともとウォーレンバーグホールが出

来る前に、ラーニングラボという組織が設立して、そ

こが最初に ICT を使った教育の試みをして、いろい

ろな先生から、注文を聞いたりして、協力を得て、い

ろんなツールを開発したり教えたりしていました。そ

ういう人達がいて、例えば今回のウォーレンバーグ

ホールのようなことを、お金をつけて彼らに任せたと

いうことです。つまりそこにはそもそも、そういうグ

ループ、あるいはコミュニティが存在していた、そこ

にツールを持ってきた、ということではないかなと思

います。そういうところで、広めていくには、新しい

人が来た時にはチャンスです。例えばどっかの大学か

ら移ってきた、あるいは、初めて大学の教壇に立つ人

はどんどん仲間に入れて、洗脳じゃないんですけれど

も、そういう風にして仲間を増やしていくようにして

いくと、また新しいアイディアも生まれると思います。

Tom Gally：
　ちょっと、ICT とあんまり関係ないかもしれない

んですが、私は、ファカルティ・ディベロップメン

トについて一番悩んでいるところです。4月からそ

のALESS という理系ライティングの授業が始まりま

す。4月から 6人の新しいフルタイムの教員が来ま

す。さらに10月からまた教員が入って来る予定です。

新しい人達に、ファカルティ・ディベロップメントを

どうするかということ、いろいろ考えています。もう

ひとつ、この東京大学の少なくとも駒場キャンパスで

は、一種の文化がありまして、教員の中で、教員間の

授業参観、同僚の授業に出てみることがあんまりない

です。他の先生の授業の参観をしてことがありますか

と、同僚に聞いたことがあったのですが、ないと答え

ました。授業を見られるのは嫌と言う人もいます。で

すから、お互いに尊敬しているということもあります

が、実際にはそれはまあ、改良できる点ではないか、

と思います。その新しいALESS の教員達が入ってく

ると、まだその文化を知らない人達ですから、チャン

スだと思っています。そして今日の話の中だと、特に

Peter さんのお話と美馬先生のお話で、非常に刺激的

なことがありましたので参考にしたいと思います。あ

りがとうございました。

 山内祐平：
　ICT に関わらず、ファカルティ・ディベロップメン

トというと、神話のようなものがあって、ファカル

ティ・ディベロップメントなる魔法をすると、全メン

バーが 10ポイントずつ教授力が向上するみたいなで

すね、そういう幻想があると思うんですけれども、ま

ずこれを捨てることが非常に大事ではないかと思いま

す。基本的にやはり、ファカルティ・ディベロップメ

ントを一種のコミュニティのイノベーションプロセ

スだと捉えた方が良くて、最初からおそらく 10％く

らいは、どんな組織にもできる人がいるんです。その

10％がコアになって、最終的に 20％になると 2倍

に増えました、とすると、ものすごい組織文化が変わ

ります。50％までそれが来ると、あるクリティカル・

マスに到達して、やってないと遅れている感じが出る

んです。そうすると、100%にぽーんと行くというこ

とになります。そういうやはり、成長のプロセスだと

いう風に見た方が、きちんとそのプロセスをコント

ロールできるのではないかと思います。
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望月俊男：
　ちょっと話を変えます。実は、この取り組みの最初

の方のことを話します。

　実は、あんな素敵なスタジオは東京大学だからこそ

できるんだろう、という話になっているかと思うんで

すけれども、これができるまでは結構大変な道のりが

ありました。駒場キャンパスには、コミュニケーショ

ンプラザという立派な生協の建物がありますが、旧生

協があった場所に、KALS の一番最初のもとになる教

室が作りました。つまり、生協がコミュニケーション・

プラザに移動した後に教室を作りました。その教室の

一室に、タブレット PCを入れて、タブレット PCを

使ったアクティブラーニングの授業として、クリティ

カルライティングプログラムをやりましょう、という

話を、永田先生にいただいたのが、一番最初です。そ

こで初めて、ガリー先生と山本久美子先生とお会いし

ました。

Tom Gally：
　私は、嫌だ、と言いました。

望月俊男：
　そうです、ガリー先生は、嫌だと言いました。ガリー

先生はしかも Mac ユーザーで、なんで Microsoft 

Windows を使わなきゃいけないんだと、言われたん

です。私どもは全学センターでして、全学にサービス

するのが一応職務でございますので、先生方の授業や

実験授業として、始めたわけです。トップダウン的に

やってくださいっていう話と、ボトムアップに近い形

でやりましょうという話で、いろいろ準備させていた

だいたんですけれども、やはり、最初にものすごいサ

ポートを、出来る限りしました。ガリー先生は、もし

かするとご満足されてくれてないかもしれませんが、

出来る限りのサポートとか提案とかをさせていただい

て、こういうのあったら先生の授業には使えるんじゃ

ないですかと、いろいろ考えさせていただいたりとか、

実際に授業をサポートするようなことも、行いました。

今は、もういろいろな取り組みをしていただいている

という、ところに今来ていらっしゃるんですよね。そ

れはすごいなあ、と思うんですけど、やはりそういう、

教員の成長にあたっては、周りでうまくサポートして

くれるスタッフの役割は非常に大事です。特に、国立

大学の場合にはこういうプロジェクトをやったとき

に、なかなか事務の方と教員の方が一緒になって、突

き進むという感じのことがなかなかないんですが、も

う少し、職員の方も、うまく、例えば我々の取り組み

として、もうちょっとやっておけばよかったなと思う

のは、情報基盤センターの職員さんをうまく巻き込ん

だら、もっとよかったんじゃないかと思いました。も

う少し教員だけじゃなくて、職員もうまく巻き込んで、

ひとつの、ファカルティ・ディベロップメントという

か、教育環境の改善につなげていくような取り組みが

できると、良いんじゃないかなあと思います。それ自

体は教員を支えることになるし、全体の学習環境の向

上につながると思います。

Tom Gally：
　よろしいですか。私最初の提案で、嫌だ、と。確か

に言いました。そう、今は KALS という素晴らしい

教室以外の教室で教えるのは嫌になりました。それは

こういう気分が転換したということで、恥ずかしいこ

とでもあるかもしれませんが、でも逆に、さっき最初

に嫌ということを申し上げたということで、もしかし

て、望月先生にプレッシャーをかけて、この素晴らし

い KALS ができたのかなあ、と少しでも期待してい

ます。

望月俊男：
　プレッシャーがかかったという風に言っていいのか

どうかわかんないんですけれども、逆に言うと先生方

のリクエストがあったから、要するに、結局、嫌だ、

と言われても、本当に嫌だと、思ったら絶対やらない

じゃないですか。でも嫌だけど、やらなきゃいけない

からやろうか、ということで、最初は始まったんで

す。ガリー先生が何でも提案したりできる、自分の授

業でいろいろ工夫ができる先生になってくださったこ

とは、私としてはとてもよかったことだったと思って

います。

Tom Gally：
　いえ、次は KALS で使われているパソコン全てか

らプリントスクリーンのキーを取り外すと満足です。

永田敬：
　だいぶ、おおもとの話に戻ってしまいましたが、ひ

とつだけ申し上げられるのは、東京大学の中で、各先

生はもちろん教育者であると同時に研究者でもありま

す。それで、教育に関しては100人いると 100人違

う、お考えをお持ちだというのは確かです。それから、
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教育学部の方が、東京大学に関して貴重なコメントや

働きかけをくださるかというと、そういうことでもな

い。それはどこの大学でもそうだと思うんですけれど

も、教育学部の方と現場の教員の間の離れ方が、かけ

離れている。これどこでもそうだと思うんですが、私

がひとつ、このプロジェクトを立ち上げて、ガリーさ

んと望月さんを巻き込んだのは、東京大学の中で、教

育の現場と教育工学が結びついたことはこれまでな

かったんです。それで、教養学部には教育工学に関す

る講座がありません。教育工学は、こういう教材を開

発すればこういう成果が上がる、あるいは、こういう

ことにはこういう教材がいいんだ、あるいは、こうい

う手法がいんだということを、やっているわけですが、

現場を持っていらっしゃらない。教員は現場を持って

いるんですけれどもどういう風に改善するかっていう

アイディアを実現するためのテクノロジーを持ってい

ないです。それをつなぎ合わせることが可能だろうと

思って、大学総合教育研究センターの望月さんを巻き

込み、クリティカルライティングプログラムのガリー

先生を巻き込みということをしました。最終的には、

総長にこれをやらないとスタンフォード大学やMIT

に追いつけないと、脅しをかけまして、新しい教室を

つくってもらったわけです。今度はひとつじゃ追いつ

けないよ、と言って、がんばろうと思っています。そ

ういうある種今まで、学内の中にあった人的なリソー

スも含めて、コネクションをまさにつくって、そこで

何かできないかということを見るというのはとても大

事なことだと思います、一度それをやり始めますと、

今度は自発的に動いてくださるっていうのがありまし

た。そういう意味では、私は少なくとも望月先生とガ

リー先生の FDには成功したと思っています。全体的

な FDの問題に関しては、やはり非常に大きな難しい

問題を持っていると思います。ですから、山内先生の

おっしゃった通り、FDで良くなる、というのは幻想で、

FDを指標に使いながら、みんなの意識を変えていく、

ということをやらざるをえないと思っています。

　それから、もうひとつは、こういう手法と普通の手

法を、どのくらいの比率でやるかということに関して

は、これは、各大学が十分に考えた上で、トレードオ

フをしなければならないと思っています。我々もそれ

をどういう風なところに持って行くかということを、

これからも真剣に考えていこうと思っています。

　その他、スタッフとか、サポートとか、教材の周辺

の環境をどうするか、という沢山のご質問をいただい

ていますが、時間がありませんので、会場から、この

先生にこれだけは聞いて帰りたいと、いうことをいく

つか承って、パネルディスカッションを閉じたいと思

います。

質問者：
　LMS(Learning Management System) は、どの

ようなものを使われているんですか。例えば、現在は

ブラックボードを使っていて、今後は、Moodle を

改良したものを、つくってやろうとしているんです。

Dan Gilbert：
　スタンフォード大学では、2つあります。一つ目は、

Sakai Project です。二つ目は、誰も強制的に使って

いるシステムはありません。私のクラスでは、Wiki

が便利ですので、我々はWiki を使っています。フレ

キシビリティがあるし、良いところは沢山あるんです

ね。大学としてはこういったものを提供していますけ

れども誰も強制的に使いなさいとは言われてないで

す。

Peter Dourmashkin：
　物理学、粒子物理学では、非常に素晴らしい LMS

があって、非常に効率的で、効果的です。そしてその

ツールによって、例えば、画像を見ることができた

り、または、それぞれの学生にすぐに e-mail を送る

ことが出来たり、コースを見ることが出来たり、非常

に良いシステムです。そして、ハーバード大学なんで

すけれども、アート・ミズーラによって、そのガリレ

オのグループなどでツールがつくられていて、これが

教育者にも使われていますし、コミュニケーションに

も使われています。例えば、学生が質問があるとき、

e-mail でします。そうすると、質問が講義の前にす

ぐに答えを出してくれる、というわけです。ですから

すぐに、認識するとき、99％くらいは、講義の前に

質問に対して答えが出ます。

　そしてまた、例えば 100に 1つとかデータベース

なのか、その質問などを入れてこのミズーリのツール

キットなんですけれども非常に素晴らしいです。非常

に効果的なシステムなんです。ですからMIT は非常

に素晴らしいシステムを持っていますし、クラスに非

常に重要な一部になっています。

美馬のゆり：
　公立はこだて未来大学は、多分、情報系なんですけ

れども、LMSは使ってないと思います。といいます
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のも、すごくローテクです。みんなウェブベースで後

は手作りでいろいろやっています。先生方は、Wiki

とかそういうので、例えば学内で委員会やると、それ

じゃあ、私は議事録つくりますとかで、私は通訳しま

すとか言って、みんなでぱかぱか、とはじまっちゃっ

て、それをアップするとかします。さきほどの授業

フィードバックシステムもそうですし、他のものにも

使えるように全学のアンケートでも楽になるとか、あ

とはメーリングリストも、学年別、なんとか別、なん

とか別と、すごいローテクですけど、すぐに変更でき

ます。そういうことができる、というのがうちの特徴

かなと思います。すごいローテクです。

Tom Gally：
　2006 年の秋から、タブレット PCを使った授業が

始まった時に、その中心的な考えは、タブレット PC

でMicrosoft Word2007 を使って、文字を打って、

文章の上にペンを使っていろいろ書くことが画面に表

示するという機能が中心でしたが、今でもそれを使っ

ています。教員として、それを使っていますが、結局、

文章の共有が大事になってきまして、そのMicrosoft 

Word にそういう機能がないため、直接ファイルを交

換するということになりました。最近は、グーグルが、

提供しているグーグルドックスという機能を、使って

います。そしたらそれを使ってひとつの文章を共有し

ます。フォーマットをつくるなどの機能がなく、深い

ことはできないんですが文章を変えて他の人と共有し

て、教室の中で書いたものを自宅でも他のパソコンで

も確認できるということができるようになってしまい

ました。理想的ではないんですが、無料という面もあ

ります。使いやすいという面もあります。

山内祐平：
　基本的には、システムは何でも良いと、思っていま

す。おそらく、従来の LMSの多くは、全てではない

と思いますが、従来のスタイルの講義に合わせて、シ

ステムが作られているので、意外にアクティブラーニ

ングに合わないと思います。ですので、既存の使い勝

手がいいツールを使い、組み合わせて使っている例が

非常に多いんだと思いますが、今はそれでいいんだと

思いますが、長期的にはおそらく、その、ポートフォ

リオのような沢山、数年貯めていくような時には、結

構、ツールが違っているとデータの互換性がないとか、

いろいろ、そういうことが起きてくるので、長期的に

は少し、いろいろどうつないでいくか、みたいなこと

を考える必要があるかなあ、という風に思っています。

望月俊男：
　東京大学でみんなばらばらなことを言っています

が、東京大学にはCFIVE と呼ばれる LMSが、情報基

盤センターが開発しています。CFIVE を使って、授

業の資料配布をやっているというのが現状です。それ

は、強制的に標準化しているわけではなくて、使いた

い人だけ使うというのが原則です。使っている先生は、

例えば、永田先生はすごくよく使っていらっしゃいま

すし、まあそうじゃない先生もいらっしゃるというこ

とです。

永田敬：
　CFIVE は情報基盤センターとユニシスが共同で開

発したオープンソースシステムですので、どこでもお

使いになれます。私は 1200 人の授業を持っていた

ことがあり、そのときにそれを活用しておりました。

　他に何かございますか？

質問者：
　東京大学の兵頭と申します。今日はすごく興味深い

シンポジウムで参考になりました。ちょっとスペシィ

フィックな質問で恐縮なのですが、Peter 先生にひと

つだけお聞きしたいのですが、お話の中で省略された

ソクラティック・ペタゴジーについて、少しお話いた

だけませんでしょうか。

Peter Dourmashkin：
　ご質問ありがとうございます。ソクラテスの教授法

なんですけれども、物理学で使っていたもので、マス

タリングフィジックスというリチャードというMIT

の教授がつくったものです。サイバーチューターと最

初呼ばれておりました。オンラインのソフトウェアプ

ログラムの多くは、学生に対して問題を出して、そし

てそれに対して回答を求めて、例えば数値を変えたり

しながら、問題を出すものとなっています。これは高

度なシステムではないです。これはマスタリングフィ

ジックスというこのシステムはかなりレベルの高さが

様々にできるんです。ですから問題に対する質問があ

る場合にはヒントを受け付けたりもできます。そのヒ

ントも様々なレイヤーになっていて、レベルが違うん

です。そのコンセプトに対して、このひとつのヒント

を出して、問題が解答できるのか、ということを見て

みます。そして、そのヒントから、２つ目のヒント、
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３つ目のヒントという風に、徐々に提示していくこと

ができます。要は学生はソフトウェアと対話するんで

す。これはとても具体的な使われ方をしています。つ

まり先生のようなものです。先生を置き換えるという

つもりでは決してないんですけれども、このマスタ

リングフィジックスというのは授業以外の部分で使っ

ています。パネリストの人もおっしゃっていたかと思

うんですけれども、教室の中での学習と教室外での学

習の統合が重要だとおっしゃっていました。その学習

や授業以外での学習がないと、それは完全なものでは

ないということになってしまいます。今言っていた、

例えば、日曜日の 8時半にやっているときとか、例

えば木曜日の 11時に自宅で勉強しているようなとき

に、常にプログラムにアクセスして使うことができる

んです。しかもいろいろな質問や練習問題が提供され

ています。わかりやすいものもあればチュートリアル

型のものもあります。何とか法則はどのような風に使

いますかというものやガウスの法則はどう使いますか

などというような、いわゆる、電磁界の勉強において

学習してしなければいけない課題を出します。そして、

この方法論を説明したり、例を出したりするわけなん

です。インタラクティブなもので、つまり学生がヒン

トを求める、ということができるんです。

　それから、点数をひくことができるんです。例えば

ヒントを多くもらった場合は点数をひくというわけな

んです。かなりの人数のグループで何人もいるような

場合に、結局ひとつのヒントを求めていって、なるべ

く点を引かれないようになっていく取り組みをした学

生達がいたものです。その後、そのシステムをやめた

んですけれども、学生達は授業以外のところで、コン

ピュータと一対一になってこのようにマスタリング

フィジックスを使って学習をするわけですけれども、

その中で、他の学生と一緒になって勉強するというこ

とも発生します。さきほど言ったように、学生がソフ

トウェアとインタラクションをするということです。

そして、ここで出ているのは、大学としてはエリート

大学ですよね。でも、このシステムそのものは、あま

り恵まれないような地域の学校などにも採用できると

思います。このようなプログラムというのは、それの

プラスがあります。というのは、先生のトレーニング

にも向くと思います。例えば先生があまりスキルがな

い場合には、先生がこれを使って、例えばヒントを読

みながら、学生達にどう説明するのか、ということを

学習することが出来ると思います。

　ですから、沢山の先生を雇えないようなお国柄だと

か、アメリカの中でも、地方で教育制度が弱いような

所がありますから、そういった所においては、教員で

なくて例えばこういうものを導入したり、あるいは先

生方に対して、このソフトウェアを使って教育をする

ということが出来るのではないかと思います。

Dan Gilbert：
　ひとつだけコメントをさせてください。ちょっと方

向が違うんですけれども、最も重要な ICTは、今日使っ

た同時通訳機です。私たち全員、同時通訳機を使いま

した。私たち 2人をここに連携させるために同時通

訳機を使いましたよね。同時通訳機は素晴らしいこと

だと思いますけれども、いずれにせよ、ICT の裏には

人がいるんです。コンピューター、アプリケーション

を開発するとか、それに教室で使っている先生や私達

みたいにこうやって、国外にまで来て、これについて

話す人たちもそうですけれども、とにかく人がいるん

です。とにかく人がいるということで、重要だと思い

ます。今日は、非常に通訳者が、がんばってくれたと

思います。ありがとうございました。

　本当に、これは通訳がいたからこそ実現したと言っ

て良いと思います。これは他では置き換えることがで

きないものだと思います。

永田敬：
　最後のコメントをしてくださいました。この後、ま

だ KALS の見学もあります。それから、パネリスト

もここら辺に残りますので、個人的につかまえて質問

していただくというのが、とても良いと思います。皆

さんありがとうございました。
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アンケート集計結果
問 .1 シンポジウム参加者数内訳

大学関係者 88 名企業関係者 87 名

その他 8 名

参加者数 計 183 名

問 .2 興味を持たれた講演について（複数回答可）

Peter Dourmashkin

Daniel Gilbert

美馬のゆり

Tom Gally

山内祐平

望月俊男

パネルディスカッション

53名

50名

57名

44名

25名

22名

37名

問 .3 シンポジウムの全体評価

大変よかった

56%

よかった

44%

全くよくよかった 0%

あまりよくなかった 0%

アンケート回答数 76 名

回答率 41.5%

問 .4 シンポジウム開催を何で知ったか
教育関係メーリングリスト、メルマガ 17 名

同僚、知人の紹介   14 名

中原淳先生のblog、メルマガ、紹介 12 名

東京大学、教養学部、教養教育開発機構 11 名

山内祐平先生の紹介   07 名

東京大学大学院情報学環 BEAT  06 名

東京大学現代GPポスター、チラシ 05 名

東京大学教員からの紹介   04 名

問 .5 シンポジウムへのコメント
・大変興味深い内容で満足しております。今後社会人が大

学や大学院に行く事が増えていくと思いますので、そう

いった学生が持つ多様性と教員の連携、コラボレーション

でアクティブラーニングを含め、最適な環境、FDを行う

Action を続けなければならないことを再確認しました。

面白い分野ではありますし。

・ICT を活用したアクティブラーニングの特徴ある先進実

践例が紹介されたので、これからの方向が理解できた。

・海外事例の部分がそれほど目新しさを感じないほどには

こだてと東大の事例の先進さがよく示されていたと思いま

した。海外の 2事例の部分はなしで公立はこだて未来大

学と東京大学の話をじっくりやる形（＋時間を短縮）にし

てもよかったように思いました。貴重な機会をありがとう

ございました。
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問 .5 シンポジウムへのコメント
・それぞれの環境における ICT 活用の様子と留意点をうかがえ大変有意義な時間でした。ありがとうございました。

・美馬のゆり先生の発表は最近の私の考えと一致していて確信を強めることができた。今回の全体像は Instructional 

Design に関する工夫だと感じた。

・ICT についての最近の状況を学べて大変参考になった。今後ともこのようなシンポジウムを企画していただきたい。

・公立はこだて未来大学における FDへの効果が大変参考になりました。

・Stanford University のWallenberg の事例があまり知らなかったので聞けてよかった。

・いろいろな立場の人が、ご自身で実践されている生の声であり大変わかりやすかったです。

・Active Learning についてのシンポなので、一斉講義ばかりでなくワークショップ形式を取り入れる KALS で行い聴

衆からのフィードバックを行うなど、講演の形式をもっと工夫してはどうかと思います。Danさんのプレゼンの仕方が

自然と受け入れられるような環境だといいですね。

・シンポジウムは面白かったです。全体的に大変参考になりました。中高の現場と似ているなと思い、驚きました。

・司会の先生がフロアの質問者のあいまいな質問や終わりの見えない Talk に適切な対応をされているのが良かった。

・TEAL/STANFORD/FUN/KALS を横並びに聞くことができた。

・わいわいがやがやがその本質の一つだとわかりました。そもそもどのような時代背景を受けてActive Learning が必

要だと叫ばれるようになったか、まだ理解して来ていませんでした。今、日本の学習システムのどこが一番の弱点で、

どこに持っていきたいのかのビジョンです。

・ICT を活用した現在進行形の様々な取り組みをご紹介いただき、今後の展開に期待が持てました。

・自社で悩んでいることが、大学でも全く同じレベルであることが確認でき有益だった。

・大学でも新しい教育工学の動きが確認できて勉強になりました。企業でも製薬企業の一部で IDを学び取り入れていま

す。

・それぞれの発表やプレゼンテーションから得るところがあるとともにそれらに共通する考え方もみつけられたような

気がします。

・大変参考になりました。ありがとうございました。

・企業内教育におけるインストラクターに対する教育をどうするか？についてのヒントがたくさんある。

・先進的な情報を得ることができました。ありがとうございました。ビデオで実際の教育の様子があればなお良かった

と思いました。

・アクティブラーニングについて考えることができて大変参考になった。特に多様な学習空間を学生に対して提供する

ことを勤務する大学でも検討してみたいと思う。今回は「新たな教養教育」については言及されなかったので、今後ど

のように「新たな教養教育」を実現していくのかという点に関心を持っている。

・東大紛争前後の授業と様変わりで非常に興味深かった。弊社でも今後の参考としたい。

・通訳の人の声がゆっくりで落ち着いていて聞きやすかった。ありがとうございました。

・多角的なアプローチで参考となりました。特に、ICT フォーカスになり過ぎなかったのが良かった。

・資料の中で KALS の授業へのコメントが載っていたのが良かった。課題も見えて来たので私の職場で情報共有する際

には公平な立場として紹介できると思います。

・特にパネルディスカッションがわかりやすかった。

・もう少し ICT の中でも具体的なポイントを持った方がよい。

・論文の書き方（和文英文に限らず）教育の重要性を改めて認識しました。

・卒論テーマで悩んでいましたが、今日たくさんのヒントをいただけたと思います。

・大変面白かったです。

・会場が暑すぎると感じました。

・Active Learning にはお金がかかると感じました。

・３つの大学の具体的な取り組みのお話をうかがうことができ、大変ためになりました。

・思ったより ICT（技術）の話がなかったので意外に思いましたが、ICT はツールとして用い、何を大切にすべきなのか、

というテーマでお話を聞けたので非常によかった。（そのようなテーマの方が役に立つと思います）

・現場につながるディスカッションでよかったです。
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